

























































ＭＦ文庫Ｊ

マカロン大好きな女の子がどうにかこうにか千年生き続けるお話。
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　　　　　目を開けるとそこには、突き抜けるような青空が広がっていた。












　そんな空が眩まぶしくて、彼女は少しだけ目を細めた。

　真っ青な空をぼーっと見上げながら、コンクリートの上をとことこ歩いていく。

　いつもと変わらない日常。

　いつもと変わらない青空。

　眩しい光がきらきら世界を照らし、爽さわやかな初夏の風が吹き抜けるような、いつもと変わらないそんなある日のことだった。

　それなのに、いつもと違って研究室にみーこの姿は無かった。

「明日話があるの」

　そう言ってきたのは昨日なのにと、彼女はぷんすか怒った。

　彼女はぷんぷんしながらポケットからマカロンを取り出し、もぐもぐ食べるのだった。



　これはそんなマカロン大好きメルヘン少女の、幸せなお話。



　　　＊



　彼女とみーこはずっと仲良しだった。

　いつも一緒。ずっと一緒。

　いつまでもそうだって彼女は思っていた。みーこがどこかに行ってしまうあの日までは。

「ねぇねぇ、何が起きたの？」

　マカロンを食べながらそんなことを聞いてみても、みーこの所属している研究所の人達は「もしかしたら某国に拉ら致ちされてしまったのかもしれない」とか「もしかしたらワームホールにどうのこうのしてしまったのかもしれない」とか、彼女には理解できないことをぶつぶつ呟つぶやいているだけだった。

「意味がわからないよ！　もっとわかりやすく説明してよ！」

　彼女が研究所の人達に問い詰めると、彼らはみんな困った顔をしながら頭を掻かいた。

　みーこがどこかに行ってしまった原因はもっぱらのところ調査中で、実際のところ誰だれもよく分かっていなかったのだ。

「明日には帰ってくるの？」

「うーん、分からないな」

「明後日には？」

「明日にも、明後日にも、もしかしたらずっと、ずっとみーこちゃんは帰ってこないかもしれない」

「えー、嫌だ。なんとかして」

「何とかしてと言われても……」

　研究所の人達はほとほと困り果てて、みんな彼女と目を合わせようともしなかった。

　誰もかまってくれなくなったので暇になった彼女は、トリケラトプスの真ま似ねをしながらみーこを心配し続けたのだ。

　一方で研究所の人達は死に物狂いでみーこがいなくなった原因を探し続けた。



　それから一年ほど経たつと、世界中の賢い人達がみーこがいなくなった原因を突き止めた。

　それが完全に判明した時、世界中は悲しみに包まれた。

　もちろん原因は複雑で、彼女が聞いてもちんぷんかんぷんだった。

　そんな彼女にも一つだけ分かることがあった。



　それは、みーこが千年後に行ってしまったこと。



　折り目正しい、西暦２９９９年の９月２日。

　今からずーっと、ずーっと遠い未来の先のそのまた先。

　人間が生きているかも分からない、そんな世界のどこか。

　みーこがころころ転がり込んでしまった時空の穴はそんな所に繋つながっているのだとか。

　研究所の中では一番美人で、一番頭の良かったみーこが巻き込まれてしまった事態を解明した後は、まわりの人達は太陽を失ったように沈んでしまった。彼らはみんな頭が良かったから、もう二度とみーこに会えないことを悟ったのだ。

　でも彼女はマカロン大好きなだけのメルヘン少女だったので、それが何を意味するのかよく分かっていなかった。



「ねぇ。本当はみーこ、どこ行っちゃったの？」

「だから、千年後だよ」

　そんなやり取りを十七往復した所で、ふわふわとしていて全く実感がわかなかったのだ。

「またまたぁ。ドーナツ屋とかでしょ？」

「ううん、千年後」

「ねえ、本当のことを教えなさい！」

「だから千年後だって！」

「もう！　分かったよこのあんぽんたん！」

　四十回そんなことを聞き、意味もなく研究所の方のおなかをぺちぺちとタコ殴りにしてようやく、彼女は何となく本当にみーこが千年後に行ってしまったのだと理解した。

　それでも彼女はやっぱりなんとかなるんじゃないかと思ったのだ。

　だって、大事な話をまだ聞いていないんだもの。

　今まで約束を破ったことがないみーこだし、きっと教えてくれると思ったのだ。



　だから彼女は取とり敢あえず千年生きてみようかなぁって。

　マカロン食べながらそんなこと思ったりしたのだ。



　　　＊



「そんなわけで、千年生きるにはどうしたらいいの」

　彼女がそんなことを研究所の人達に聞くと、みんな顔を合わせて肩をすくめるのだった。

「あのね、人間は千年も生きられないんだよ」

「そーなのか。それで千年生きるにはどうしたらいいの？」

「まるで理解していないでしょ」

　研究室の人達は呆あきれながら彼女をなだめた。

　その後、研究所の人達に活性酸素がどうのこうのだとか、老化がどうのこうのとか、人間が千年生きられない理由を説明された。

　そんな話を聞き流しながら、彼女はマカロンをもそもそ食べるのだった。

　彼女には難しい話は分からなかった。

　でもマカロンを食べると幸せになることだけは分かっていたのだ。



「うーん、方法がないわけじゃないんだけど、ちょっとこれはな……」

　彼女が研究所の人達に聞きまわっていると、そんなことを言うひとりのおじさんを見つけた。

「ホント？　それじゃあその方法やる！」

　彼女の頭の中身はみーこのこととマカロンのことしか無かったので、リスクだとか代償みたいな言葉は入っているはずもなかった。彼女は詳細を全く聞かずにおじさんの話を受け入れた。

　そんなわけで、彼女はとある組織の実験体になることになったのだ。

　それはＩＰＳ細胞だとかＥＳ細胞を使い、テロメアを強引にどーのこーのして遺伝子をぐっちゃぐちゃにしてしまう感じのふぁんたじっくな実験だった。

　千年生きる新生物の発見でほんの少しだけ軌道に乗り始めていたけど、この実験が成功する可能性なんて万に一つもなかった。

　案の定彼女にはそんなの微み塵じんも分からなかったし、分かろうともしなかった。

　ものすごいお金と引き換えに行われる命の保ほ証しようがない生体実験も、彼女には命なんかよりも日課であるマカロンを当分の間は控えなければならないことの方が堪こたえた。



「千年後にみーこに文句言ってやろう」



　そう心に誓って、彼女は組織の人達にもらった薬を四粒飲み込んだ。

　この時は誰だれも気付かなかったけど、彼女は幸運にもあっさりと不老不死になったのだ。



　　　＊



「それでは、薬を飲んだ人達は各自部屋に戻って下さい」

　黒いスーツに身を包んだ組織の人達がそんなことを言ったので、彼女は言われるがままに自分が割り当てられた部屋に戻っていった。

　とことこ歩いている最中に辺りを見渡すと、そこは高級ホテルみたいで彼女はびっくりした。こんなに綺き麗れいなところに住みながら千年後を待つのも悪くないとか、そんなことを思ったのだ。

　部屋の前に着くと、黒服のお姉さんにカードキーを渡される。

「これをなくしたらすごく困ったことになるから大事にしてくださいね」

「はーい」

　彼女は元気よく返事をする。その無邪気な顔を見て、黒服のお姉さんは少し困ったような顔をした。

「部屋に入る時はカードキーをあそこに通してくださいね」

　そう言って、お姉さんは取っ手の上にあるくぼみを指差す。彼女は頷うなずくと、また元気よく答える。

「わかったよー」

　カードキーをくぼみに入れると、音もなくドアが開いた。部屋の中を見ると、そこには漫画の山が広がっていた。

「うわー。すごい！　こんなにいっぱい漫画があるなんて、おととい行った漫画喫茶以来だよ」

「好きなだけ読んでいいんですよ」

「ありがとう！　お姉さん優しいね」

　彼女がそう言うとお姉さんはまた困ったような顔をして「そんなことないですよ」と、彼女に聞こえないくらい小さな声で呟つぶやいた。そう言うとお姉さんはすぐにその場を去っていった。

　彼女はその日、朝までずっとドラえもんを読んで過ごしたのだった。



「被験者の方は広場に集合して下さい」



　彼女が徹夜でドラえもんを読んで過ごしていると、あたりにスピーカーのキンキンした音が鳴り出した。

　彼女は面倒くさかったけど、取とり敢あえず広場に向かうことにした。

　広場には昨日一緒に薬を飲んだ人達がいた。

　だけどよくよく眺めてみると、昨日と比べて人数が半分くらいになっていた。

　他の被験者は不安で顔を見合わせていたけど、彼女は「みんな寝坊しているんだ。私も寝坊すればよかったー」なんて思いながら右手に持った漫画をぺらぺらめくるのだった。

　その日も薬を飲んだり、採血をされたりして終わった。

　それからそんな日々が続いていった。



　組織の実験場で彼女には友達がたくさんできた。



　のんびりしているまーちゃん。

　好きな男の人を援助するために夜のお仕事をしていたんだけど、効率が悪いからこの実験をやりに来たのだとか。その男の人の話をする時、まーちゃんはいつも幸せそうな顔をしていた。それでも時々まーちゃんは寂しそうに実験場から見える夜空を眺めていたんだ。



　いつも怒っているけーくん。

　馬を見るのが大好きで、毎日馬が走っているのを見ていたら何な故ぜかお金がなくなってしまいここに来たのだとか。この実験が終わっていっぱいお金をもらったら、また馬を見たいなぁって言っていたんだ。



　いつもあわあわしているゆーちゃん。

　吸うとハッピーな気分になる草を育てていたら偉い人に怒られちゃったらしい。でもその後も懲りずに国の人達がみんなハッピーになりますようにと、その草の種を国中の河川敷にばらまいていたら、いつのまにかここに連れて来られたんだとか。お金をもらってここから出たら、世界中の人がハッピーになれるよういろんな国へ種をばらまく旅に出るんだって。



　静かであまり喋しやべらないさとみちゃんの腕には切り傷がいっぱいあった。

　それは明らかに自分で切ったものだったけど、彼女にはそんなこと分かるはずもなかった。だからこんなにも傷を負ってしまうなんてさとみちゃんはきっとすごい強敵と戦っていたんだなぁと、いつも尊敬の眼まな差ざしで見つめていた。さとみちゃんは彼女が横で漫画を読みながらごろごろしているのを、いつも優しそうな瞳ひとみで見守っていたんだ。



　実験が終わると、彼女の鮮やかなパステルピンクの髪をみんなでくるくるいじったり、部屋に集まっては夜通し実験場に来る前のことを語り合ったりした。彼女はいつもマカロンのことばっかり話していたのでマカロンちゃんなんて言われたりしていた。

　みーこ以外に友達がいなかった彼女にとって、そんな仲のいい友達と過ごす日々は新鮮で楽しかった。あだ名を付けてもらったことが本当に嬉うれしくて、彼女は毎日ひとり部屋の中でスキップしていた。



　それでも、実験場にくる人達の数は日に日に減っていった。

　最初は五百人以上いてごちゃごちゃしていた朝の集合も、今では数えられるくらいの人しかいなくなっていた。

　実験が始まってから二十日が経たったある日、とうとうけーくんが実験場に来なくなった。

　今まで彼女はみんな実験に飽きて帰ってしまったのだと思っていた。でも、けーくんがいなくなってそうじゃないことに気付いた。

　けーくんはお金がなかったので、この実験を最後までやらなきゃならなかったのだ。途中で帰るなんてことはありえなかった。



「けーくんをどこへやったの！」

　彼女は少し怒って黒服のお姉さんに聞いた。黒服のお姉さんはいつものように困ったような顔で諭すように答える。

「けーくんはね、死んじゃったの。でも仕方ないの。全部最初に言ってあるでしょ？　みんな分かって応募しているの」

「うーん、そうなの。それならしょうがないね」

「うん、だから他の研究員の人達にローキックをするのをやめてあげなさい」

　黒服のお姉さんがそんなことを言うので、彼女は黒服のおじさんたちにローキックをするのをやめた。そしておとなしくその場で「ごめんなさい」と謝った。

　それでも彼女はまぁしょうがないかなぁなんて思ったりは決してしていなかったのだ。

　そもそも彼女は説明を全く聞いていなかったので納得できるはずがなかった。その日はもやもやした気持ちを抱えながら、みんなといっしょにお薬を七粒飲み込んだ。

　ゆーちゃんは水を飲み過ぎてごほごほと咳せき込こんでいた。

　みんなでその姿を笑うと、ゆーちゃんも「からかうなよー」なんて言いながら照れくさそうに笑っていた。



　翌日、ゆーちゃんは実験場に来なかった。



　その時彼女はこの実験場から脱走することを決めたのだ。



　　　＊



「ねぇ、二人もいっしょに行こうよ！」

　脱走を決心した翌日に彼女がそんなことを言ったけど、まーちゃんとさとみちゃんは何も返さなかった。無言で彼女の言葉を聞いているだけだった。



　その翌日、まーちゃんとさとみちゃんは彼女の部屋に来て言った。

「私たちはやっぱり、最後まで残るよ」

「なんで？　いっしょに行こうよ！」

　彼女がそう言うと、二人は寂しそうに笑った。

「ううん。ごめん。こうなることは覚悟していたし、私達には最後まで残ってお金を貰もらわなきゃいけない理由もあるの。大丈夫。ここまで生きれたんだし、最後まで生き残れるよ」

　そう伝えると、さとみちゃんは一枚の紙を彼女に手渡した。

「これ、私たちの連絡先。何年かして、不老不死になって実験場から出たらまた一緒に遊ぼう。いつかマカロンちゃんとまた会える日のこと、楽しみにしてる」

「わかった」

「じゃあ、さよなら」

「さよならじゃないよ。またねだよ！」

「うん。またね」



　まーちゃんとさとみちゃんは彼女が実験場にいた最後の日まで生きて、笑顔で彼女を見送った。

　彼女はその姿を見ているとちょっとだけ悲しくなった。

　それでも、彼女は泣いたりはしなかった。

　また会う日にいっぱいお話をすればいいやって思ったのだ。



　脱走は思いのほか簡単に成功した。まーちゃんとさとみちゃんが協力をしてくれたってのもあるけれど、警備の人たちもいない実験場のセキュリティはザルだった。

　彼女は窓からぽーんと飛び出すと、そのまま脇目もふらずに走り出した。

　実験場の部屋からまーちゃんとさとみちゃんが手を振っていた。彼女が見えなくなるまで、ずっと、ずっと。

　彼女は逃げるのに一生懸命だったからそれに気付かなかった。



　その時二人はどんな顔をしていたのだろう。

　笑っていたのだろうか。

　それとも泣いていたのだろうか。

　彼女がその顔を知ることはなかった。



　だってその後彼女が二人に会うことは、もう二度と無かったのだから。



　　　＊



　一時間くらい走った所で、彼女は後ろから組織の人達は一人も追いかけてこないことに気付いた。

「なんだー。走って損しちゃった」

　彼女はそんなことを一人でぶーたれた。

　その時ついでに一時間走ってもほとんど疲れていないことにも気付いた。

　なんとなくだけれども、自分が不老不死になったことに彼女はようやく勘付いたのだ。

　高台に登って実験場の方を眺めても、追手が近づいてくる様子は全く無い。彼女はそのまま走ることはやめて、競歩で十六時間歩き続けたのだった。

　不老不死になった彼女はその後も全く疲れることはなかった。

　それでも、最後の方はずっとお腹なかが鳴りっぱなしだった。

　不老不死になった彼女だけど、十六時間も歩き続ければお腹が減ることを学んだのだ。



　彼女はあてもなく歩き続けた。

　自分が今どこにいるのかも分からなかった。

　今まで歩いた道は、どれも見たことがないものだった。

　一週間くらいふらふらと彷徨さまよっていると、彼女はちょっと大きな町を見つけた。彼女は取とり敢あえず町に入ることにした。

　あたりの看板を見渡してみても、見たことも聞いたこともない地名が目に入ってくるだけだった。彼女は知らない土地でほんの少しだけ寂しさを感じた。

　だけど、そんなことよりもお腹が減って仕方がなかった。

　きゅるきゅると可愛かわいらしく音を立てていたお腹も、今ではぐるぐるぐるるると大きな騒音を立てている。

　もちろんお腹が減って死ぬことはない。なんたって彼女は不老不死なのだから。

　だけど美お味いしいご飯を食べると幸せになる。幸せの確保には食料の確保は必須だった。

　そんなわけで、彼女はゴミ箱を漁あさることしたのだ。

　不老不死ホームレスの誕生である。



「何あの子……」

「なんだあれは……」

　綺き麗れいなパステルピンクの髪をした年端もいかない可愛い女の子がゴミ箱を漁っているのを見て、町の人達はみな同じようなことを呟つぶやいた。みんなチラチラと彼女を眺めていたし、中には立ち止まってコソコソ写真をとっている人もいた。

　だけど、その後はそろって見て見ぬふりをした。

　有り得ない非日常が突然眼がん前ぜんに転がり込んできたのだ。当然の反応である。

「あー。今日はケーキだ！　やったー！」

　彼女は周りの人達の反応など全く意に介さずに、スイーツショップ前のゴミ箱近くを縄張りにして毎日幸せそうな顔で残飯を食べていたのだった。

　当人にとっては、まぁまぁ普通で幸せな毎日であった。たくましいものである。



「君はなんでゴミを漁あさっているんだい」

　そんな物好きなおじさんが現れたのは、彼女がホームレス生活を満喫し始めてから二週間ほど経過したある日のことだった。

　くたびれたスーツに身を包んだ、見たところ四十代半ばくらいのおじさんだった。おじさんは幸せそうにゴミ箱に捨てられていたパウンドケーキを頬ほお張ばっている彼女に話しかけてきた。

「死なないんだけど、お腹なかが減って死にそうだからご飯を探しているんだよ」

　彼女は元気にそんなことを言った。

「なるほど。よく分からないけど、取とり敢あえず分かったよ」

「おいしいんだよ！」

「でも、そんなもの食べてたらお腹を壊しちゃうよ」

　もちろん彼女は不老不死だからたとえコンクリートを食べ続けていたとしても体を壊すことはない。

　でもおじさんはそんなこと知るはずもないので、少し気の毒に思ったのだ。

　おじさんはおもむろに、ポケットからマカロンを取り出して彼女に渡した。

「これ食べな」

「これ、もらっていいの!?」

　彼女は久しぶりに見るマカロンに凄すごく興奮して、その場でくるりと一回転した。

　おじさんはそんな無邪気な彼女を見て、くすりと笑った。

「あはは。いいよ、死にそうなんだろう」

「絶対に死なないけどありがとう！　やったー！」

「変な子だなぁ」

　おじさんからもらったマカロンをものの三秒で食べ終えると、彼女は「もっと欲しい！」なんて図ずう々ずうしいことを言った。

「うーん、今は持ってないけど、家に行けばあるかも」

　おじさんは苦笑いして頭を掻かいた。

「家に行こうよ！」

　彼女は間髪入れずにそう言うと、おじさんの後ろにぴったりとついて家まで歩いて行った。図々しいものである。
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「うわー、大きい！　すごい家だね！」

　庭付き一戸建ての豪華な家がそこにはあった。おじさんのくたびれたスーツからは想像もできないような大きな家に、彼女はびっくりした。

「入っていいよ」

「はーい」

　言われるがまま彼女は家に入る。家の中はすごく広かった。何個も靴箱のある大きな玄関に、綺き麗れいなシステムキッチン。だだっ広いリビングにはほとんど家具は無くて、更に広さを際立たせていた。

　居間らしき部屋に着くと、おじさんは神棚からマカロンをとって彼女に渡す。

　神棚の横には若い女の子の遺影があった。

「娘が好きだったんだ」

　遺影を前にそんなことを言うおじさんの後ろ姿はまるで泣いているみたいだった。

　おじさんがあまりにも寂しそうだったので、彼女は神棚のマカロンを食べながら、仕方なくおじさんの頭をよしよしと撫なでてあげた。

「きっと人生いいことがあるよ。頑張りなさい」

　彼女そんな適当な言葉をかけると、おじさんは少し笑顔になる。

「うん、頑張ろうかな。頑張るよ」

「よろしい」

　おじさんは「なんだか娘が生き返ったみたいだよ」なんて言っていた。

　その時ふと、彼女は未来に行ってしまったみーこがそこで死んでいないか不安になったのだった。



「どこか行くあてはあるのかい」

　幸せそうにマカロンを食べている彼女に向かっておじさんは聞いた。

　彼女はうーんと唸うなって考える。しばらくして、ぱぁっとひらめいたように顔を輝かせた。

「私は千年後に行かなきゃいけないかな」

「千年後かぁ。それは大変だ」

「あ、信じてないでしょ。絶対信じてない。信じろ！」

　そう言いながら彼女はおじさんの脇腹をぽんぽんと叩たたいた。

「わかった。信じる。信じるよ」

「よろしい」

　満足そうな顔をして、彼女はマカロンを食べる作業に戻った。おじさんは居間の座布団に腰掛けながらタバコに火をつける。おじさんが彼女を見つめるその顔は、とても幸せそうだった。



「それじゃあ、千年後をうちで待つというのはどうだい」

　彼女がマカロンを食べ終えてぽけーっとしていると、おじさんがそんなことを言った。

「おお。それはいい案だね」

「そうだろう」

「それじゃあ、よろしくお願いします」

「よろしく！」

「しかたないなぁ。よろしくお願いしてあげる！」

「うーん、なんだこれ」

　そう言っておじさんはまた笑った。
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　おじさんとの暮らしは彼女にとって、ものすごく快適だった。

　なんたって、おじさんは毎日マカロンを買ってくれたのだ。彼女はどんな食べ物よりもマカロンが好きだったので、それだけで本当にハッピーだった。

　彼女の最近のマイブームは献血で、献血ルームに行ってはお菓子をもらって帰ってきていた。三ヶ月以上期間を開けないと血を抜いてはもらえなかったけど、彼女は週に一回は献血ルームに通い、そこのお医者さんと仲良くなったのだ。

　ただそれ以外には特にやることはなかったので、彼女は毎日暇を持て余していた。

「今日も暇だったんだ」

　おじさんにそんなことを言われるたびに彼女は少し怒って、

「公園で蟻ありの観かん察さつをしたり、砂場で砂じや利りの数を数えたり、天井の染みの数を数えてたよ！」

　とか言いながら、ぴかぴか輝く極彩色の空を眺めていた。

　兎とにも角かくにも、暇だったのだ。



　時々おじさんは発作みたいに泣きだした。

　寝室からぐすぐすと鼻をすする音が聞こえる度に、彼女はおじさんの頭をよしよしと撫なでてあげた。

　なんでおじさんが泣いているのか、彼女は一切聞こうとはしなかった。

　ただおじさんの頭を撫でてあげる度に、お礼としてマカロン三個を要求したのだった。

　彼女はおじさんと一緒に暮らしていたけど、おじさんのことは何も知らなかった。

　おじさんが平日に何をやっているのかも知らないし、おじさんの好きな食べ物も知らない。おじさんの趣味だって知らないし、こんなに大きな家に一人で暮らしている理由も知らない。おじさんに友だちがいるのかとか、おじさんの奥さんがどこに行ってしまったかも知らない。

　彼女はそんなのどうでもいいと思っていたし、そんなこと一切聞こうとは思わなかった。

　おじさんともっとお話をしておけばよかったなんて、もっと頭を撫なでてあげればよかったなんて、彼女はその時は全く思ってもいなかったのだ。
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　そんな感じで、彼女はおじさんと八年と八十二日ものあいだ一緒に暮らした。

　おじさんは八年と五十二日目に病気になってしまい、八年と八十二日目に死んでしまったのだ。

　世界中で流行している、原因不明の奇病だったらしい。

　潜伏期間は数年、もしくは数日。死ぬ一ヶ月前にしかその兆候は見えない、現代ではどうしようもない病気だった。

　彼女は知らなかったけど、それはおじさんの娘さんが罹かかった病気と全く同じものだった。

　彼女は不老不死だったからそんな病気は平気だったけど、普通の人間にとってはそんなことなかった。その病気はあっという間に広がって、町を飲み込んでいった。

　一人、また一人と町の人達は死んでいき、とうとう残ったのは彼女だけになった。

　町にはもう、誰だれもいない。静かな空気が、吹き付ける寒い風が、町を飲み込んだ死を際立たせていた。

　それでも彼女は生き延びたのだ。

　生き延びてしまったのだ。



「ばか」



　誰もいない町の中で、彼女は独り言をつぶやく。

「死んじゃったら、もう私にマカロン買って来れないじゃん」

　彼女は無人の町で、一人おじさんの葬式をする。

　おじさんのセブンスターに火をつけると、土の上に三本立てる。

　タバコから立ち昇る煙が、誰もいない町の上空に広がっていった。

「おじさんの買ってきたマカロン食べたいよ」

　彼女がそう呟つぶやいても、何も返ってこない。

　彼女は悲しくなって、天を仰いだ。

　おじさんがいなくなってから見上げる景色はずっと灰色で、まるで空の色が消えたみたいだった。

　彼女は空を見上げながら、おじさんが買ってくれた最後のマカロンを食べた。

　そのマカロンはいつも通りおいしくて、初めて会った時からずっとおいしくて。



　それで彼女はちょっとだけ泣いた。



　マカロンを食べ終え涙を拭ぬぐうと、彼女はそのまま前を向いて歩き出したのだった。



　彼女は歩き続けた。

　果てない荒野を。

　煌きらめく海岸線を。

　揺らめく木々の隙すき間まを越えて。

　立ち並ぶ高層ビルを越えて。

　地平線の向こうに。

　水平線の向こうに。

　彼女は歩き続けたのだ。



















　ずっと、ずっと。
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　それからしばらくして、おじさんを死に至らしめた病気の特効薬が開発された。

　そのきっかけとなったのが、おじさんと暮らしている間に献血で彼女が病院に提供した血液だったのだ。

　おじさんと同じ病気になっている一人の少年に彼女の血液を輸血したところ、初めてその奇病が回復の兆候を見せた。世界中の医者たちはその血液を調べ、とうとう人類を滅ぼすとも言われていた病気の特効薬を作ったのだ。

　彼女は身分証明書なんか持っていなかったので、その提供された血液が誰だれのものかを知る者はいない。

　名も知らぬ誰かの残した奇跡の血液は、巷ちまたでは「神の一ひと滴しずく」なんて呼ばれていた。

「生かしてくれて、本当にありがとう」

　最初に救われた少年はどこの誰かも分からない恩人に対して感謝の言葉を述べた。その少年に退院してから最初にやりたいことを聞くと「秘密基地に行きたいかな」なんて、よく分からないことを言って笑っていた。

　だけど世界を救ったマカロン大好きメルヘン少女は、そんな誰かの幸せなんて知るはずもなかった。



　今日も彼女はこの世界のどこかをとことこ歩き続けている。
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　彼女が歩き続けていたら、いつの間にか百年の月日が流れていた。

　その間に大国がたくさん潰つぶれたりして、世界は結構ごたごたしていた。大きな紛争でたくさんの人間が死んだりもした。

　でも、彼女にはそんなことあまり関係がなかったので気にはしていなかった。

　何も考えずただひたすら百年間歩き続けた彼女であるが、ある時ふと昔自分がいた実験場のことを思い出した。



「まーちゃんとさとみちゃんは元気にしてるかな」



　そんなことを思った彼女は、二人に会いに行くことにしたのだ。

　まーちゃんとさとみちゃんがくれた連絡先は、日本のとあるアパートだった。そういえば二人は最後の日に「実験が終わって不老不死になったらこのアパートで一生ごろごろするんだ」と言っていたことを思い出した。

　その時ヨーロッパにいた彼女は徒歩で一年半かけて日本に戻り、教えてくれたアパートの住所までたどり着いたのだ。

　二人に指定された場所には家なんか無くて、ただ広い道路が一本通っているだけだった。

　何度も確認したので絶対に間違えたなんてことはないのに。それなのに、彼女は不安になったのだ。

　もしかしたら、まーちゃんとさとみちゃんに会えないのかもしれない。そう思うと、いてもたってもいられなくなった。

　彼女は組織の実験場に行ってまーちゃんとさとみちゃんの居場所を聞くことにした。

　懐かしの実験場のあった土地へ戻ると、そこは昔の面影もないくらい変わっていた。豪華なホテルみたいな実験場は跡形もなく消え去っていて、代わりにそこには大きな公園と空中バスターミナルが広がっていた。

「あれー。ここのはずなのに」

　彼女が首を傾かしげていると、丁度いいタイミングで空中バスがやってきた。

　まーちゃんとさとみちゃんについて何も分からなかったので、取とり敢あえず彼女は空中バスに乗ってみることにした。

　初めて乗った空から眺める世界の姿は、百年以上生きている彼女から見ても、すごく新鮮なものだった。

　ガラス越しにぐるぐる変わりゆく景色がなんだか眩まぶしくて、彼女は少しだけ目を細めた。

　空中バス内はがらんとしていた。

　紛争でごたついて危ないこの御ご時じ世せい、空中バスは危険極まりないものだ。奥の座席に初老のおじいさんが一人座っているだけで、他に人は誰だれもいなかった。

「ねえねえ、おじいさん。さっきのところにあった実験場潰つぶれちゃったの？」

　おじいさんよりも五十歳くらい年上の彼女だったけど、そんな細かいことは気にせずに、ずかずかとおじいさんをおじいさん呼ばわりして話しかけた。

　おじいさんは急に年端もいかないパステルピンクの髪の少女（百二十六歳）に話しかけられたので少しびっくりしていた。

　それでも、おじいさんは物腰柔らかく彼女の問いに答えた。

「私が小さい頃だったかな。なにやら怪しい実験をやっていたらしくて、国に摘発されていたよ。何をやっていたか詳しくは知らないけど、結構悲惨なことやっていたんだってね」

「まーちゃんは？　さとみちゃんは？」

　おじいさんがそんな恐ろしいことを言ったので、彼女はなんだか怖くなってしまった。

　それでもあわあわしながらそんなことを言ったところで、おじいさんには何のことかさっぱりだった。

　おじいさんは首を傾かしげて、苦笑いをする。

「うーん、分からないな」

「まーちゃんとさとみちゃんと一緒に遊ぶって約束してたの」

　おじいさんは「ごめん。やっぱり私には分からないよ」と言いながら、悲しそうな顔をするのだった。

　その後、おじいさんはいろんなことを彼女に教えてくれた。

　あそこの実験場から出てきて今も生きている人間がいるなんて話は知らないなんてことも、あそこにあった病院で行われていたらしき実験が何の成果ももたらさなかったことも、不老不死なんてものはこの時代でも全く実現されていない夢物語であることも。

　ぜんぶ、全部教えてくれた。

　彼女はあんまり理解できなかった。もしかしたら、今回ばかりは理解したくなかっただけなのかもしれない。

　それでも、もう二度とまーちゃんやさとみちゃんと会えないことには、なんとなく気付いたのだった。



「それじゃあ、私はここで降りるよ。事情はよく分からないが、気を落とさないでおくれ」

　一時間くらいそんな話をするとおじいさんは目的地についたのか、そう言い残して降りていった

　おじいさんがいなくなって、空中バスの中には誰だれもいなくなってしまった。

　誰もいない空中バスの中はしんと静まりかえっていて、寂しさだけがふくらんでいった。

　彼女はおもむろに空中バスの窓をおもいっきり開ける。めまぐるしく移り変わる景色が直接彼女の眼に飛び込み、冷たい風が肌を叩たたいた。

　彼女は窓から乗り出すと、思い切って空中バスからふわりと飛び降りた。

　風が勢い良く肌をきり、視界に広大な大地が広がる。

　空から眺めるこの広い世界にはまーちゃんもさとみちゃんもいない。

　それどころか、もう彼女が知っている人間は誰もいないのだろう。

　世界はいつも広大で、いつもひとりぼっち。



　みーこは元気にしてるかな。



　落下している最中に、ふとそんなことが彼女の頭をよぎる。

　そのまま彼女はとしゃんと湖にダイブした。
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　２２００年問題が起こる頃には地球温暖化の影響から、世界中の陸地が海に沈み始めていた。

　増えすぎた二酸化炭素が海水を温めて、深海のメタンハイドレートを溶かし出すのも時間の問題だとか。それが目安で、それからは指数関数的に地球の気温は上昇していって、そうなったらもう人類は滅びるしか無いのだとか。

　巷ちまたではそんな噂うわさがまことしやかに飛び交っていた。

　世界中の海岸沿いに住む人達は血眼でエコを訴えていた。

　そのエコブームはとどまるところを知らず、特に地球温暖化の影響が顕著だったオーストラリアでは宗教法人エコ教団なるものが最大勢力を占めるに至っていた。

　南半球の人達はみんな、ご飯の前も、寝る前も、エコ教団の神であるエコエコ様に祈りを捧ささげながら緑色の棒をゆらゆらさせるのだった。

　だけど現実世界で生きることを諦あきらめた大半の人類は、家でクーラーをガンガン効かせながら希望のない日々を送っていた。

　そうやって世界中の人達が絶望のインドア派に移行する中、彼女はといえば、毎日海で泳いでいた。

　彼女は海水浴がすごく好きだったのでこの地球温暖化をすごく喜んだのだった。

　うだるような暑さの日々、彼女は一週間に二十六回くらいは海で泳いでいた。

　デジタル水着は肌に合わなかったから、真っ裸で三百六十五日泳ぎ続けたのだった。



　彼女が毎日泳いでいたらあっという間に数十年の月日が流れていた。

　この数十年で地球の九分の二くらいの陸地が海になっていた。

　世界はなんだか終わりのムードに包まれていて、自殺者は全世界でとうとう年間一億五千万人を突破したんだとか。生まれる人よりも自殺してしまう人の方が多いという前代未聞の異常事態だった。

　日本からはとうとう春夏秋冬という概念が消え去って季節は「暑い季節」と「ちょっと暑い季節」の二種類になっていた。

　春はあけぼのと詠うたった過去の偉人を、今ではもう誰だれも覚えていない。



　そして、人類が最も恐れていたことが起こった。

　とうとう深海のメタンハイドレートが溶け始めたのだ。

　地球滅亡のカウントダウンが、静かに始まった。

　そんな世界だから、人間達は宗教に救いを求めた。今や宗教法人エコ教団の信者数はキリスト教を遥はるか凌しのぐほどになっていた。

　世界中の人間が得体のしれない新興宗教の神であるエコエコ様に祈りを捧ささげる、そんな終末の到来である。

　そんな世界で、彼女は今日も海水浴を続けるのだった。

　毎日二十四時間の遠泳を数十年続けた結果、彼女の肌は小麦色に焼けてすごく健康的になっていた。

　泳ぎも完かん璧ぺきにマスターしていて、バタフライで太平洋を横断するのが最近のマイブームだとか。



「ちきゅうおんだんかバンザイ！」



　彼女は太平洋の真ん中で、ひとりそんなことを叫ぶのだった。
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　彼女がバカンスライフを送っているある日、地球に小さな隕いん石せきが衝突した。

　その隕石は偶然にも彼女が最近泳いでいる海岸の近くに落っこちた。

　幸いにもその周囲には彼女以外には誰もいなかったけど、その衝撃は凄すさまじかったので、周囲五百メートル以内の人間は衝撃で即死していただろう。

　彼女はというと、不老不死の強きよう靭じんな肉体を持つマカロン大好きメルヘン少女だったので全くの無傷だった。

「びっくりしたな～」

　衝撃で数メートルふっとばされた彼女は海岸近くの岩場に打ちつけた頭を撫なでながら、原因の元へ歩き出す。

　隕石の近くは小さなクレーターができていて、衝突の激しさを物語っていた。

「ぷよぷよぷよ」

　彼女が隕石に近づくにしたがって、何やら変な音があたりに響いていることに気付いた。彼女はゆっくりと、ぷよぷよと鳴り響く可愛かわいらしい音の元へ近づく。

　そこにはマシュマロみたいにふわふわな生物がいた。

「なんだこれ。お餅もちかな」

「ぷよぷよ～」

「うわぁ、喋しやべった！」

　真っ白で、丸くて、小さい。その見たこともない生物は、隕いん石せきの周りをぽよんぽよん跳ねまわっていた。

「なんだこれ怖いよ！　得体のしれない生き物だ怖い！」

　そもそも不老不死である彼女が最も得体のしれない生物だったけど、ぷよぷよと跳ねまわる生物にはそんな突っ込みができるはずもなかった。

　その生物は彼女を見かけると、ふわふわと砂場を転がりながら近づいてきた。

　彼女の足元に近づくと、ぽんと飛び跳ねて彼女の腕に飛び乗る。

「おお～。よく見るとかわいいなぁ」

　彼女は人懐っこいその生き物をすぐに気に入った。

　その生物は最初のうちは元気よく彼女の腕の上で跳ねまわっていたけれど、次第に元気がなくなっていった。

「ぷよぷよ」という鳴き声も、最初と比べてずいぶんと力なく聞こえる。

「お腹なか空いているのかな？　ちょっと待っててね」

　彼女はリュックサックの中に入っているドーナッツをその生き物の前に差し出した。

「ぷよ！」

　とたんにその生き物の声に活気が戻る。

　彼女が差し出したドーナッツに勢い良く飛びつくと、むしゃむしゃと食べだしたのだ。

「おすもうさんみたいに気持ちいい食べっぷりだなぁ」

「ぷよぷよ」

「もー、かわいいなぁ。そうだ、お前に名前をつけてあげよう」

「ぷゆー」

「おすもうさんみたいにごはんを食べるから、今日からお前はごっちゃんだよ！」

「ぽよぷゆん！」

　彼女はその生き物に「ごっちゃん」と名付けて毎日スイーツを食べさせた。

　ごっちゃんは嬉うれしそうにもふもふスイーツを食べ続けた。

　地球温暖化で終わりかけている世界で、彼女は変な生物と遊ぶ日々を送っていたのだった。呑のん気きなものである。
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　それは彼女がごっちゃんを拾って一週間ほど経たったある日のことである。

　彼女がいつものようにごっちゃんにスイーツをあげようと思って浜辺に行くと、そこには二体のごっちゃんがふよふよと鳴いていた。

「なんだこれ」

　彼女はぽかーんとしながらそう漏らすことしか出来なかった。

　ごっちゃん達は彼女を見かけると、可愛かわいらしくぽよぽよ鳴きながら近付いて、ものすごい勢いで彼女の腕の中にあるマカロンを食べ尽くしたのだった。

「ま、かわいいからいっかー」

　基本的に、彼女は難しいことを考えないのである。



　　　＊



　その後、ごっちゃんはねずみ算式に増え続けていった。

　のほほんと可愛いごっちゃんにスイーツを与え続けた結果、気付いたら六十体のごっちゃんが彼女のまわりでふよふよと鳴いていた。

　もちろん与えなければならないスイーツの量もねずみ算式に増えていって、すでに彼女の食べるマカロンをも脅かし始めていた。

















　さすがにこの事態には彼女もほとほと困り果て、これは面倒を見きれないと思い、ごっちゃん達を手放すことを決断した。

　これ以上増えて行ったらもう、彼女には与えるスイーツがないのだ。

　マカロンを食べられなくなってしまったら間違い無く彼女は発狂してしまう。

　自分の幸せのためには、時として冷酷な決断も必要なのだ。

「ごめんよ……。私が毎日バタフライをしているばかりに……」

　そんなことをごっちゃん達に呟つぶやきながら、彼女は今日も楽しいバカンスライフを送るのだった。彼女にはごっちゃんを養うために生活を変える気なんてまるでなかった。

　正直、彼女にとってごっちゃんなんかよりもマカロンやバカンスライフのほうが一億倍くらい大事だったのだ。人間とは、時としてとても非情な生き物である。

　そういったわけで、彼女は近隣の心優しい科学者の方にごっちゃん達を押し付けることにしたのだ。

「ごっちゃん一号から百号には悪いけど、私の幸福のためにこのよく知らないおじさんの所で幸せにやるんだよ！」

　彼女はそう言って、可哀かわい想そうな心優しき科学者の家を指差す。

　いつの間にかごっちゃん達の数はさらに増えていた。



「あの、何なのこの生物」

「ふよふよ鳴くんだよ！　かわいいでしょ。頑張って育ててね！」

「何なのこの生き物。名前は何なの……。どうすりゃいいの……」

「名前は自分でつけていいよ！　がんばれー」

　彼女は「取とり敢あえず毎日しっかりスイーツを与えてね」とその科学者に伝えると、すっきりした顔で颯さつ爽そうと立ち去っていったのだった。

　ごっちゃんは悲しそうな顔でぷよぷよ鳴いていた。

　得体のしれない生き物を強引に押し付けられた気の弱い科学者も、死んだ魚のような目をしながらごっちゃんと一緒にぷよぷよ泣いていた。
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　その三年後、ごっちゃんの正体が判明した。

　なんとごっちゃんは温室効果ガスを吸い込んで酸素を吐き出す夢の生命体だったのだ。

　すぐに専門の研究機関が立ち上げられ、ごっちゃんの仕組みは隅から隅までまるっと解き明かされた。

　その研究機関によると、ごっちゃんはスイーツでなくとも、砂糖を与えれば増えるのだとか。また、ごっちゃんは一定量の温室効果ガスを吸い込むと満足して無害な空気になるので、増えすぎて困ることもないらしい。

　まさに現在の人類にとっての、救世主的生物であることのことだった。

　ついでに砂糖を与えなくても、鳴き声がなんか悲しそうになるだけでごっちゃんの体には一切の害が無いらしい。彼女の悩みとは一体何だったのか。

　研究機関が立ち上げられてから五年後には、各国からその有用性が認められた。さらにその二年後には世界的な政策によって、ごっちゃんの計画的増加実施に至ったのだった。

　計画的に増やされたごっちゃん達は、ぽよぽよ鳴きながら世界中の温室効果ガスを吸い込み、あっという間に地球の気温を下げた。

　彼女からごっちゃんを引きとった冴さえない科学者は、世界を救う生物の発見者としてノーベル平和賞とかノーベル生物学賞だとか、そんな感じの物もの凄すごい賞を山のように貰もらっていた。ついでにマカロンを毎日百個以上、千年間食べ続けてもまだ無くならない程の凄すさまじいお金も受け取っていた。

　ごっちゃんは人類を救った生き物として、世界中から称賛の声に包まれていた。

　真っ白のふわふわ救世主の正式名称は「Ｇｏｄ」に決まった。

　その愛くるしい姿も相まって、世界中の人々からその名の通り神のごとく愛された。

　一部の若い人たちはその救世主を、親しみを込めてＧｏｄちゃんと呼んでいた。次第にその呼び名は言いやすいように「Ｇｏｄちゃん」から「ごっちゃん」に変わっていった。

　それは奇くしくも、彼女が付けた名前と全く同じものだった。



　世間知らずのマカロン大好き少女はそんなことなんてつゆ知らず、今日も幸せそうに太平洋を漂っているのだった。
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　西暦２４５６年。異常発生したセミの声がみんみん辺りに響いている、そんな夏の日のことだった。その日宇宙からの知的生命体が初めて地球にやってきた。



　太陽系の遥はるか外からわざわざやってきたそいつは、人間とは全く異なる思考回路を持った生命体だった。

　このお話の中では、仮にその生命体をぱらぽろぷるん君と名付けることにしよう。

　ぱらぽろぷるん君の最大の特徴として、異常な攻撃性が挙げられる。

　ぱらぽろぷるん君は、人間が朝ごはんを食べるような感覚で破壊と殺人を繰り返した。

　ぱらぽろぷるん君は地球に降り立ったその日、すぐに長野県の人間を全すべて砂粒みたいにばらばらにしてしまった。

　でも、そんなことぱらぽろぷるん君の恐るべき性質の一つにすぎなかった。

　ぱらぽろぷるん君のもう一つの特徴として、精神リンクが挙げられる。

　ぱらぽろぷるん君は地球に降り立つと同時に、分裂して自分のクローンを作り出した。

　その個体達は遠く離れたところにいても、誰だれがどんな攻撃を受けたとか、誰がどんな食べ物を食べたとかを瞬時に把握してしまうという性質を持っていた。

　ぱらぽろぷるん君は頭も良かったので、精神リンクも相まって、人類が行った撃退攻撃も全て瞬時に理解してすぐに対策方法を考えだしてしまった。

　パトリオットミサイルも、レーザー兵器も、原子爆弾も、水素爆弾も、ぱらぽろぷるん君にとっては大した脅威ではなかった。そんなもの、ぱらぽろぷるん君にとっては魚の骨みたいなものだったのだ。

　七十六個の瞳ひとみをぎょろっとさせながら、三千五百四個の心臓を躍動させながら、三億の吸盤のついた三千個の長い腕を器用に使って、ぱらぽろぷるん君達は殺さつ戮りくの限りを尽くしたのだった。

　ぱらぽろぷるん君はたった百体に増えただけだったけど、それでも人類を滅ぼすのには十分すぎる数だった。

　２４５６年に地球に降り立ったぱらぽろぷるん君は、三十年も経たたずに人類の半分を粉々にしてしまった。

　ヨーロッパは特に壊滅的で、ほとんどの人間が波だか粒子だかよくわからない物質にまで分解されていた。

　世界遺産のサグラダファミリアはシムシティ感覚でぶち壊され、アルプスの山々はまっ平らに整地された。ライン河はぱらぽろぷるん君の水浴びによって得体のしれない液体の入り混じった赤紫色に染まり、ストーンヘンジの岩々は大気圏外までぶん投げられて宇宙のデブリと化した。

　人類はぱらぽろぷるん君に対抗しようと生物兵器を開発して頑張っていたけど、基本的に徒労に終わっていた。

　どんな兵器を開発しても、ぱらぽろぷるんくんはものの三秒くらいで粉々に吹き飛ばしてしまったのだ。

　その中で唯一成果が出ていたのが、人間の女の子を生物兵器に変えるものだった。

　十五歳くらいの女の子の体内に存在する未現物質を利用したその兵器は、驚異的な性能を誇っていた。

　そんな人類最高の発明ですら、ぱらぽろぷるん君を滅ぼすことは叶かなわなかった。

　西暦２５００年のめでたいハンドレットイヤーが訪れるころには、世界の人口は二億を下回っていた。

　人類が滅びるのはもう、誰だれの目にも明らかだった。

　そんな中、暇を持て余した彼女は呑のん気きに深海の探索を楽しんでいたのだ。

　不老不死を極めた彼女は深海にすら生存できるようになっていたのだ。
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　彼女が五十年ぶりに海から出てみると、地上の様子はすっかり変わっていた。

　彼女のお気に入りだったスイーツショップは跡形もなく消し飛んでいて、道路なんかは基本的に穴ぼこだらけだった。

　彼女はびっくりして言葉も出なくて、取とり敢あえずぼこぼこのコンクリートの上でくるくるでんぐり返しをしてみた。くるんと一回転して、そのまま前方にあった穴ぼこに落ちる。

　彼女は穴の端にこつんと頭を打った。

「痛い」

　小さく呟つぶやく。

「夢じゃないなぁ」

　この光景が現実であることを理解する。

　彼女は何でこんなことになってしまったか、理由を知るために歩きまわることにした。

　彼女は日本中を歩き回ったけど、どこも同じくらい荒廃していた。

　東京スカイツリーはぺしゃんこに潰つぶれていたし、札さつ幌ぽろドームは逆さまになって転がっていた。金のしゃちほこはすり潰されて海にばら撒まかれていたし、琵び琶わ湖こは干上がって砂漠みたいになっていた。

　人々の顔には生気がなくて、生きているのに死んでいるみたいに無表情だった。

　彼女が沖縄にたどり着いた時、首里城の上で女の子と変な生物がすごい速さでぶつかり合っていた。

　彼女はそれがぱらぽろぷるん君だということは知らなかったけど、なんとなく地球の生き物じゃないことは分かった。

　明らかにその女の子は押されていて、何回も致命傷を受けぼろぼろになっていた。三十分くらい戦ったのち、ぱらぽろぷるん君と女の子はまばゆい光を撒まき散ちらしながら北西の空に消えていった。

　そんな光景を目の当たりにした彼女は「なんだか物騒な世の中になったもんだなぁ」と、あくびをしながら呟いた。

　正直マカロンさえ食べられれば、人類が滅亡しようが彼女にとっては結構どうでもよかったのだ。



　しかし、物事はそうそう彼女がどうでもいい方向だけに運ばなかったのだ。

　海中を散策していた時には我慢していたけど、せっかく地上に出たのだから久しぶりにスイーツを食べつくそう。そう思っていた彼女だけど、日本中どこに行ってもスイーツショップは存在しなかった。

　ぱらぽろぷるん君が世界を破壊し尽くした結果、なんとスイーツの製造ラインは完全に崩壊していたのだ。

　今やマカロンを作っている暇があれば生物兵器や核兵器を作らなくてはならない御ご時じ世せいだ。そんな世の中にスイーツショップが存在するはずもなかった。

　彼女は全国各地を回ったけど、甘い物を売っている店は結局一軒も見つけられなかった。

　彼女はもう二度とマカロンを食べられないのかと思うと、本当に悲しくなってわんわん泣いてしまった。鼻水をたらしながらの号泣である。

　おじさんが死んだ時もちょっと泣いただけだったのに。

「うわー。いやだー。食べさせろー。マカロン食べさせろー！」

　彼女は駄だ々だっ子このように誰だれもいない道路でころころ転がりながら泣き叫び続けた。地面は彼女の涙で濡ぬれ、夜には遠くまで彼女の泣き声が響き渡った。

　泣き続けて三日目。虚むなしくなって、彼女はとうとう泣くのをやめた。

　パステルピンクの髪の毛は砂じや利りと砂にまみれていて、顔は涙と鼻水でぐっしょりだった。

　彼女はここ数世紀で最大の悲しみに包まれていた。

「マカロン……。マカロン……」

　彼女はうわ言のようにそんなことを呟つぶやきながら、滅び行く世界を亡霊のようにさまよっていた。世が世なら警察に捕まってもおかしくないくらいの不審者っぷりである。

　しかし、人生悲しいことばかりは続かないものだ。そんな彼女に幸運が舞い降りた。



「お譲ちゃん、こっちおいで」

　彼女が崩壊した東京の町を歩いていると、不意に声をかけられる。

　そこにはエプロンをしたおじさんが立っていた。

「なぁに。私は今マカロン食べられなくてすごい悲しいの。放ほうっておいて」

「ちょっとこっちにおいで」

「もう、なんなのさ。って、うわー！」

　おじさんの手には、まんまるでカラフルな、来る日も来る日も恋焦がれたマカロンが握られていた。

　彼女は夢にまで見たマカロンによだれを垂らしながら、興奮してまくし立てる。

「うわー！　すごいよー！　マカロンだよー！　夢じゃないよね！　夢かな！　夢じゃないといいな！」

　そう叫びながら彼女は自分の頭をぽんぽん叩たたいた。

「痛い！　夢じゃない！　わー！」

　彼女はあまりの嬉うれしさに感激して泣きだしてしまった。

「お、お譲ちゃん大丈夫か……」

　彼女の過剰な反応にちょっと引いてしまったのか、エプロンをつけたおじさんは苦笑いしながら問いかけた。

「大丈夫だよ！　それより、どうしたのそれ」

　彼女は涙を拭ぬぐい、ニコニコしながらそんなことを聞く。よほど嬉しかったのだろう。

　幸せそうに微笑ほほえむ彼女の問いに、エプロンおじさんは静かに答える。

「闇やみ市いちってやつだよ。今はこんな御ご時じ世せいだからな。俺おれの店も十年前にあいつらにぶち壊されちまった」

　そう言って、苦々しい顔でエプロンおじさんは瓦が礫れきの山を眺める。

　彼女には知る余地もないけれども、そこはぱらぽろぷるん君が壊した店の跡地だった。

「まぁでも、俺はマカロンを作るのが好きだからな。いつかこの世界が平和になったらまた店を再開させるつもりよ。だから腕が鈍にぶらねぇよう、毎日マカロンを作って売ってんの。お譲ちゃんは可愛かわいいからタダでいいぜ」

「やったー！　ありがとう！」

「おう！　いつか世界が平和になって俺が店を再開したら食べに来てくれよ！」

「わかった。早く平和になるといいね！」

　エプロンおじさんは彼女にマカロンを十個渡すと、彼女は嬉しそうにぴょんぴょん飛び跳ねた。

　その姿を見て、エプロンおじさんは満足気に笑った。
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「それじゃあまた来るねー」

「おう、じゃあな！」

　彼女はエプロンおじさんと別れると、渋谷だった土地を駆けていった。

　片手にはマカロンの入った紙袋。

　はやる気持ちを抑え、一番眺めがいい所で食べようと心に誓い東京を駆け抜ける。

　そんな時、彼女の目の前に突如異形の生命体が現れた。

　七十六の瞳ひとみに、三千本の腕。ぬめぬめすべすべした赤紫色の皮膚に、むき出しになった心臓と三億の吸盤。

　それはぱらぽろぷるん君に他ならなかった。

「あ、おまえは」

　彼女がそう叫んだ刹せつ那な、ぱらぽろぷるん君は目にも留とまらぬ速さで彼女めがけて腕を伸ばした。三千本の腕のうちの一本が彼女に触れると、彼女の体はゴムマリのように軽々と吹き飛んでいった。

　通常の人間ならこの段階で粉こな微み塵じんに吹き飛んでいたものの、彼女は不老不死だったので何とか生き延びた。

　だけど、彼女が手に持っていたマカロンは地面に落ちて泥まみれになってしまった。

「いたいなぁ。あー！」

　彼女の視界にボロボロの紙袋と、地面に転がったマカロンが入る。

　ぐしゃぐしゃになったマカロンを見て、彼女は今までにない気持ちに駆られた。

　いつも適当に生きていた彼女だけど、この時ばかりは顔が真まっ赤かになるくらい怒ったのだった。

「おまえー！　これはなー！　おじさんが一生懸命作ったマカロンなんだぞ！　貴重なものなんだぞ！　食べられなかった私に謝れ！　あやまれー！」

「……　　……………　　　　　　　………！」

　彼女はそう叫んだけど、ぱらぽろぷるん君には地球の言葉なんて分かるはずもなかった。

　ぱらぽろぷるん君は音とも衝撃とも取れる変な声を発し、もう一度腕を振り上げる。さっきと同じように彼女は吹き飛ばされた。

　再度地面に叩たたきつけられ、彼女のお尻はマカロンを数個すりつぶした。

「…！　　………　？　　……　　　…！…」

「痛いよー！　もうばかー！」

　そう叫びながら、彼女は地面に落ちていたマカロンをぱらぽろぷるん君に投げつける。

　そのマカロンは奇跡的なことに、ぱらぽろぷるん君のたった一つしか無い口の中に入ったのだった。

「・　・・・・・・・　・・・　・・　・　・・…　……・　・　・・・・・！」

　途端にぱらぽろぷるん君の赤紫色だった顔色が黄緑色に変わる。

　ぱらぽろぷるん君は急に動きを止め、小刻みに震えたか思うと、異音を発しながら西の空へ飛び去っていってしまった。

「まてー！　マカロン返せー！」

　彼女の言葉は虚むなしく空に響き渡るだけだった。
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　その数日後、ぱらぽろぷるん君達はきれいさっぱり滅び去った。



　ぱらぽろぷるん君たちにとってのマカロンは、人間で言う麻薬みたいに、強烈な幻覚作用をもたらす恐ろしい食べ物だったのだ。

　ぱらぽろぷるん君はマカロンを食べて錯乱し、その幻覚症状は精神リンクを通じてぱらぽろぷるん君全体に広がっていった。

　正気を失ったぱらぽろぷるん君達は次々と互いに殺し合いを始め、みるみるうちにその数を減らしていった。

　一週間も経たたないうちにほぼ全すべてのぱらぽろぷるん君が死に絶えて、最終的に一匹だけが残った。

　最後に残ったぱらぽろぷるん君もすぐに生物兵器の女の子に仕留められた。

　そんな感じであっさりと、世界に平和が取り戻されたのだ。ばんざーい。



「……　…　　…　………　　　………」



　最後に残ったぱらぽろぷるん君は、殺される直前に人間にはわからない言語で何かを言い残した。

　ぱらぽろぷるん君対策チームの人達は彼らの言語を少しだけ理解していたので、最後の仕事として仇きゆう敵てきが死に際に残した言葉を解読した。



「僕は女神を見た」



　ぱらぽろぷるん君たちが最後に残したその言葉は、麻薬中毒者特有の幻覚症状からくる妄言だった。

　だけどもちろん世界中の人達はそんなことなんか知らないわけで、女神様が地球を救ってくれたのだと考えたのだった。

　半世紀も苦しめられ続けた侵略者がある日突然滅び去ってしまったのだ。そう考えるのも仕方ないだろう。

　そんなわけで「Ｖｅｎｕｓ教」という、人類を救った女神を崇拝する宗教が世界中でムーブメントを巻き起こしたのだった。

　信者の数はものすごい勢いで増え続け、半世紀も経たないうちに人類の九割五分がＶｅｎｕｓ教の信者になっていた。

　当の本人であるマカロン大好きメルヘン女神は自分がいつの間にか神になっているなんて思いもせず、ぶらぶら世界中のスイーツを食べ尽くす旅に出ていたのだった。



　今日も彼女はこの世界のどこかで、幸せそうにマカロンを頬ほお張ばっているのだろう。
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　地球の様々な問題が解決されて、世界は長い平和に包まれた。

　ぱらぽろぷるん君達によって絶滅寸前だった人類も、今ではもう百億にまで増えていた。

　平和になった世界でやることが無くなった人類は、暇つぶしに分からないことをどんどん解明し始めた。

　手始めに人間の全すべてを。

　続いて深海を。

　地球上の生物や、地球の歴史。

　ロストテクノロジーから、一番おいしいカレーの作り方まで。

　片っ端から、ぜんぶ。

　彼女が二百年かけて世界中を回っている間に、この地球上では分からないことはほとんど無くなっていた。

　地球の誕生も、生命の神秘も、深海の謎なぞだってぜんぶ解明されてしまったのだ。

　既知に飽きた賢い人達は続いて地球の外のことを解明しようとした。世界中の科学者は未知の世界にロマンを求め、こぞって宇宙の研究を始めた。

　宇宙開発ブームの到来である。

　遥はるか昔、小さな子供達が皆プロ野球選手に憧あこがれたように、今では皆が宇宙研究者に憧れたのだった。

　手始めに人類は火星のテラフォーミング計画に取り組んだ。

　反物質レーザーで火星の大気を強引に温めた後に、砂糖とごっちゃんと植物を山のように送り込んだ。

　２７００年から始まったこの計画だったけど、数十年で火星は人が住めるくらい整った環境になっていた。現在火星ではごっちゃん達がのんきにふよふよ鳴いている。

　この火星テラフォーミング計画を皮切りに、爆発的に宇宙開発が進展していった。



　人類が宇宙開発に勤いそしんでいる中、彼女は公園でドッジボールをしている少年と仲良くなっていた。

　その眼鏡をかけた少年は体が弱かった。

　二十八世紀では体が弱い人間はこれでもかというほど見下されるため、少年は他の子供達に馬鹿にされていた。

　その日もドッジボールとは名ばかりの、少年いじめが繰り広げられていた。

　そんな時、彼女が偶然その場を通りかかったのである。

　彼女はなんとなく久々にドッジボールやりたいなぁと思い、少年達に混ぜてもらうことにしたのだ。

　いじめっ子達は鮮やかなパステルピンクの髪をふわふわさせている可愛かわいい女の子が急に話しかけてきたので、どぎまぎしながらそれを了承した。

　そして、少年にとって転機となるドッジボールが始まったのだ。

　彼女は不老不死の強きよう靭じんな肉体を持っていたので、いじめっ子、いじめられっ子関係なくボールをぶち当て続けたのだ。

　その姿はまさに鬼神のようだった。

　ほわほわした笑顔で信じられない豪速球を投げつける彼女を見て、中には泣きだし、失禁してしまう男の子もいた。

　一ゲーム終わる頃には、いじめっ子達は散り散りになって逃げ去ってしまった。

「なんだよー。もう少しやろうよー」

　そう言ってぶーたれる彼女に、少年はとてつもない憧あこがれを抱いたのだ。

　まるでヒーローみたいだなんて、そんなことを思ったのだ。

「すみません！　お話よろしいでしょうか！」

「んー？」

「いきなりで申し訳ないのですが、僕を弟で子しにして下さい！　お願いします！」

「弟子？」

「はい、そうです！　師匠と呼んでいいでしょうか！」

　彼女は長いこと生きてきたけど、弟子になりたいと言われるのは初めてだった。彼女は内心うきうきしながら、それを悟られまいと精一杯威厳のある声で「いいよー」と答える。

　その日以降、少年は彼女を師匠と呼んで慕ったのだった。

「弟子としてやって行きたいのなら毎月スイーツをたくさん買って来なさい！」

　それから彼女はそう言って、少年に毎月何個もマカロンを貢がせた。

　少年は喜んで彼女の提案を受け、なけなしの小遣いをはたいて月初めに山のようにスイーツを買っていった。

「師匠！　今日はマカロン持って来ました！」

「でかしたぞ！　お礼に砂あげる」

「ありがとうございます師匠！　こんなにも素晴らしいものを貰もらえるなんて僕は最高に幸せ者です！」

　弟で子しってチョロいなーと、その時彼女は心より思った。

　毎月寝ていても入ってくるマカロンを食べながら、次はどんなスイーツを貢がせようか思いを巡らせるのだった。

　悪女である。七百五十歳の愛され悪女である。

「師匠！　どうすればそんなにドッジボール強くなるのですか！」

　少年は度々そんなことを彼女に問いかけた。

　その度に彼女は、のほほんと強さの秘ひ訣けつを教えるのだった。

「そうだねー、泳ぐといいよ！」

「なるほど！　泳ぐことにより後背筋が鍛えられ、それがあの鬼神のような投とう擲てき力りよくに繋つながったのですね！　すごく参考になります！　師匠すごい！　それじゃあ僕も毎日泳げば大丈夫ですよね！」

「そうだねー。毎日二十一時間、それを二百年くらい続ければ私くらい強くなるよ」

「さすが師匠！　すごい！　僕も頑張ります！」

「がんばれー」

「はい！　今回も素晴らしい助言誠にありがとうございました！」

「いいよー。それより来週マカロン忘れないでね」

「はい！　了解しました！」

　基本的に少年はアホだったので、こんな感じでますます彼女を慕うようになっていった。彼女は何かを教えてあげる度に、スイーツを要求したのである。

　こんな少年だったけど、幸いにも勉強はできたので、小さい頃からの夢だった宇宙関連の仕事に就いたのだった。

　彼女がスイーツを貢いでもらっている間にも、人類は着々と宇宙開発を進めていった。

　火星にはもう何千万人も移住していたし、太陽系内の調査はほとんど終わっていた。

　人類はとうとう太陽系の外に進出し始めた。
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「師匠はどうして老けないんですか？」

　宇宙の調査も半ばを迎えようとしていたある日、少年は彼女にそんなことを問いかけた。

　彼女はふふんと得意げに、少年の問いに答える。

「むかし不老不死になったんだよー。すごいでしょ！」

「すごいです！　さすが師匠です！」

「でしょー。もっと褒めたまえ」

　出会ってから数十年たっても少年は相変わらずだった。

　ここ数十年で、スイーツを貢がれなかった月はない。少年が持ってくるスイーツも年々高級で美お味いしいものになっていた。

　なんと少年は今では宇宙開発の世界的権威になっていたのだ。

　お金は沢山あったので、彼女を思って最高に美味しいスイーツを用意していたのだった。

　それでも彼女はどれを食べてもニコニコ「おいしー」とため息を漏らすだけだった。彼女に細かい味の違いなんて分かるはずもなかったのだ。



　少年は彼女と話をする時、いつも幸せそうに笑っていた。

　もう少年のほうがずっと見た目は年上だったけど、彼女はそんな少年に対して上から目線で、いつも偉そうにしていた。

　傍はたから見たらおかしな関係だったけど、二人にとってはとても自然で、とても楽しいものだった。

　彼女にとって、いつまでたっても少年は少年で、いつまでたっても弟で子しだったのだ。

　だから少年の髪の毛に白髪を見つけた時は、ほんの少しだけ寂しくなった。

　それでも彼女は何も言わなかった。

　それが彼女にとっての、精一杯の強がりだった。



　それからまた時が流れ、少年の髪の毛が真っ白になる頃には宇宙の調査も終わりを迎えていた。

　この宇宙ではもう、分からないことはすっかり無くなっていた。

　宇宙研究者達は続いて、宇宙の外のことに関心を向け始めたのだった。

　宇宙の調査があらかた終わると、人類は最新のワープ装置を搭載した宇宙船『ホワイトホリー号』を開発した。

　未知を全すべて解き明かすために作られたこの宇宙船は、人類の希望そのものだった。

　人力での操作が必要なこの宇宙船だったけど、ワープを用いた航海は既に成功していた。残すところは宇宙の外側までの旅だけだった。

　彼女が八百歳の誕生日を迎えるその日に、ホワイトホリー号は何千もの研究者を乗せて、宇宙の外側に向けて飛び立った。

　その中には、少年の姿もあった。

　ホワイトホリー号開発の最高責任者だった少年は、開発だけではなく調査にも同行することになっていた。

「えー。毎月マカロンは届けてよー」

　宇宙の外側に向かうと少年が伝えると、彼女は文句を言っていた。

　彼女は今でも少年から貢がれる高級スイーツを毎日の楽しみにしていたのだ。

　ワープを使っても、長くて十年もかかるこの旅の最中には、流石さすがの少年もスイーツを届けることはできない。スイーツ大好きメルヘン少女からしたら、それだけは耐えられないことだったのだ。

「師匠！　帰ってきた時に宇宙の外側のスイーツとか持ってくるので許してください！　頑張ってきますので！」

　そう言って、少年はぶーぶー文句を言う彼女をなだめた。

「うーん。仕方ないなぁ」

「帰ってきたら最高級のスイーツを十年分渡しますので！」

「ほんと!?　やったー！」

　彼女はちょっとがっかりしたけど、未知のスイーツ十年分を思うとまぁいいかなぁと思ったのだ。

「なにか困ったことがあったらここに頼って下さい」

　少年は別れ際、彼女に一通の連絡先を渡した。

「これなにー？」

「最近僕が作った会社です。師匠みたいな人を育成出来ればなぁと思って作ったんです！　師匠の考えを世界に広げていけたらと思っています」

「なるほどー」

　連絡先には『ヒーロー株式会社』と書かれていた。

　少年にとって、どんなに歳としを取っても彼女はいつまでも自分をいじめっ子から助けてくれたヒーローで、最高に格かつ好こいい師匠だったのだ。

「それじゃあ頑張ってきます！」

「無理しないで死ぬほど頑張ってきてね」

　彼女はそう言って、元気よく少年を見送った。

　少年は最後まで幸せそうに笑っていた。
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　少年達が地球を出発してから一年が経たった。

　一年かけてようやくホワイトホリー号は人類が知っている領域を飛び出して、とうとう宇宙の外側まで到達しようとしていた。

　人類が未知なる世界に胸を躍らせているさなか、ホワイトホリー号から一通のメッセージが届いた。



『私達は幸福を発見した』



　そのメッセージとともに、ホワイトホリー号からの通信は途絶えた。

　世界中の人達はびっくりして後続の派遣隊を送ったけど、どれだけ待っても誰だれも帰ってこなかった。

　好奇心に勝てない世界中の研究者達はみな宇宙の外側に向かって飛び立ち、二度と地球に戻ってくることはなかった。

　宇宙の外側に何があったのかなんて、誰もわからない。

　本当に幸福があったのかなんて、誰も知らない。

　でもきっと、もう少年は戻ってこないのだろう。

　彼女はずっと待っていたけど、とうとう十年たっても少年は帰ってこなかった。

　少年のいない公園は前と同じなのに、なんだか妙に広く感じた。

　一緒に遊んだ公園の色が消えてしまったような気がしたのだ。

　彼女は灰色の空を見上げて目を瞑つぶる。



　宇宙の外でも、少年は幸せに暮らしているだろうか。



　そんなのマカロン大好きなだけの不老不死の少女には分からない。

　それでもたったひとりの愛まな弟で子しが宇宙の外側で幸せに暮らしていたらいいなぁなんて。

　そんならしくないことを、思ったり、願ったり。
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　西暦２８２８年。地球に数あま多たの巨大隕いん石せきが降り注いだ。

　地球を覆っていた分厚い雲が観測を阻害したとか。

　ありえない数の隕石がありえない軌道で地球に向かっていただとか。

　千年に一度の太陽の活動周期がありえない確率で今回の件と重なったとか。

　そのせいで迎撃兵器が使用できなかっただとか。

　数十年前起こった有能な科学者の損失のせいで、隕石の衝突に対応できる人員がありえないくらい不足していただとか。

　もうありえなすぎて笑うことしかできなかっただとか。

　世界が滅びたのは、そんな理由。

　終末の瞬間、どこかの国の狂った大統領が核兵器の発射スイッチを十六連打した。

　放たれた核兵器は隕いん石せきと共に世界中に降り注いでいった。

　最後の夜に、目も眩くらむような光が世界を包み込み、きらきらと夜空を照らした。

　その光景は、世界が終わってしまうとは思えないほど幻想的なものだった。



　そんなこんなで、文明はあっさりと滅び去ってしまった。

　一瞬で人類の半数が死に絶え、残った人間たちも崩壊した世界で途方に暮れていた。

　無政府状態、放射能まみれ。培われた科学技術は一瞬で灰かい燼じんに帰した。

　隕石からは未知のウイルスが流れだし、何億もの人間がなすすべもなく死に絶えた。

　果ては、衝突の際に舞い上がった砂さ塵じんが大気圏を覆い、超氷河期が訪れた。

　美しかった地球は、あっという間に死の惑星に様変わり。

　もう太陽の光は届かない。

　青々とした地球はどこにもない。

　世界はすっかり灰色になってしまった。

　その後、百年かけて人類は急速に衰退していった。

　全盛期には三百七十億の人類がひしめき合っていた地球には、もうほとんど人間はいない。動植物もほとんど絶滅してしまった。

　未知のウイルスのせいで、地球の外に移り住んだ人類も地球を完全に諦あきらめていた。



　そんな世界で彼女は生き続けた。

　光のない世界で。

　凍えるような世界で。

　誰だれもいない世界で。

　死にまみれた世界で。

　千年後で待っているみーこに会うために、彼女は生き続けたのだ。



　みーこに会って大事な話を聞かなくちゃ。

「頑張ろう。もう少し」

　そう言葉を吐くと、彼女の口から血が出た。

　彼女の体に異変が起こるなんて、約千年ぶりの事だった

　もちろん彼女が知る余地はなかったけど、新種のウイルスは彼女の遺伝子をぼろぼろに壊していた。

　今ではもう、彼女はどこにでもいる普通のマカロン大好きメルヘン少女になっていた。
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　灰色の世界。

　音も光もない世界。

　ぐちゃぐちゃになった世界。

　そろそろ帰りたいな。

　どこか、私の知らない場所へ。

　みんながいる場所へ。

　もう疲れちゃった。

　世界の移り変わりとか、いろんな人との別れとか。

　もう全部疲れちゃったよ。

　もうきっと、私はいっぱい生きたよ。

　実験場では友だちもたくさんできたし、おじさんに毎日マカロンをもらった。

　献血にも山のように行ったし、世界中を歩き回った。

　バカンスも楽しんだし、いっぱい泳いだ。

　ぷよぷよ鳴くごっちゃんを拾って、押し付けて。

　深海を旅して、変な宇宙人にマカロンを台無しにされて、初めて弟で子しができて。



　それで、世界が滅びて。



　懐かしいなぁ。懐かしい。

　十分だよ。お腹なかいっぱい。もうスイーツも食べられないよ。

　でも、それでも一つだけ願いが叶かなうなら、最後に会いたいなぁ。



　会いたいよ、みーこ。
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　いつの間にかもう地球には彼女しかいなくなっていた。

　みんな、みーんな滅びてしまった。

　彼女の腕は、もうほとんど動かない。

　目も殆ほとんど見えないし、足に力も入らない。

　それでも、灰色に染まった世界でずっと生き続けていたのだ。

　それも、もうすぐ終わる。

　マカロン大好きなメルヘン少女にだって、もう最期の時が近いことは分かった。



　終わる世界に、ぱちぱちと光が飛び散った。

　真っ黒い雲に覆われている灰色の世界に、何十年ぶりの明るい光。

「こんなのが見えるなんて、もうそろそろかな」

　彼女は誰だれも居ない世界でそんなことを呟つぶやいた。

　不意に、どこからか声が聞こえる。

　それはもしかしたら幻聴なのかもしれない。

　でも、彼女には何となく分かったのだ。

　それはどこかで聞いたことのある声だってことが。

　彼女はもう、何も見えなかったけど、全部分かったのだ。



「久しぶり」



　懐かしい声。

　ずっと、ずっと待ってた。千年待ってた。



「うん。久し振りだね」



　そう言って、彼女は幸せそうに笑った。



　最後に生き残った人類が、最期に何を思ったか。

　その時どんなお話をしたのか。

　その時泣いたのか。

　その時笑ったのか。

　その時悲しんだのか。

　その時喜んだのか。

　その時怒ったのか。

　そんなこと誰も知らない。

　それは二人だけの秘密だった。

　でも、これだけは確かに言える。

　マカロンもスイーツもない地球最後の日、人類は幸せに滅びたのだった。



　これはそんなマカロン大好きな女の子の、へんてこで、それでいて、





　幸せなお話。
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　西暦３０００年。

　とうとう火星に住む元人類は重い腰を上げ、地球に調査ロボットを送りつけた。

　もう滅びてしまった惑星だけど、どーにかして再興できたらいいなぁなんて適当なことを考えたのだ。

　厚い砂さ塵じんが覆っていたので火星から観測はできなかった地球の映像を、ロボットは映し出した。

　誰だれもいない世界。

　真っ白で、滅びた世界。

　ぼろぼろで、ぐちゃぐちゃで、べこべこの世界。

　そんな世界をロボットは映し続けた。

　火星に住む人達は、最も早はや地球の再興は不可能と思っていた。

　地球はそれほどまでにめちゃくちゃになっていたのだ。

　そんな地球の姿を映し続けていたある日、ロボットは見つけた。

　手をつないで肩を寄せ合っている、最後の人類を。

　もう動かない二人は、とても嬉うれしそうで。



　とても幸せそうだった。



　それから数十年も先の話だけど、火星に住む人達は未知のウイルスの抗体を作り出す。

　その抗体が作られたのは、ウイルスに感染した彼女の発見がきっかけだった。

　それが契機となって地球の逆テラフォーミング計画は進んでいく。

　彼女のお陰で地球は将来真っ青な姿を取り戻すのだ。

　でもそんなの、今ここで幸せそうに手を握っているマカロン大好きメルヘン少女にとってはどうでもいいことなのだ。



　繋つないだその手のぬくもりだけが、彼女が千年前からずっと求めていたものだったのだ。





















　求めてもいない手のぬくもりを感じて彼は目を開けた。

　真っ白な天井に反射した光が目に入り、彼は思わずもう一度目を瞑つぶる。見知らぬ天井だ。

　彼が目を覚ましたのは、ちょうど三十代半ばの看護師さんが彼の手を握って点滴の針を刺さそうとしている時だった。

　目を覚ました彼を見て、看護師さんは少し驚いて医者を呼びに行った。ぱたぱたと慌てて走っていくその音が、なんだか違う世界の出来事みたいに感じられた。

　彼の視界には、依然現実味のない無機質な病室の風景が広がっていた。



「君は不治の病にかかったんだよ」



　彼が医者からその言葉を聞くのは、それから少し後のこと。







　彼は不治の病を宣告された。



　微み塵じんも上がらない偏差値に、なんとなく馴な染じめないクラス。

　友人もほとんどいない、どうしようもない高校生活。

　クラスのリーダーに目をつけられ、いじめを受ける日々。

　目減りする未来の可能性に、先の見えない人生。

　もう本当に面倒くさいなぁと思っていた矢先の事だった。

　だから彼は「まぁしょうがないか」なんてシニカルなことを呟つぶやくと、釘くぎバットを持って教室に入るのだった。





　彼女はコンクリートとお話ができる。



　そんなこと大学に通っているお姉ちゃんも知らないし、たぶん毎日女の子からドンペリを貢いでもらっている翼つばさくんも知らない。

　フラダンス教室の先生と浮気をしているお母さんも知らないし、蒸発して行方知らずのお父さんも知らない。

　アフリカで飢えに苦しむ孤児たちも、生きて世界の空気を吸うことのなかった彼女と翼くんの子供も、きっと知らない。

　でも「まぁしょうがないか」って、彼女はずっと思っていたのだ。



　これはそんな二人のお話。
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　不治の病を宣告された日、人は一体何をするのだろうか。

　絶望で生を諦あきらめる者、愛する人の元へ走る者。

　恐怖に狂ってしまう者や、欲望のままに余生を消費する者。

　色々なパターンがあるだろう。

　彼はといえば、ちょっと変わっていた。



「これでもう将来の事を考えなくて大丈夫かも！」



　うきうきしながら、彼はそんなどうしようもない考えに至ったのだ。

　そんなわけで、彼は終業式の日に釘くぎバットを持って学校に乗り込んだ。

　その勢いでクラスのリーダーのおしりを執しつ拗ようにぶっ叩たたいて、一目散に教室から駈かけ出だしたのだ。

　教室からは獣のような怒声が響いていたけど、彼には関係ない。

　なんたって彼は不治の病だ。夏休みが終わる頃にはもうこの世にいないのだ。

　だから自宅から二時間かかる高校にはもう行かないし、そうなると彼らに会うことなんて二度と無い。もう会わない人間の怒りや叫びなんて、他人が昨日見た夢よりもどうでもいいことだ。

　学校中に響き渡る人間の声を無視して、全速力で廊下を駆け抜ける。

　肌を切る風が気持ちよくて、彼は一瞬目を閉じた。

　真っ暗な視界には何も映らない。世界に誰だれもいなくなってしまったみたいだ。

　怖くなって目を開けると、まばゆい光が彼の瞳ひとみに飛び込んできた。

　彼はふと、もし自分が死んでしまったらあんな闇やみがずっと続くのかなぁなんて思った。

　それはもしかしたら、とても怖いことなのかもしれない。

　時間も空間もない永遠の暗黒。果たしてそれに耐えられるのだろうか。

　そんな考えも、後ろから響く怒声にかき消された。

　校舎から駈かけ出だして、街へ飛び出す。もう二度と通ることのない校門には目もくれない。彼は前だけを見て走り続けた。

　突き抜けるような青空はいつもより広くて、目の前には色鮮やかな世界がいっぱいに広がっていた。



　彼はもう自由だった。
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「ただいまー」

「おかえりー。早かったのね」

「うん。なんか終業式早く終わって」

「あらあら。それじゃあ部屋の片付けでもしてなさい。母さんこれから買い物行ってくるから」

「はーい。いってらっしゃい」

　彼はそんな嘘うそを吐ついて、お母さんが出て行くのを見送った。お母さんは、高校三年にもなった我が息子が釘くぎバットを持って人間のおしりを叩たたいてきたなんて夢にも思っていないだろう。世の中には知らないほうがいいこともある。

　彼は自分が不死の病にかかったことを誰だれにも言っていない。

　これもまた知らないほうがいいことだと彼は思っている。

　お母さんはきっと、彼が不治の病だと知ってしまったら悲しんでしまうだろう。そんな姿は見たくなかった。

　お母さんが家から十分離れたのを窓から確認すると、彼はバッグの中から教科書を取り出した。高校生の象徴である教科書。学年が上がるにつれて難しくなり、彼を苦しめてきた産物である。

　彼はそのうちの一冊をびりびりに引きちぎると、くるくる丸めてゴミ箱に投げ捨てた。

　さらにもう一冊はシュレッダーに入れてバラバラに、もう一冊は土に埋めて大地の養分に、もう一冊は火で炙あぶって地球温暖化の一要素にした。

　彼はそうやって、教科書をぜんぶ別の方法で処分したのだ。

　最後の教科書を紙飛行機にして空に飛ばし、すべてのしがらみから開放された彼は、庭で蟻ありの観かん察さつをするのだった。

　一列に並んで砂糖を運ぶ蟻を眺めているその時は、彼の高校生活で一番幸せな時間だった。



　その日から彼はなにもしないことを一生懸命頑張った。

　輪ゴムをびよんびよんさせたり、土を掘り返してすぐに埋め直したり、天井の染みの数を数えたり、ペットボトルに水を詰め込んでお風ふ呂ろに流したり。そんな意味のないことを必死に頑張った。

　最悪の高校生活を思えば、こんな日々は最高に楽しいものだった。

「もう別に死んでしまってもいいかな」

　彼はそんなことを思ったりもした。



　そんなある日、彼の元に同窓会へのお誘いメールが届いた。

　それは彼がいつも通り砂場の砂粒を数えている日のことだった。ほとんど鳴ることのない携帯電話の音に驚いて、彼は体をびくりとさせてしまった。

　彼は高校に友達はいなかったけれども、中学までは結構友達がいたのだ。近所に住んでいるそーちゃんが人気者だったので、その親友である彼にもまた友達が結構いたのだ。

　そんなわけで、地元に戻れば彼にも友達が残っている。

　今回の同窓会の件もまた、親友であるそーちゃんからのメールだった。

「あんた、暇なら同窓会にでも行ってきたら？」

　彼が行こうか行かまいか悩んでいると、彼のお母さんが口を出してきた。

「えー。どうしようかな」

「どうせ夏休みに入ってから何もしてなかったんだから、久しぶりにそーちゃんに会ってきなさいよ」

「何もしてないわけじゃないよ。今日だってペットボトルに石をつめ込んだりしてたよ」

「行ってきなさい」

「はい……」

　彼は同窓会に参加することになったのだ。

「そーちゃんと久しぶりに会えるのは楽しみだし、まぁいいか」と言い聞かせることで自分を納得させたのだった。



　しかし、神様はやっぱり彼には優しくなかった。

　人をあっさり不治の病にしてしまうくらい神様が辛しん辣らつで性格が悪かったことを、彼はすっかり失念していたのだ。

　そーちゃんは季節外れのインフルエンザにかかってしまい同窓会には来なかった。

　二番目に仲が良かったつーくんは旅行と同窓会が重なってしまい欠席。

　三番目に仲が良かったよーくんは引きこもりになって家から出られず。

　四番目に仲が良かったまーくんは野球観戦に行くと欠席。

　五番目に仲が良かったたっちゃんは交通事故で入院中。

　エトセトラ、エトセトラ。

　彼と仲の良い人はだれも同窓会に来なかったのだ。彼は一人ぽつんと同窓会会場で孤立していた。

　楽しそうな笑い声。弾む会話。そんなのとは無縁の彼は、隅っこのほうで唐揚げにレモンの汁をかけるお仕事に勤いそしんだ。

　楽しそうに会話をする人達を無視して、同窓会の会場に都合よく隕いん石せきが衝突しないかなぁなんて有りがちな妄想に浸るのだった。

「こんなことなら河原で形の良い石探してればよかったなぁ」

　ボソリとそんなことを呟つぶやいたところで誰だれも聞いていない。

　寂しさだけが積もるだけだった。

　退屈になってあたりをゆっくり見渡してみる。ほとんどの人が仲良しグループの輪の中に入って談笑している。「足首折れればいいのに」という素直な感想が彼の頭に浮かんだ。

　そんな中、彼と同じように隅っこで孤立している女の子がいた。

　前髪を切りそろえた栗くり色いろの髪の彼女は、退屈そうな顔で延々と唐揚げにレモン汁をかけ続けている。

　彼の記憶では、彼女はクラスであまり目立たないグループに所属していた。

















　伸ばした黒髪を毎日健けな気げに三つ編みにして学校に来ていた彼女と、小中の九年間で会話をしたことはほとんどなかった。

　そんな地味な女の子が髪の毛をすっかり栗くり色いろに染め、長かった長髪をバッサリ切ってまるで別の生き物みたいになっていたので、彼はそれがあの彼女だと気付くのにだいぶ時間がかかった。

　彼はなんとなく、彼女も自分と同じように仲の良い友達が誰だれも同窓会に来なかったのだと理解した。

　彼女が以前所属していたグループの人間は見渡しても誰もいなかったのだ。そう思うと途端に親近感が湧わいてきた。

　彼女は実につまらなそうに唐揚げにレモン汁をかけながら、時折ぼそぼそと店のコンクリートに向かって何か話しかけていた。

　周りの人たちはその異様な雰囲気からか誰も話しかけようとはしなかった。

　彼はというと、そんな彼女に負けるものかと目の前のエビフライにもレモン汁をかけ続けていた。



　もちろん彼も、誰からも話しかけられることはなかった。
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　一次会が終わると元同級生の方々はそれぞれ二次会の会場に向かっていった。

　彼女も彼も二次会に誘われる気配もなく、一次会の会場近くでぽつりと佇たたずんでいた。



「帰ろ」



　二人は同じタイミングでそんな独り言を呟つぶやいた。思わず彼女と目を合わせてしまったけど、なんだか気まずくなって彼は視線を逸そらした。

　彼女は訝いぶかしげな顔で彼を見つめる。すると、すぐに何かを思い出したような表情になった。「ああ、あの人か」とでも言いたいような目線で彼を見つめる。

　同窓会の会場で孤立していたのは男では彼一人だけだったので、結構目立っていたのだ。

「帰り道こっち？」

　きっと彼女も変な共感みたいなものを感じたのだろう。彼女はあろうことか彼に話しかけたのだ。

　彼女が声をかけてきた時、彼は体をびくりとさせてしまった。

　今日同窓会の会場では一回も言葉を発しなかったので、話しかけられた時どういった反応をすればいいのかすっかり忘れていたのだ。一呼吸間をおき、自分を落ち着かせて彼は答える。

「いや、こっちじゃないよ。こっちかもしれないけど」

　そんなよく分からない返答をした彼を見て、彼女はくすりと笑った。

　それはつまらなそうにずっとレモンを絞っていただけの彼女が今日はじめて見せた表情だった。

「えっと、君は名前なんて言うんだっけ」

　彼女は笑いながらそう問いかけた。ほとんど接点がなかった彼の名前を、彼女は全く覚えていなかったのだ。

「忘れちゃった。頑張って思い出してくれ」

　彼はそう適当に返す。すると彼女はうーんと考える仕草をして、彼の顔をしげしげと眺めた。香水の匂においが鼻をくすぐる。

　よく見てみると、彼女は随分と派手な化粧をしていた。普通の高校生がするようなものではない。

　うんうん唸うなっていた彼女は、少し考えると顔をぱぁっと輝かせて声を上げた。

「思い出した！　山やま田だ太た郎ろうくんだったっけ」

　彼はそんな四番キャッチャーみたいな名前はしていなかったけど、笑いながら「そうだよ。よく覚えてたねー」と答えた。

　彼はよく意味のない嘘うそをつく。

　本当はトマトが好きなのにトマトが嫌いだと言ったり、宿題を持ってきているのに忘れましたと言って反省文を書いたり、お腹なかが減っているのにお腹が一杯だと言ったり。

　彼はそんな意味のない嘘をつくのが好きだった。今回も何の意味もない、つかなくてもいい嘘をついた。

「君の名前は確か山田花はな子こさんだよね」

　本当は彼女の名前を知っていたけど、彼はなんとなく嘘の名前を言ってみた。そうやって人の名前を間違えるのも、彼のよくつく嘘の一つだ。

　間違えられた人達は決まって少し不機嫌になるものだ。でも、彼女はそんな彼の言葉を聞いて笑った。

「あはは。そうだよ。よく覚えてたね！」

　彼女はまったく怒る素振りも見せずに、笑顔で彼の頭をぽんぽん叩たたいた。本当は山田花子とか言う名前じゃないのに、そんなの関係ないとばかりの晴れ晴れしい笑顔だった。

　彼はそんなへんてこな今日最初の会話を少しだけ楽しんでいた。
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「山やま田だ太た郎ろうくんは最近なにしてるの？」

　彼は彼女と一緒に帰り道を歩いていた。

　帰り道は全くの逆方向だったけど、毎日蟻ありの巣を眺めるくらい暇な彼は彼女と同じ方向へ歩くことにしたのだ。

「最近は死と戦ってるかなぁ」

　彼は彼女の問い対して初めて本当のことを言ってみた。冗談だと思ったのだろうか、彼女はさっきと同じように「あははー」と笑っていた。

「夏休みだもんね。学校もないもんね」

「そうだよ。夏休みばんざい」

「そりゃ暇すぎて死と戦うよね」

「そうそう。やっぱり夏休みときたら死と戦わないと」

「だよねー」

　彼女はそう適当に相あい槌づちを打つと、楽しそうにくるくる回った。三回転くらいして、彼女はふらりとよろけながら彼の近くに戻ってくる。

「山田花はな子こさんはまだ学校？」

「私はね、なんと今学校行ってないの！」

「おお、すごいね。自由人だ」

「あはは。そうでしょ。すごいんだよー」

　彼女はそう言って自慢げに胸を張る。露出度の高い服から彼女の大きな胸が零こぼれ落おちそうになっていた。

「内緒なんだけどね。いま私、夜のお仕事してるの」

「おー。深夜のコンビニは変なお客さん多いから大変らしいよね」

「もー。違うよー」

　彼女の言わんとしていることは何となく分かっていたけど、彼はそれほど興味がなかったので彼女の話を適当に流していた。

「私モテモテなんだよ！　すごいでしょ！」

「すごいなぁ。憧あこがれちゃうよ」

「そんなこと思ってないでしょー」

「思ってる思ってる。昨日からずっと思ってたよ」

「それならよかった！」

　適当な会話だったけど、彼女はその間ずっと笑顔だった。その顔は同窓会でつまらなそうにレモン汁をかけている時のものとは大違いだった。



「今日来てよかったかも」

　彼女がそんなことを言い出したのは、帰り道も半ばを過ぎた頃だった。

「ホントはね、野球を観みに行けばよかったなぁってずっと後悔してたんだよ」

「野球？」

「うん。私、野球大好きなの」

　そう言って彼女は打席に立つ構えをした。そのまま両手をぶらぶらさせながらバットを振る真ま似ねをする。

「ほらほら、ノリさん！」

　驚くことに、彼女のスイングは構えからバット投げまで中なか村むら紀のり洋ひろそっくりだったのだ。

「似てるよ。すごい。本当に好きなんだね」

　彼は感心してそう返す。褒め言葉に喜んだのか、彼女は満面の笑みで頷うなずいた。

「うん、大好きだよ！」

　彼女の外見は随分変わってしまったけど、無邪気に笑うその顔に中学生の頃の面影が残っていた。



　その後も彼と彼女はいろんな話をした。

　彼女と仲が良かったみーちゃんが旅行先のパリで行方不明になったこと。

　彼の友達のまーくんは今野球を観に行っていること。

　彼が高校であまり友達ができなかったこと。

　彼女も高校であまり友達ができなくてやめてしまったこと。

　彼がクラスのリーダーのおしりを釘くぎバットでぶっ叩たたいたこと。

　彼女がやっている夜のお仕事のこと（すごくＨなことをしていた）。

　そして、彼女がコンクリートとお話ができること。



「コンクリートとお話ができるなんてすごいね」

　彼がそう褒めると、彼女は「えへへー」と笑いながら照れていた。

　高校を中退してから色々あって、なんか知らないけどいつの間にかコンクリートとお話ができるようになっていたのだとか。

　にわかには信じがたい話だったけど、彼は「まぁそんなこともあるかもなぁ」と思った。

　現に彼は不治の病にかかっている。不治の病になる人がいるなら、コンクリートとお話が出来る人の一人や二人いても別に不思議じゃない。そう考えたのだ。

「同窓会ではね、ずっとコンクリートとお話してたの。つまらないからずーっとお話してたんだよ。途中で抜けようかと思ったくらいだよ」

　彼女は中村紀洋のモノマネを終えると、すぐに三み浦うら大だい輔すけの真似を始める。

　片足に体重を乗せ、ちょっとふらふらしながらボールを投げるフリをした。

「僕以外にも面白くなさそうにしてる人がいて、こっちは安心したけどね」

　彼がそう返すと、「なんだそれー」と言いながら彼の背中をぽんと叩たたいた。



　交差点を抜けて住宅街の半ばに差し掛かった時、突然彼女の足が止まった。

「あ、着いた。家ここなの」

　そこには真っ白い壁の三階建でアパートがあった。新築で綺き麗れいな外観だったけど、どう見ても家族全員が暮らせるような大きさではない。

「一人暮らしをしてるの？」

　彼は何となく気になって彼女に問いかける。

「うーん。彼氏さんとふたり暮らししてるかな！」

　彼女は何ら隠すこと無くそう答えた。

「へー。なんか楽しそうだね」

「大変だよ。いつも二人でいると疲れちゃう。一人の時間がほしいよー」

「森とかに行けば一人になれるんじゃないかな」

　彼女は手のひらをポンと叩いて「なるほど」と漏らす。そんなリアクションする人、彼は初めて見た。

「それにしてもいいとこ住んでるね」

　彼が無難に褒めると、彼女は「でしょー。近くにバッティングセンターと肉屋と畳屋があるんだよ！　あと森も」なんて、よくわからない自慢をした。

「羨うらやましいなぁ」

「山やま田だ太た郎ろう君もこっちに引っ越してきたら？」

「僕は畳屋と肉屋とバッティングセンターにそれほど魅力を感じないからいいかな」

「えー、もったいないなぁ」

　そう言うと彼女は入口に向かって歩いて行く。アパートのオートロックボタンをぽちぽち押すと、カシャリと小気味いい音を立てて入口の扉が開いた。

「それじゃあまたねー！　三年後くらいにね！」

「うん、それじゃあ。また五年後くらいに遊ぼうね」

「おっけー」

　彼女は小学生みたいに大きく手を振った。

　そして、最後に一言。



「今日はわりと楽しかったよ！　ありがと！」



　入り口の階段を一段飛ばしで駆け上り、彼女はふわふわとアパートの中に消えていった。

　カンカンと階段を駆け上る音が止やむと、彼はゆっくり家に向かって歩き出した。
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　翌日から彼は日常に戻っていった。と言ってもひたすら公園で蟻ありの観かん察さつをする日常だったけれども。

　真まっ赤かな太陽に照りつけられる昼下がりの公園でひたすら地面を眺め続ける。

　来る日も来る日も公園で蟻の観察をしていた彼だが、十五日目にしてとうとう飽きが来たのだった。

　喉のどが渇いたので、公園に設置されているウォータークーラーの元へのそのそ歩いていく。カルキ臭い水も、喉が渇いた彼からしたら何よりも美お味いしいご馳ち走そうだった。

　そうして特にやることが無くなった彼は、公園のベンチに座ってぼーっと空を眺めるのだった。



「おっ。また会ったね！」



　声がする方を振り返ると、そこには彼が言うところの山やま田だ花はな子こさんが立っていた。彼女はふわふわ彼に近づいてくる。

「久し振りだね。五年ぶりくらいかな」

「一週間ぶりだよ。山田太た郎ろうくんは今何してるの？」

「今、暇を潰つぶすというお仕事が忙しいかな」

「おお、それは大変だね」

　その日、彼女はほとんどメイクをしていなかった。いちご柄の白いワンピースが光を眩まぶしく反射して、彼女が歩みを進める度にひらひら風で揺れた。よくいる高校生の私服みたいで、いかにも夜のお仕事をしているような前回の服装とはえらい違いだった。

　こちらのほうが彼からしたら見覚えがあった。

「山田花子さんは何やってるの。夜のお仕事のために寝てなくて大丈夫なの？」

　彼は近寄ってきた彼女に問いかける。彼女はバツの悪そうな顔で答えた。

「うーんとね。なんか夜のお仕事クビになっちゃった、みたいな感じかなー」

「へーえ。何やっちゃったの」

「サービス精神旺おう盛せいな私はちょっとサービスし過ぎちゃったのですよ」

「なるほどー。よくわからないけど、それでクビになるなんて世せ知ち辛がらい世の中だね」

「ほんとだよ。もー！」

　そう言って彼女はぷんすか怒るふりをした。彼はそんな彼女をぼーっと眺めながら、今日はどうやって暇をつぶそうか夢想するのだった。

「話聞いてる？」

「うわっ」

　適当に話を聞き流していると、彼女が彼の顔を覗のぞきこんできた。二重の大きな瞳ひとみが彼の視界に突然映り込む。

　急に視界に入ってきた彼女に驚いて、彼は少し声を漏らしてしまった。のけぞった体を戻し、なんとも無い体で答える。

「うーん。三分くらい前までは聞いてたかな」

「もー。私の苦労話聞いてよ。何考えてたの」

「これからどうやって暇を潰つぶそうか考えてたよ」

「それなら仕方ないなぁ」

　そのまま彼女はとてとて公園の隅まで走っていった。公園の端っこにある鉄棒までたどり着くと、彼女は棒に捕まりくるりと逆上がりをする。黒い下着がいちご柄のワンピースの下から見えたけど、彼は何となく目をそらした。

「私も暇になっちゃった。どうせ考えてるなら、私が暇を潰せる方法もついでに考えておいてね」

「分かったー」

　そう言って、彼はまた空を眺める。その時彼はぼんやりと昔のことを思い出していた。

「小学校の頃、確かこのへんでそーちゃんと遊んだなぁ」

　そんな遥はるか昔の思い出に浸る。

　小学生だった彼らは、夏休みは毎日公園で鬼ごっこや缶かん蹴けりをして遊んでいた。

　それでも、時間が経たつとやっぱり飽きてしまい、今みたいに二人でぼーっと別々のことをしながら何か楽しい遊びは無いかと模索したものだった。

「あの頃なにやってたかな」

　そう言葉を漏らすと、更に思い出が蘇よみがえった。



　そうだ。秘密基地だ。



　小学生だった彼らは、秘密基地を作って遊んでいたのだ。

　公園の裏にある雑木林の中に、夏休みを利用して彼らだけの基地を作っていたのだ。親にも先生にも邪魔をされない、彼らだけの秘密の空間。

「結局あれはどうなったんだっけ」

　昔のことなので、これ以上は思い出せなかった。

「秘密基地」

　彼はボソリと言葉を漏らした。

「んー。どうしたの？」

　彼の声が聞こえたのか、彼女は遠くから彼に向かって聞き返す。

「決めた。秘密基地を作る」

　彼はそう言うと、勢い良くベンチから立ち上がる。急に立ち上がったので立ちくらみに襲われて、一瞬よろめいた。彼は平静を装って、すぐに体勢を立て直す。

「おー。いい考えじゃない」

　そんな彼の素振りに気付かずに、彼女は鉄棒の方からぱたぱた走ってきた。

「秘密基地なんて何だかわくわくするね！　山やま田だ太た郎ろう君のくせにいいこと考えるじゃない」

「でしょ。平成のエジソンと呼んでくれてもいいんだよ」

「天才！　それじゃあ私も秘密基地作るね！」

「せっかく休みになったんだし、彼氏と遊ばなくていいの？」

　何となく疑問に思ったので、浮かれる彼女に問いかける。彼女は「彼氏はホストのお仕事をしていて忙しいんだよ。今私とっても暇なの！」と、残念そうに答えた。

「なるほど。大変だなー」

「もっと同情してもいいんだよ。ご飯を奢おごってくれてもいいんだよ」

「それじゃあ秘密基地作製を手伝ってもいいよ。仕方ないなぁ」

「やったー！　頑張る！」

　彼女はくるりと回って、その場でぴょんと飛び跳ねた。スカートがひらりと舞い、再度黒い下着が見えた。

「スカート短いから見えてるよ」

「えー。そんな馬鹿な。気のせいだって」

「まぁ気のせいならしょうが無いな」

「気のせいだからしょうがないよ。諦あきらめなさい」

　そう言って彼女は子供みたいに屈託のない笑顔を浮かべたのだった。
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「秘密基地と言ったら最初に何をすればいいのか分かるかな？」

「うーん。まずはお腹なかすいたからご飯を食べるのかな！」

「違うよ。まずはダンボール確保だ」

　彼はそうやって偉そうに講釈を垂れた。

「ダンボール？」

「そう。ダンボール。ダンボールさえ有ればいくらでも秘密基地を作れるんだ。ダンボールは人類が生み出した最高の発明だよ」

「おー」

　彼女は彼の話を真剣に聞いてコクコク頷うなずいた。真まっ赤かな太陽が照りつける昼下がりの公園には二人の声だけが響いていた。

「というわけで、ダンボールの確保に行くぞ」

「了解です！」

　二人は誰だれもいない昼下がりの公園を出発して、商店街の方へ向かって歩き出した。

　商店街にはほとんど人がいなかったけど、時折夏休みに入って暇になった子供達とすれ違った。皆揃そろって何かから開放されたような朗らかな顔をしている。

　ちらほらとシャッターが閉まった寂れた商店街の中を、二人は歩き続ける。その商店街の一番端に、この町唯一のコンビニがあるのだ。

「着いた。ここでダンボールを貰もらおう」

「へぇー。コンビニでダンボールって貰えるんだ。知らなかった」

「そんなの秘密基地作製者からしたら常識だぞ。覚えておくんだ」

「了解です！」

　そんなやり取りもほどほどに、二人はコンビニの中に入っていった。

「しゃっせー」

　軽快な音楽とともに、レジの方からやる気のない声が響く。彼はレジでだらける店員を見ると、頭を抱えた。

「これはまずいかもしれないぞ……」

「どうしたの？」

「山やま田だ花はな子こさん。これはとてもまずいぞ。この店員は非常にやる気が無い。僕達がダンボールを貰おうと頼んでも面倒臭がって頂けない可能性が高い」

「そんな……。始まったばかりなのにもう詰みだなんて……」

　彼女は肩をがっくり落とした。

　そんな彼女を見かねて、彼は気丈に振舞って明るく声をかける。

「だけど諦あきらめるのはまだ早い。僕が頑張ってみるよ」

「さすが山田太た郎ろう様！　格かつ好こいい！　土偶より格好いいよ！」

「よせやい。照れるじゃないか」

　彼はそのまま、真っ直ぐレジに向かって歩いて行く。

　背中には冷や汗がじとりと伝っていた。心臓の鼓動が早くなっていくのに気付かないふりをした。

「まちのきゃくさー、ちゃレジへどぞー」

　レジへ近付くと、金髪の店員が日本語かどうかも定かではない言葉を発していた。

　彼は一回深呼吸をすると、意を決して話しかけた。

「すみません。あの、ダンボールって頂けないでしょうか」

「えー。サーセン、テンチョー今居ないんでわかんねっす」

「あ。はい」

「アザーっしたー」

　店員のそんな言葉を背に、彼はくるりと身を翻して彼女のもとへと帰る。

「なんか、ダメだったみたい……」

「山やま田だ太た郎ろう君、とても格かつ好こ悪い……」

「はい……」

　彼もまた、がっくりと肩を落とすのだった。



「もうおしまいだ。開始早々にして秘密基地計画は頓とん挫ざした」

「うーん、仕方ないな。私に任せなさい」

　彼女はそうやって悔しがっている彼の頭をぽんぽん撫なでると、ワンピースの肩かた紐ひもを大胆にずらした。胸の谷間がさっきより随分と目立つ。

　そんな仕草を不思議に思って首を傾かしげる彼を尻目に、彼女はそのままレジに向かってふわふわ歩いて行く。

「しゃっせー」

　レジに近づくと、先程と同じようなやる気のない声が響く。どう考えても店員からダンボールを貰もらえそうな気配は無い。

「あのー、すいません。ダンボールってもらえませんか」

「サーセン。ちょ、今わかんねっす」

「あの裏にあるのをくれればいいんです。ぜんぶ私達が持っていくので店員さんに迷惑はかけません」

「えー。ちょっとよくわかんねーんで無理っす」

　金髪の店員は明らかに面倒臭がっていた。コンビニの店員としてこの態度は如何いかがなものだろうかと、彼は心より思った。

　そんな店員に向かって、彼女は申し訳なさそうに、それでいて少し大きめの声で頼み事をした。

　その言葉に、一瞬コンビニ内の空気が固まった。



「あの。おっぱいなら触っていいですから、どうかダンボール貰もらえませんか？」



　そう言うと彼女は店員の手を取り、自分の胸にあてがった。

　突然のことに金髪の店員は言葉を失い、口をあんぐり開けた。辺りを一瞬の静寂が包む。

　そのまま彼女は店員の手を掴つかみ、自分の胸を握らせた。ワンピースの上からでも分かる彼女の大きな胸がもにゅんと形を変えた。

　そんな日常生活ではそうそう見かけない異常な光景のせいか、店の中にいる客は一斉に店員の方を向いた。周りのおかしな雰囲気に気付き、店員は慌てて手を引ひき剥はがした。

「あ、わ、わーりました。持ってっていいっす。サーセン」

「ありがとうございます！　あと、台車みたいなの二つ借りていいですか？」

「い、いーっす。持ってって下さい」

「やったー！　ありがとうございます！」

　彼女はお礼を言うと、とことこ彼の元へ走り寄ってくる。軽く息を切らせながら、無邪気な笑みで彼の腕を握った。

「やったよ！　ダンボール確保しました！」

「山やま田だ花はな子こさん。いや、山田花子様よくやった。店員の気が変わらないうちに急いで持って行こう」

















「了解だよ！　運ぶぞー！」

　二人は店員から台車を受け取ると、裏口のダンボール置き場に向かって走りだした。
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「疲れたー」

　二人はダンボールを山のように抱えて先ほどの公園に戻っていた。コンビニから結構長いこと台車を押していたので、二人の額には汗が滲にじんでいた。

　彼は少し息を弾ませながら公園の水を飲んでいる。彼女も手をぱたぱたさせながら顔に風を送っている。

「それにしても、うまくいってよかったね」

「さすが山やま田だ花はな子こさんだよ。助かった」

「えへへー。もっと褒めなさい」

「すごい天才！　チンパンジーより頭いい」

「でしょー。えへん」

　そんなことを言いながら、彼女は胸を大きくのけぞらせた。ただでさえ大きな胸が更に自己主張をして、ワンピースが張り裂けそうになっていた。

「それじゃあ、秘密基地つくろうか」

「了解です！　早くつくろう」

　帰る途中でガムテープやら接着剤やらは買っていて、秘密基地を作る準備はもう完かん璧ぺきだった。後は秘密基地を作るだけだ。

　二人は息を整えると、大量の荷物を台車に積み込んだ。

「それじゃあ行こうか」

「はーい」

　荷物を積み込んだ台車を転がしながら、二人はそのまま雑木林に入っていった。

　公園裏の雑木林は彼が小学生の頃からあまり変わらず、人の手はほとんど加わっていなかった。商店街から随分離れているせいか、休日の昼下がりなのに人の声は聞こえない。薄暗い雑木林の中に蝉せみの声だけがみんみん響いている。

　しばらく歩くと、薄暗い雑木林の中にポツリと目立つ明るい場所にたどり着いた。木が密集していないせいか太陽が差し込んでいて、光りに照らされた地面が煌きらめいていた。

「ここらへんで作ろうか」

「おー、いいね」

　そこで二人は台車から荷物を下ろした。大量のダンボールを下ろすのにはだいぶ手間がかかったけど、秘密基地を作れるワクワク感からかそんな作業も二人にとっては苦ではなかった。

「山やま田だ花はな子こさんはどんな秘密基地作りたい？」

　彼がそう聞くと、彼女は顔を輝かせて答える。

「ファンシーなの作りたい！　お城みたいなやつ」

「うん。頑張って作ろうか」

「頑張るよ！　がんばるぞー」

「それじゃあお互い頑張ろう」

　彼はそんな彼女の言葉を適当に流しながら、一番大きなダンボールを手にとって基地を作り始めたのだった。

　彼女がどんな秘密基地を作ろうが、彼にとっては結構どうでも良かったのだ。
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「つかれたー。結構すごいのができた気がする！」

　彼女はハンカチで汗を拭ぬぐいながら満足気にそう漏らす。太陽が地平線の向こうに沈んで、辺りはすっかり暗くなっていた。

　時計を見ると、もう九時をまわっていた。つまり彼と彼女は黙々と五時間近く不休で秘密基地を作り続けていたことになる。

　その甲か斐いあってか、まだ完成はしていないものの二人の秘密基地はまぁまぁ形になり始めていた。

　彼はダンボールを贅ぜい沢たくに使って、大きな直方体の秘密基地を作成していた。ところどころに刺とげとか角とか釘くぎが張り付いていて、シンプルながらも男心をくすぐるようなデザインをしている。なかなかの出来に彼も満足気だった。

　一方で彼女の秘密基地はそんな彼のものとは対照的だった。

　作製途中に商店街の画材屋さんにいって買ってきたカラースプレーで、彼女のダンボールはピンク色に染められている。

　花やツタが接着剤で貼り付けられた派手な色の秘密基地は、小さいながらも、緑と茶色が基調の雑木林の中で異様な存在感を放っていた。

　その秘密基地の各所にはマジックで書かれた彼女のよくわからない落書きがある。

「これなんなの？」

「これはね、コンクリート」

「なんか体が棒だけど、人間みたいだね」

「コンクリ太た郎ろうはもう人間みたいなものだから」

「それならしょうがないね」

　彼はそうやって適当な返しをすると、彼女はまた無邪気に笑った。



　不意に、彼の体がふらりと揺れた。

　ぐるぐる回る視界に耐えられず、思わずその場にへたり込んだ。

「どうしたの？　大丈夫？」

　彼女はあわあわしながら彼の顔を覗のぞき込こむ。彼女の顔が彼の瞳ひとみの中でぐにゃぐにゃ揺れている。それは明らかに、先ほどの立ちくらみとは異質なものだった。

「大丈夫だよ。ちょっと疲れちゃったみたい」

「そっか。よかった。体弱いんだね」

「病弱な薄幸な人間に憧あこがれていたから体調の悪さはむしろ幸福だと思ってるよ」

「あはは。そんなのに憧れてもいいこと無いよー」

　彼女は笑いながら彼の背中を撫なでる。背中を擦られて、ほんの少しだけ彼の視界の揺れが収まった。

　気分が落ち着くと、彼はふらふらと立ち上がる。

「今日はつかれたし、帰ろっか」

「そうだね。私も疲れちゃった」

「じゃあ、台車を返してから帰ろうか」

「そだね。もうそろそろ彼氏さんも帰ってくるし、私も帰らなきゃ」

「それは急がなきゃいけないね。」

「そうだね。走れー！」

「また立ちくらみしちゃうよ」

「じゃあ歩けー」



　二人はゆっくりとコンビニに向かって歩き出した。

　いつものように中身の無い会話をぽつりぽつりしながら、二人はシャッターの閉まった商店街を闊かつ歩ぽする。誰だれもいない寂れた商店街に彼と彼女の声だけが響いていた。

　会話が途切れると彼女は鼻歌を歌った。そして彼女が歌に飽きたらまた会話をした。二人にとって、そんな適当で適切な距離感が心地よかった。

　その日は雲一つ無く、夏の夜空には幾千の星が煌きらめいていた。天の川がきらきら光り、街灯の少ない商店街を明るく照らしている。

　彼女は空を見上げ、ため息を吐ついた。

「わー。天の川綺き麗れいだね。美お味いしそう」

「いつか食べられるといいね。死んで霊になった時に頑張って天の川食べてくれ」

「できる限り頑張れるよう頑張るね！」

　コンビニに台車を返すと、次の日会う約束をして二人はそのまま別れた。



　　　＊



「あー！　壊れてる！」

　次の日公園に集まった二人が雑木林に入ると、秘密基地はぼろぼろに壊されていた。

「うう、ひどい。こんなことが許されてなるものか」

　彼女は気落ちして、ぺしゃんとその場に崩れ落ちた。彼も態度には出さなかったものの、内心ひどく落ち込んでいた。

　その時彼は思い出した。昔作った秘密基地の末路を。

　確かあの時もこうやって壊されてしまったのだ。彼とそーちゃんは壊れた秘密基地を見て、悲しくなってわんわん泣いてしまったのだ。

　あまりにも悲しい思い出は、意識的に記憶から消されてしまうのかもしれない。彼はこんな事態に直面して初めて、当時の記憶を思い出していた。

　あの時秘密基地を壊したのは、確か……。



「ここに変なの作ったのお前らかよ！」

　彼が当時のことを思い出していると、後ろの方から声が響いた。

　後ろを振り返ると、中学の制服を着た少年が四人、腕を組んで仁王立ちしていた。最近の中学生は発育がいいのか、リーダー格の少年は高校生の彼と同じくらいの身長だった。

「そうだけど、これを壊したのは君たちなの」

「そーだよ！　ここは俺おれ達が秘密基地を作ろうと思ってるの！　なに勝手に変なもの作ってんだよ」

「ここには僕達が先に来たんだよ」

「うっせー！　ここはもう俺達が秘密基地を作るって決めたんだよ！」

　四人の中で一番体の大きい少年は、彼の言葉を遮り威圧的な大声を発した。その少年の態度から、とても論理が通じそうには思えなかった。

　加えて、彼は不治の病だ。日に日に体は衰弱していた。今では喧けん嘩かをした所で中学生四人に勝てないであろうことは明白だった。

　その時にはもう完全に思い出していた。

　彼が小学生の頃もこうやって中学生達に秘密基地を壊されたのだ。

　当時は自分たちよりも遥はるかに大人だった中学生達に彼とそーちゃんはなす術すべもなく、泣きながら逃げ帰ったのだ。楽しかった思い出は、一瞬で思い出したくもない黒歴史に変化してしまった。

　いつの時代も人の本質は変わらないものだ。彼は身勝手な中学生たちの幼稚な暴力にまたも屈してしまった。

　彼が黙ると、中学生たちは勢い付いて捲まくし立たててくる。

「いっくんがここに作るって言ってんだからここに作るんだよ。そんなの当然だろ！」

「そーだそーだ。とっとと帰れよ！」

「つーかそんなの言わなくても分かれよ！」

「帰れ！　帰れ！」

　リーダー格の少年、いっくんだけでなく、腰巾着三人もそれぞれ大声で騒ぎ始めた。めちゃくちゃな言い分だったけれども。数の暴力に彼の論理は封殺された。



「なにさ！　あっちの方で作ればいいじゃない！　何も壊すこと無いじゃん！」

　そんな理不尽な光景を見て、彼女は怒った。彼女が本気で怒るのを彼は初めて見た。

　その反論に中学生達が一瞬たじろいだのを、彼は見逃さなかった。

「山やま田だ花はな子こさん。ここは取とり敢あえず引こう」

「えー。なんでよ！　こいつらのお腹なかをぺこぺこ殴って謝らせようよ！」

「いいから！」

　そう言って、彼は彼女の腕を掴つかんで走りだす。急に手を掴まれてびっくりした彼女は、言われるがままに彼と一緒に走った。

　少年達は何を言っているのか聞き取れないくらい興奮していて、めちゃくちゃな怒声が雑木林に響いていた。

　以前もこんなことあったな。

　彼はそんなことを思い出して、少し笑った。



　　　＊



「私は悔しいよ。もう」

　中学生達から逃げ帰った彼らは、商店街の端にあるコンビニにいた。彼女はふくれっ面で彼の腕を強く握り、秘密基地が壊された悔しさを露あらわにしていた。

「まぁ、ちょっと落ち着きなよ」

「これが落ち着いていられるものか！　秘密基地壊されちゃったんだよ」

「壊されちゃったらまた作ればいいじゃないか」

「作ってもあの調子だとまた壊されちゃうよ。秘密基地を作れそうないい感じの場所はあそこしか無いんだよ？　なんでぼこぼこにしなかったのさ！」

「でも見た？　あのリーダー格の奴の腕、中学生くらいなのに山田花子さんの倍くらいの太さがあったぜ。あのまま僕がお腹なかを殴りに行っても逆にボコボコにされてたよ」

「むー。確かにそうだったかも。他の人達も大きかった」

「それに暴力は暴力しか生まないよ。あそこで運良く撃退できたところで、また僕達が居ないときに秘密基地を壊されておしまいだよ」

「確かにそうかもしれないけど……。というか山やま田だ太た郎ろうくんは誰だれかのおしりをバットでべこべこ叩たたいたとか言ってなかったっけ？」

「それはそれだよ。まぁ色々あって。とにかく、今回は暴力に訴えるのは得策ではないんだよ」

「うーん。なんとなくわかるけど」

　彼女は彼の話を聞き入れはしたものの、あまり納得はしていない様子だった。丹精込めて作っていた秘密基地が壊されてしまったのだ。それも仕方のない事だろう。

「でも、このまま逃げるのは悔しいよ」

　俯うつむきながら、口を尖とがらせて彼女は彼に最後の抗議をした。彼女の瞳ひとみにはうっすら涙が滲にじんでいる。

　そんな彼女の頭をぽんぽん叩くと、彼は不敵な笑みを浮かべた。

「もちろんこのまま逃げる気はないよ。僕はあの場から離れただけで、秘密基地に関して諦あきらめる気は全く無いからね」

「どういうこと？」

「いい考えがあるんだ」

「ほんと？　なになに！」

　彼女の顔が途端にぱぁっと明るくなった。彼はそんな彼女をなだめ、落ち着いた口調で説明を始めた。

「山田花はな子こさんは見た？　山田花子さんが抗議した時、リーダー格のいっくんとか呼ばれていた人がかなり動揺していたんだけど」

「えっ。そうなの？　全然気付かなかった！」

「多分、彼らはあまり女の子に免疫が無いんだと思うよ。彼らはそんなに格かつ好こいい顔ではなかったしね。それに、そうでなくとも中学生くらいの年頃になると男女の仲が悪くなりがちだしね」

「確かに！　私も中学生の頃はほとんど男の子とお話したことなかったよ」

「そういうわけで、山田花子さんみたいな可愛かわいい女の人に怒られることなんかあまり無かったんだと思うよ。だからあんなに動揺していたんだろうね」

「えへへー。照れるじゃないの。もっと褒めていいんだよー」

　彼はそんな彼女の言葉を完全に無視して、話を続ける。

「だから彼らには色仕掛けが通じると思うんだ」

「なるほど！　山やま田だ太た郎ろうくんすごい！　それじゃあ私がおっぱいを触らせればなんとかなるかな？」

　彼女は自分の大きな胸を持ち上げ、きらきらした顔で提案する。

「うーん。それはあまりいい案じゃ無いかな。彼らは四人いるけど山田花はな子こさんは一人しかいないわけだし」

「うー。難しいなぁ」

　彼に提案を却下され、彼女はがっくりした。彼女は内心、今世紀最大の素晴らしい提案をしたと思っていたのだ。こんなにあっさり却下されるとは思ってもいなかった。

　がっかりしてしょぼくれている彼女に向かって彼は言う。

「多分、僕の考えている方法でなんとかなると思う。ちょっと待ってて」

　そうすると、彼はコンビニの中に入っていった。軽やかな入店音がコンビニ内に響く。

「い、いらっしゃいませー」

　前回段ボールをもらった時の店員が背筋を伸ばして挨あい拶さつをした。彼はそんな店員に頭を下げ、コンビニの奥の方へ歩いて行く。

　彼はそこで何かを大量に手に取り、レジに持っていった。店員は彼の持ってきたものに少しぎょっとしながらも、無言でレジを打つ。

「あ、ありがとうございましたー」

「こちらこそありがとうございます」

　礼儀正しい店員の挨拶に答えて、彼は店から出る。

　冷房の効いた店内から真夏の外界に出ると、彼は一瞬よろめいた。立ちくらみの頻度が上がっている気がする。彼は少し立ち止まり、落ち着いてから彼女のもとへ歩いて行く。

「おまたせ。緊張したなー」

「何買ってきたの？」

「これだよ」

　そう言って彼はコンビニで買ってきたものを彼女に手渡す。

　ビニール袋二ついっぱいに詰め込まれたそれらは相当な重さだった。

　彼女は荷物を受け取ると、すぐにビニール袋の中からそれを取り出した。

「わわっ。なにこれ。山田太郎くんのえっち」

　そこには、大量のエロ本があった。

　女子高生もの人妻もの、グラビア写真集から快楽天まで、コンビニ内にあるほぼすべてのエロ本がそこにはあった。量からして一万円は下らないだろう。

「これを使って秘密基地を奪還するぞ」

「おー。でも本当にできるの？」

「きっとできるよ」

　彼は自信満々にそう答えた。彼女は困惑しながらも、そんな彼の自信に圧おされて流されていた。

「頼もしいなぁ。さすが山やま田だ太た郎ろうくん」

「あと、もう一つだけやらなきゃいけないことがあるから今日はそれをやろう。作戦決行は明日にするぞ」

「うん！　頑張ろう！」

　二人は大量のエロ本を抱えて、コンビニの前から歩き出したのだった。



　　　＊



「マジあいつらうざかったな。俺おれらがここで作るって言ったのに逆らってきやがって」

「つーかあいつ高校生くらいなのに全然言い返せてねぇでやんの。マジだせー」

「いっくん高校生にも負けないなんてカッケーな」

「こんくらいフツーだよ。あいつが弱いだけ」

　翌日の昼下がり、中学生四人は雑木林の近くの公園にいた。年上の高校生を言い負かしたせいか、彼らは興奮した様子で会話をしている。

「じゃあ秘密基地作るか」

　そう言って、彼らはズカズカと雑木林に入っていく。昨日と何ら変わった様子はなく、雑木林の中には少年達の騒ぎ声だけが響いていた。

　しかし、昨日壊した秘密基地の近くまでたどり着くと明らかな異変が生じていた。

「何だこれ」

「うわっ……」

　そこには大量のエロ本が転がっていたのだ。数十冊は下らないエロ本がところ狭しと散りばめられている。

「いっくん、これどうする？」

「え、うん。まぁ、えーと。放ほうっておけばいいんじゃないの」

　いっくんは明らかに動揺していた。彼は小学生みたいにウブな少年だったのだ。

　小学校、中学校と空手一筋だった彼は、そういったことに全くと言っていいほど免疫がなかった。なんたって中学生になってまで秘密基地を作ろうと言ってしまうくらいだ。そんなところからも彼の性格が窺うかがえるだろう。

　少年達は秘密基地の作製作業をする傍ら、ちらちらエロ本の方を眺める。傍らにある女性の裸が写っている雑誌を意識しているのは誰だれの目にも明らかだった。

　秘密基地作製が始まってからも、少年達の間に気まずい空気が流れ続けていた。

　少年達はそわそわしながらぎこちない手つきで秘密基地を組み立てる。集中できていないようで、ほとんど作業は進んでいなかった。

「なぁ、いっくん。ちょっとだけあれ片付けない？」

　少年の一人がそんなことを言い出した。気がないふりをしていてもやはり皆エッチなものに興味津々で、とうとう我慢ができなくなっていた。

「あ、ああ。たしかに邪魔だしな。片付けよう」

　四人は揃そろってエロ本の方へ向かっていく。艶なまめかしい女性の裸体が描かれた表紙が少年達の目に飛び込んできた。

　恥ずかしくなったのかいっくんは顔を赤らめ、目を背けた。

「うわ、すげぇ」

「ちょっとみてみろよこれ。やべぇ」

「おお……」

　片付けるという大義名分も忘れて、少年達は食い入るように刺激的なエロ本の表紙を見つめていた。少年達のゴクリと唾つばを飲む音が雑木林に響く。

　我慢ができなくなったのか、少年の一人がエロ本を手にとってページをめくった。それを皮切りに、少年達は次々とエロ本を読みだした。

「こっちの本マジスゲーよ」

「こっちの本もエロいわ」

「……」

　そんな周りの少年に流されて、いっくんも恐る恐るエロ本を手に取る。

　震える手で快楽天と書かれた雑誌のページをめくったその時、少年達の真横からパシャリとシャッター音が鳴り響いた。



「君たち、なにやってるのかなー」



　そこには、デジカメとスマートフォンを持った二人が立っていた。彼はニヤニヤ笑みを浮かべながら少年達に詰め寄っていく。

「ばっ。はぁ？　何やってんだよてめぇら！」

　いっくんは慌ててエロ本を放ほうり投げ、彼らに向かって怒鳴った。

「あれあれ、そんなこと言っちゃっていいのかな。君たち、山やまノ裏うら中学校の生徒だよね？」

「え？　なんで知ってるの？」

　少年達は予期せぬ彼の問いに動揺し、お互い顔を見合わせた。彼はそんな少年達を冷たい目で見下ろし、続ける。

「君たちの制服を見れば分かるよ。このへんに中学校は三校あるけど、それぞれ学ランの形が違うんだよね。部活帰りなのか知らないけど、着替えてくればよかったね」

「テメェ……！」

「おっと。それ以上近付かないでくれよ。さっきの写真はもう既に僕の友達に送っているんだ。僕がちょっと電話をするだけで、あの写真を君たちの中学校にばらまくことだってできる。エロ本を読んでいる君たちの写真を見て、学校の皆はどう思うかなー。女の子はムッツリスケベが一番嫌いらしいぜ」

　実際のところ、友達の少ない彼にそんなことを頼めるような人はいなかったけど、少年達は知るはずもなかった。興奮で真まっ赤かになっていた少年達の顔はみるみるうちに青ざめていった。

「でも、俺おれ達はたまたま見つけたエロ本を片付けようとしていただけで……」

「そんなこと言っても信じてくれるかな。今時のカメラはすごいんだぜ。君たちの血走った目からマニアックな雑誌の数々まで、全部まるっとくっきり写っているよ」

　そう言って、彼は新品のデジタルカメラをこれ見よがしに見せびらかした。

　少年達はもう何も言えなかった。中には泣き出しそうになっている少年もいた。

　彼はそんな少年達の姿を確認すると、満足気に笑った。そのまま少年達の方へ向かってゆっくり歩みを進めていく。少年達の目の前に立つと、彼はいっくんに向かって満面の笑みを見せた。

　その笑顔は、いっくんにとって、何よりも恐ろしいものだった。

「なあに、心配すること無いよ。僕達も鬼じゃない。君らが誠意ある対応をすればそんなひどいことするはず無いじゃないか」

　彼は怯おびえる少年達に向かって、優しく言葉をかける。俯うつむいているいっくんはぶるぶる震えながら声を絞り出した。

「……なさい……」

「ん？　ちょっと聞こえなかったかも」

　彼はわざとらしく聞き返す。いっくんの瞳ひとみから、大粒の涙が溢あふれだした。

「ごめんなさい。秘密基地壊してごめんなざい」

　いっくんは大泣きしながら謝った。周りの少年達もそれに続いて口々に謝罪の言葉を述べた。

「よろしい！」

　そう言って、彼はこっそり彼女に向かってピースした。

「山やま田だ太た郎ろうくん、格かつ好こ良かったよ」

　そんな彼の姿を見て、彼女は彼の耳元でこそっとそう言ったのだった。



「もう人が嫌がることしちゃだめだよ」

　いつまでも鼻をすすっている少年達に対して、彼女はにこやかに声をかける。急に優しい言葉をかけられて気が緩んだのか、少年達はさらに泣きだしてしまった。

　彼女はわんわん泣いている少年達に近寄って、頭をなでなでした。

「人生いろいろあるから大丈夫だよ」

「ぐす……。本当にごめんなさい」

「いいよー。気にしないで。そんなことより秘密基地一緒に作ろうよ。皆で作ればきっと楽しいよ！」

　彼女がそう言うと、少年達に笑顔が戻った。

　少年達は今でも秘密基地を作りたかったのだ。自分らの罪を許し、あまつさえ一緒に秘密基地を作ろうといってくれる心優しき女神に向かって少年達は「はい！　わかりました！」と元気よく返事をした。

「それじゃあ、あっちからダンボールとかいっぱい貰もらってきて。ほら走って！」

「了解です。行ってきます！」

　彼女が商店街の方を指さすと、少年達は言われるがままに走りだした。

　そんな彼らを見送ると、彼はボソリと漏らす。

「悪女だなぁ」

「ふふん。あの子たちに手伝ってもらえばもっと凄すごい秘密基地を作れそうじゃない。頭いいでしょ」

「うん。少年達を追い払うよりそっちの方が遥はるかに良かったよ」

「へへー。でしょ！」

　彼女は彼の背中をぺしぺし叩たたきながら、自慢気な顔をして目を細めた。



　少年達が戻ってくると、彼女らは揃そろって秘密基地を作り出した。今度は先程とはうって変わって、和やかな雰囲気だった。

「そこにお花つけて！　あとダンボール組み立てておいて」

「はい！　分かりました！」

　彼女は少年達をこき使って、自分の秘密基地を組み立てさせていた。少年達は文句ひとつ言わずに彼女に従った。

　少年達からしたら可愛かわいいお姉さんと仲良く話ができているので、正直なところ重労働にも全くの不満はなかったのだ。

「おー。頑張ったじゃない。えらいえらい」

　少年達が工程を一つ終えるたびに彼女は少年達の頭を撫なでてあげた。少年達はそのつど忠犬のように喜び、顔を綻ほころばせた。少年達は完全に彼女の下僕と化していた。

　一方で彼はというと、黙々と秘密基地の再建作業に勤いそしんでいた。時折彼女が手伝ったりはしたものの、数時間で以前の秘密基地をほとんど再現していた。

















　彼らは無我夢中で秘密基地を作り、日が暮れる頃には二人の秘密基地はすっかり完成していた。

「おー、できた！　やったー！」

　彼女は完成した秘密基地を眺めて声を上げる。その場でぴょんぴょん飛び跳ねて、体中で喜びを表現した。彼も汗を拭ぬぐいながら、満足そうな顔で秘密基地を見つめた。

「君たちよく頑張ったね！　お姉さんうれしいよ」

「そんなことないです。俺おれらも楽しかったです」

　すっかり彼女と打ち解けた少年達は、そう言って素直に笑った。それは子供らしい無邪気な笑顔だった。

「じゃあ俺ら、家帰らなきゃいけないんで帰ります」

「うん、わかった。今日はお疲れ様」

「あの……。またこの秘密基地来ていいですか？」

「いいよ。ぜひぜひおいで！」

　彼女がそう言って笑うと、少年達はもじもじと照れくさそうに頷うなずいた。少年達は完全に彼女の虜とりこになってしまったのだった。

「エロ本も置いとくから、もし読みたくなったらどんどん読んでいいよ」

　彼がそう言うと、少年達は途端に気まずそうな顔をして、いそいそとその場から去っていった。

「なんか山やま田だ花はな子こさんだけ皆と仲良くなってずるい」

「これが人望というものだよ、山田太た郎ろうくん」

　彼は何となく腑ふに落ちなかったけど、楽しかったからまぁいいかと思ったのだ。



　少年達と別れる頃には、辺りはすっかり暗くなっていた。

　街灯もない秘密基地の周りを、月の光が優しく照らしている。静かな雑木林にじいじいと虫の鳴く声だけが響いていた。

「今日はもう帰ろっか」

　彼がそう言うと、彼女はちょっと考えるような素振りを見せる。

「んー。せっかくだしもうちょっと秘密基地でゆっくりしようよ。今日は彼氏さんも帰ってこないから暇なんだ」

「じゃあもうちょっとだけゆっくりしようか」

「うん。そうしよう！」

　二人は彼女が作ったピンク色の秘密基地の中で寝転んだ。

　秘密基地の天窓から空を見上げると、視界いっぱいに星が煌きらめいていた。雲ひとつない星空が何だか眩まぶしくて、彼は瞼まぶたを閉じた。



　ああ、楽しいな。こんな時間がもっと続けばいいのに。



　彼はふと、そんなことを思った。

　でも彼は不治の病だ。少年達をからかったり、彼女とお話をしたりだって、もうすぐできなくなってしまう。

　せっかく作った秘密基地にだってもう数えるほどしか来られないだろう。

　その時彼は初めて「まだ死にたくない」と思ったのだ。

「綺き麗れいだねー」

　彼の横で寝そべっている彼女も夜空を見上げてそう言葉を漏らす。月の光が二人を優しく照らしていた。

「こんなに綺麗な夜空は久しぶりに見たよ」

「はー。すごいなぁ」

　少しの間、彼らはその幻想的な光景に見入っていた。

　仄ほの暗ぐらい秘密基地のなか、心地良い沈黙が二人を包む。



「なんだか眠くなってきちゃった」

　彼はそう言って目をこする。もう時間は夜の十一時をまわっていた。

「ほんとー？　もっと起きてようよ」

「今日は疲れたよ。明日のために眠ろう」

「えー。仕方ないなぁ。それじゃあ明日は秘密基地の改装をしようよ。ここと山やま田だ太た郎ろうくんの秘密基地くっつけよう！」

　彼女は興奮冷めやらぬ様子でそう言う。彼はそんな彼女を見て、こっそり笑った。

「そうだね。がんばるぞー」

「うん、がんばろうね！」

「それじゃあ、また明日。おやすみ」

　そう言うと、彼の視界がくるくる回った。頭が割れるように痛み、その度に視界の端が狭まっていく。一つしかないはずの月が流れ星みたいに何個も夜空を横切っていった。

　体からすーっと力が抜けていくのを、彼は確かに感じた。



「明日が来るといいな」



　彼は小さな声で呟つぶやくと、ふわりと意識を手放した。



　　　＊



　暖かな手のぬくもりを感じて彼は目を覚ました。

　目を開けると秘密基地から眺める空は無く、いつか見た真っ白な天井がそこにはあった。

　突然のことに驚いた彼は思わずきょろきょろ辺りを眺めた。白いベッドの上に彼はいるみたいで、腕にはチューブの繋つながった針が何本も刺ささっていた。体の節々がひどく痛む。

　そんな彼の横には、不安げな顔で手を握っている女の子がいた。

　自分の手を握っているその女の子に、彼は見覚えがあった。

「わわっ！　起きた！　か、看護師さーん！」

　ベッドの横にいる彼女があわあわと看護師を呼んでいた。

　どうやら彼は病院にいるようだった。

　廊下の方からバタバタと慌ただしい音が聞こえ、いつか見た三十代くらいの看護師さんが走ってくる。

「大丈夫、あなた」

　看護師の女性は、彼の額を触りながら問いかける。どうしてこんなことになっているのかも分からずに、取とり敢あえず彼は「大丈夫です」と返した。

「あなた、病気のことお母さんに言ってなかったのね」

　看護師さんはやれやれといった様子でそんなことを言う。常識から考えて、高校生の彼が不治の病にかかったことを親に言っていないのはありえないことだった。

「はい。それはそうと、なんで僕はこんなところにいるんですか」

「それはそうとって……」

　看護師は彼の言葉を聞くと大きなため息を吐ついた。心底呆あきれているようだった。

「あなた、公園の近くで大量の血を吐いていたらしいのよ。そこの彼女が見つけて救急車を呼んでくれなかったら、あなた今頃この世にはいなかったわよ」

「なるほど」



　あの日、彼は意識を失うと同時に大量の血を吐いたのだ。急に血を吐いた彼を見て、彼女はたいそう慌てたものだ。

　彼女は震える手で救急車を呼び、男である彼を背負って公園まで走った。背中で彼が苦しそうな息を吐く度に、彼女は泣きそうになってしまった。

　公園について背中から下ろすと、彼の口からは真まっ赤かな血が溢あふれていた。彼女の背中も血だらけになっていたけど、そんなことは関係なかった。彼女はずっと「よくなりますように。よくなりますように」と呟つぶやきながら彼の背中をさすっていた。

　程なくして、公園に救急車が到着した。彼はそのまま救急車に搬送されて、今いる病院までたどり着いたのだった。



「彼女にお礼を言っておきなさい。今からお母さん呼んでくるから」

「はい。分かりました」

　看護師さんはまた廊下の方まで走って行ってしまった。そんな看護師の姿を眺めながら「母さん怒るかなぁ」なんて、彼はそんなしょうもないことを思った。

「びっくりしたよ」

　看護師さんが廊下に消えると、彼女はほっと息を吐いて胸を撫なで下おろした。

「なんか心配かけちゃったみたいだね。ありがとう」

「いいよ。無事でよかった」

「山やま田だ花はな子こさんは命の恩人だよ。僕が死ぬまで感謝し続けるよ」

「ねぇ、山田太た郎ろうくんは死んじゃうの？」

　彼女はぽつりとそんなことを言う。二人しか居ない病室に一瞬の沈黙が流れた。

「うーん。そりゃ人間はいつか死ぬさ」

「そういうことじゃなくて！」

　はぐらかす彼を見て、彼女は語気を強める。彼女の言葉を聞いて、彼は黙ってしまった。彼女はそんな彼の目を真っ直ぐ見つめる。彼は思わず目をそらした。

「ねぇ、明日いっしょに秘密基地作れないの？」

「うん。明日はちょっと難しいかも」

「そっか……」

　いつもは天てん真しん爛らん漫まんな彼女が、同窓会の時みたいに元気なく俯うつむいていた。彼はそんな彼女を見て、精一杯明るい声で話しかける。

「明日は無理だけど、僕が元気になったらまた秘密基地作ろう」

「でも、山やま田だ太た郎ろうくん不治の病なんでしょ。死んじゃうんでしょ」

「死なないよ。このとおり元気いっぱいさ」

　彼はそう言ってベッドの上で立ち上がる。それは完全に強がりで、実際のところ彼の体はぼろぼろだった。

　それでも彼はふらつく体を強引に抑え、元気なふりをしてベッドの上で飛び跳ねた。

「信じてよ。僕が嘘うそをついたことなんか無いだろう」

「分かった。信じてあげよう。でも山田太郎くんは嘘ばっかりつくからなぁ。私は山田太郎くんの本名すら知らないんだよ」

「それじゃあ、次に秘密基地を作るときに教えてあげよう」

「おー。それじゃあその時には私の本名も教えてあげよう」

「山田花はな子こさんの本名は知っているから大丈夫だよ」

「えー！　なんで！　ずるい！」

「同じ中学だった僕の名前を忘れる山田花子さんが悪い」

「もー」

　彼女は頬ほおをふくらませながら、その日初めて笑ったのだ。彼もそんな彼女を見て、心の底から笑った。

　廊下の方からぱたぱたと慌ただしい音が聞こえる。

「なんか、もうすぐお母さんが来るみたいだね」

「そうみたいだね」

「それじゃあ、私はもう帰るね」

「うん。今日は本当にありがとう」

「いいよ。早く元気になあれって毎日お願いしてるから山田太郎くんも頑張りなさい」

「すぐに元気になるよ。山田花子さんも僕が元気になるまであの秘密基地を守っていてくれよな」

「おっけー。絶対に来てね！　約束だよ！」

「ああ、約束するよ。約束を破ったらなんでも言うことを聞いてあげよう」

「お、言ったね。じゃあ約束を守ったら私がなんでも言うことを聞いてあげよう」

「ホント？　絶対だよ」

「あはは。まかせなさい！　それじゃあ、またね！」

「うん。またね」

　彼は来るか分からない未来の約束をした。

　彼の言葉を聞き終えると、彼女はぶんぶん手を振って歩き出した。



「ああ、生きたいな。ちくしょう」



　彼女を見送ると、彼はぽつりと呟つぶやいた。

　廊下の方から彼女が彼のお母さんに向かって挨あい拶さつをする声が聞こえる。声が途切れると、すぐに看護師さんがお母さんを連れて病室に入ってきた。

　慌ただしい足音を聞きながら、彼は天井を眺める。真っ白な天井はあの時見た星空よりもずっと狭かった。

　目を瞑つぶり、あの日の夜空を思い出す。

　きらきら煌きらいている、色いろ褪あせない景色が鮮明に浮かんできた。

　彼は目を開け、最後に心の中で小さく一つだけ願い事をした。



「どうか明日も生きられますように」



　彼は神様を信じていなかったけれども、その時初めて自分ではない誰だれかに向けて祈りを捧ささげたのだった。
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　彼は不治の病を宣告された。



　微み塵じんも上がらない偏差値に、なんとなく馴な染じめないクラス。

　友人もほとんどいない、どうしようもない高校生活。

　クラスのリーダーに目をつけられ、いじめを受ける日々。

　目減りする未来の可能性に、先の見えない人生。

　もう本当に面倒くさいなぁと思っていた矢先の事だった。

　それでも彼はそんな世界で生きたいと願った。

　彼はこの美しい世界で、今日も精一杯生きるのだ。





　彼女はコンクリートと話ができる。



　そんなこと大学に通っているお姉ちゃんも知らないし、たぶん毎日女の子からドンペリを貢いでもらっている翼つばさくんも知らない。

　フラダンス教室の先生と浮気をしているお母さんも知らないし、蒸発して行方知れずのお父さんも知らない。

　アフリカで飢えに苦しむ孤児たちも、生きて世界の空気を吸うことのなかった彼女と翼くんの子供も、きっと知らない。

　それは彼だけが知っていることだった。

　彼女はこの美しい世界で誰だれかが幸せに生きられるよう、今日も精一杯願うのだ。





















　僕はこの美しい世界で彼女が幸せに生きられるよう、今日も精一杯願った。



　宇宙船から見える暗黒の中で幾千幾万幾億の星が煌きらめき、僕の手元の灰を照らしている。

　いつかこの宇宙と同化する彼女がずっと笑ってくれていたらいいな。なんて、そんな他た愛あいのないことを夢想する。

　それと同時にあの頃の彼女の姿が脳裏に浮かんだ。



「ねぇ。生きるってなんだろうね」



　誰だれもいない宇宙船の中で僕は思い出していた。

　一億年前の彼女の言葉を。

　今でも昨日のように思い出せる、懐かしい記憶。










「愛してるのー」



　ぺろぽろぱらぽんちゃんは、僕の七十六個の瞳ひとみをじっと見つめながらそう言った。

　マカロンを一切れ飲み込んでべろんべろんに酔っ払ったぺろぽろぱらぽんちゃんの頬ほおは、ほのかにエメラルドグリーンに染まっている。

　いつもと雰囲気の違うぺろぽろぱらぽんちゃんに、僕は戸惑ってしまった。

　なんたって、ぺろぽろぱらぽんちゃんは僕に向かっていつもきついことを言ってくるのだ。そんなぺろぽろぱらぽんちゃんが僕に対してこんなにもふわふわで甘ったるいことを言うなんて、初めての出来事だった。

　七十個のまんまるの瞳が可愛かわいくて、恥ずかしさでぺろぽろぱらぽんちゃんの三十五個ある顔を真っ直ぐ見つめることが出来ない。

　緑色の触手をにゅるにゅるさせながらぺろぽろぱらぽんちゃんにそう言われると、照れて顔が真まっ赤かに染まってしまう。

　僕は俯うつむき、黙ってしまった。

　でも、三千五百四個の心臓は早鐘のように百二十デシベルで鳴り響いている。



　ぺろぽろぱらぽんちゃんにも、この心臓の音は聞こえているのだろうか。

　べろんべろんに酔っ払っているからきっと三秒後には忘れているだろう。そうじゃなきゃ、恥ずかしすぎる。



　ぺろぽろぱらぽんちゃんはすっごく可愛かわいい。

　紫色した肌も、緑色したにゅるにゅるの触手も、七十番目の消化器官からでる黄緑色の液体も、全部可愛い。

　時々、どうして僕なんかと一緒にいるのか不思議に思ってしまう。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんなら僕なんかよりもずっと格かつ好こいい奴と一緒にいることだってできるのに。どうして。



「僕のどんなところが好きなの？」



　僕は不安になって聞いてしまう。

　酔っ払っている今なら聞いても怒られないだろう。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは、えへへーと笑いながら僕に抱きついてくる。

「あのね、いっぱい吸盤の着いた三千個の腕がすき！　七十六個のぎょろっとした目もすき！　あとね、赤紫色の肌もすきだし、全部すき！　あいしてる！」

　そう言って僕の触手をぶちぶち引きちぎる。

「うふふー」

　そう笑いながら、無邪気にぶちぶちぶちぶちと。



　可愛い。

　むちゃくちゃ可愛い。

　結婚したい。



　でも、きっとそんなこと出来ないのだろう。分かっている。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんには三十五兆体の許婚いいなずけがいる。なんたって、ぺろぽろぱらぽんちゃんは【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】の女王様の一人娘だ。

　僕なんかみたいな普通の【ろろのぷすん・がのぴりりんろんろん・ぺろぽろ星人】が相手にされるはずはない。

　分かっている。分かっているんだ。

　こうやってぺろぽろぱらぽんちゃんと遊んでいられるのも、きっともう少しのことだろう。

　時が来たらきっとぺろぽろぱらぽんちゃんは僕から離れていって、三十五兆体のうちの誰だれかと結婚するに違いない。そうやって幸せな一生を送るんだ。間違いない。



　気分が滅め入いる。

　さっきまで幸せな気分だったのに。

　現実はいつだって救いがなくて、いつだって僕に厳しいんだ。



　僕がため息を吐ついて草原を消し飛ばしていると、急にぺろぽろぱらぽんちゃんの目に光が戻った。

「あれ？　あれ？」

　そう言いながら、七十個の目をきょろきょろさせる。

　酔いが覚めてしまったのかもしれない。

「おはよ」

「あれー？　あたしもしかして酔っ払ってた？」

「うん。ちょっとだけ」

　時間にして十六年。ぺろぽろぱらぽんちゃんは結構長いこと酔っ払っていたけれども、僕は何となく嘘うそを吐いてしまった。

「なんだか頭がいたいわ」

　そう言ってぺろぽろぱらぽんちゃんは三十三番目の頭をごしごしこする。そんな何気ない仕草も可愛かわいい。可愛すぎる。天使と見み紛まがうほどだ。三十五個ある顔とか特に天使っぽい。

「これも全部アンタのせいよ」

「なんで！」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはそう言いながら僕の心臓を七個ばかし潰つぶしてくる。

　いつもの彼女だ。

　ツンツンしていじめてくる、いつも通りの彼女。

　でも僕はさっき知ってしまった。ぺろぽろぱらぽんちゃんの本当の気持ちを。

　もちろんこんなこと、本人には絶対に言わない。心臓をまた潰されてしまったらたまったもんじゃない。

「なんだかしらけちゃった。もうかえろっかなー」

　そう言ってぺろぽろぱらぽんちゃんはこちらをちらちら見てくる。

　そんなこと言ってないでとっとと帰ればいいのに。

　でもそうやってぺろぽろぱらぽんちゃんが僕にかまってもらおうとしている姿を見るのは素直に嬉うれしい。

「帰らないで。もっと遊ぼう」

「ふん。アンタがそう言うなら遊んであげてもいいけれども」

「やったー！　ありがとうぺろぽろぱらぽんちゃん」

「ふ、ふん。そんなお礼なんか言われても全然嬉うれしくなんか無いんだからね！」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの三十五個の顔のうち、二十四個は笑みを隠せずにいた。うう、かわいい。

「何やるかアンタが決めなさいよ」

「うーん。ぺろぽろぱらぽんちゃんは何やりたい？」

「もう決断力無いのね。このあんぽんたん」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんが僕の体をビンタすると、触手が七十二本はじけ飛んだ。怒っているぺろぽろぱらぽんちゃんも可愛かわいい。

　その後、僕たちは隣の隣の隣の惑星を滅ぼす遊びをした。

　どっちが多くの惑星人を殺すことができるかという、ちょっと子供じみた遊びだったのでぺろぽろぱらぽんちゃんが満足してくれるか不安だった。

　僕はびくびくしながら控えめに殺さつ戮りくをしていたけど、ぺろぽろぱらぽんちゃんは思ったよりも楽しんでくれているみたいだ。

　最初は不満気にぶーたれていたけれども、今ではにこにこ笑いながら楽しそうに隣の隣の隣の惑星人を殺しまくっている。笑顔で惑星人を殺すぺろぽろぱらぽんちゃんの姿はとってもキュートだった。

「ふん。アンタにしては面白い遊び考えるじゃない」

「でしょ。楽しんでくれてよかった！」

　僕がそう言うと、ぺろぽろぱらぽんちゃんの頬ほおがほんの少しだけエメラルドグリーンに染まった。

　お嬢様育ちだったぺろぽろぱらぽんちゃんにとっては、子供みたいな遊びも新鮮だったのかもしれない。



　こんな幸せな時間がずっと続けばいいなぁって、僕はいつも思っているんだ。

　本当に、本当に思っているんだ。
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　ぺろぽろぱらぽんちゃんと惑星人狩りをしてから千七百六十六年後。僕は久しぶりにぺろぽろぱらぽんちゃんと会った。

　最近はお互い忙しくてほとんど会えなかったのだ。

　僕なんかと遊んでくれるから時々忘れそうになってしまうけれども、ぺろぽろぱらぽんちゃんは、【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星】のお姫様なので、僕なんかよりもずっと忙しいのだ。

「あら、久しぶりね」

「久しぶり。変わってないね」

「変わったわよ。綺き麗れいになったでしょ。失礼な」

　久しぶりに会ったぺろぽろぱらぽんちゃんはとっても綺麗になっていた。

　僕はなんだか無性に悲しくなってしまって「変わってないね」なんて、気付かぬふりをした。そんなこと無いって本当は気付いているのに。

　三十五個あった顔も倍くらいに増えているし、足は新しく三千本生えている。体にはぺとぺとした黄緑色の液体がにじみ出ているし、触手の吸盤は新しくなっている。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの変わったところは全部わかる。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの腹部から七番目のおへそに向かって産毛が生えている。

【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】が大人になった証あかしだ。

　ちょっと見ない間にぺろぽろぱらぽんちゃんは、すっかり大人の女の子になっていた。

「ふーんだ。あたし最近すごいモテるんだから」

「だよね。ぺろぽろぱらぽんちゃん可愛かわいいもん」

　僕がそう言うと、ぺろぽろぱらぽんちゃんは顔を深緑色に染めて、俯うつむいた。

　ごにょごにょ五十デシベルくらいの声で何か言っていたけど、僕には聞き取れなかった。

　なんだかその反応が面白くて、僕はもう一度ぺろぽろぱらぽんちゃんの七十個の顔を見つめて言った。

「ぺろぽろぱらぽんちゃんモテるもんな。すごいよ」

「いや、あの、そんなことは……」

「そんなことないよ。ぺろぽろぱらぽんちゃんならモテるのはしょうが無いさ。なんたってすっごい可愛いもん」

「ううう……」

「かわいい。すっごくかわいいよ」

「うう、もう、ばかー！」

　そう叫んで、ぺろぽろぱらぽんちゃんはマッハ百で飛んでいってしまった。

　見た目は少し変わったけど、ぺろぽろぱらぽんちゃんの心の中はあんまり変わっていないみたいだった。

　そのことがなんだか嬉うれしくて、ほっとして、僕はにやにや笑いながら遠くの惑星を滅ぼしたのだった。
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　ちょっと百年くらい星を滅ぼしていると、ぺろぽろぱらぽんちゃんから月額有料テレパシーが届いた。

「アンタ来年ひま？」

「ぺろぽろぱらぽんちゃんは百年前急いで帰っちゃうくらいなんだから、どうせ暇じゃないんでしょ」

「うるさい。それより暇なの？」

　百年前あったことなんか、まるで無かったみたいにぺろぽろぱらぽんちゃんはテレパシーを送ってくる。

　これ以上蒸し返すと会った時にぼこぼこにされてしまう気がするので、僕は「ひまだよ」とテレパシーを返した。

「そう。それなら来年はあたしに付き合いなさいよ。ちょっと行きたいところがあるの」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんから遊びに誘われるのはそれが初めての事だった。

　いつも僕から誘っていたので、ぺろぽろぱらぽんちゃんの誘いに僕の七十六個の心臓は高鳴った。

　その高揚を悟られまいと、必死に冷静を装って「いいよー」と返す。

「じゃあ、来年の頭にアンタとこの前滅ぼした【ぴそろのぽこるん星】に集合ね」

「わかった。楽しみだよ！」

「それじゃあね」

　僕はうきうきしながら、今滅ぼしている最中の星を飛び出した。
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「そんなわけで、ぺろぽろぱらぽんちゃんと来年デートすることになったんだ。どうすればいいと思う？」

　家に帰ってすぐ、僕は隣の家の優ゆう香かちゃんの元へ駆けつけた。

　僕は恋愛に詳しくないので、困った時はいつも幼おさな馴な染じみの優香ちゃんに相談することにしている。

　優香ちゃんはいつも面倒臭そうしながらも、ずっと僕の相談に乗ってくれている。

　優香ちゃんの名前は今流行のＤＱＮネームとかいうものらしく、周りの大人達はいい顔をしていない。だけど、優香ちゃんが本当は優しい子だってことを僕は知っているんだ。

「まーたぺろぽろぱらぽんちゃんの相談かよ。いい加減自分で考えろ」

「僕もそうしたいけど、いかんせんどうしたらいいのか全くわからない」

　優ゆう香かちゃんは「はぁ」と大きなため息を吐つく。

「いい加減お前も私を卒業しろ」

「頼む！　今回だけだから！」

「もう仕方ないなぁ。はぁ。何でこんなやつ好きになっちゃったんだろう」

　優香ちゃんが五十デシベルくらいの小さな声でなんか言っていたみたいだけど、僕にはよく聞き取れなかった。

「ん？　何だって？」

「何でもない。はいはい。作戦会議しよ」

　優香ちゃんは二本の腕でぶっきらぼうに頭をかいた。

「ありがとう！　ホント助かるよ。優香ちゃんはホント優しいな」

「優しいだけじゃ全然振り向いてもらえないんだけどな」

「ん？　何だって？」

「ああ、もういい。始めるぞ」

　そう言って優香ちゃんは紙とペンを取り出して、僕の改善すべき点を書いていく。

「まず、お前にはダメな点がいっぱいある。それを全すべて列挙する」

　そう言って優香ちゃんは恐ろしい速さでペンを動かした。



















・触手の形がキモい。毎年しっかり切きり揃そろえろ。

・足の数が絶望的なほど少ない。もう一本生やせ。

・体が赤紫色なのもキモい。象牙色とかになれ。

・思いやりがなさすぎる。もっと相手の気持を考えろ。

・ちょっと破壊衝動が弱すぎる。今流行の肉食系男子みたいに惑星人を食え。

・もっと女心を理解しろ。そんなんだから童貞なんだよ。

　エトセトラ、エトセトラ……。



「もうやめてくれ。心が折れそうだ」

「特にお前は女心が分かってなさすぎる」

「そんなに分かってない？」

「私に言わせれば、ゴミだ」

「ゴミ……？」

「ゴミというより、高レベル放射性廃棄物だ。存在するだけで迷惑」

「なるほど……」

　はっきりズバズバ言ってくれるのも優ゆう香かちゃんのいい所だ。優香ちゃんのこういうところは嫌いじゃない。

　ただ、時々ヘコむ。高レベル放射性廃棄物って……。

「ま、まぁ。そんなところも好きなんだけれどもな」

「ん？　何だって？」

　その時、突如秒速九十メートルの突風が吹いたので優香ちゃんが発した言葉を聞き取れなかった。

　優香ちゃんの顔は真まっ赤かに染まっているけれども、一体どうしたのだろう。

「うっせ。もう黙れ」

「えー。気になるよ。言えよ」

「うるさい」

　そう言うと、優香ちゃんはそっぽを向いてしまった。

　優香ちゃんって、たまにこういう良くわからないことするんだよな。文句があるならはっきり言えばいいのに。今更ちょっとやそっとのことで怒る間柄じゃないだろうに。

「まぁいい。とにかく触手の形を整えたら女心を学ぶ練習でもしてろ。私はもう用事あるから行く」

「分かった。いつもありがとう。優香ちゃんがいないと僕全然ダメだ」

　僕がそう言うと、優香ちゃんは寂しそうに笑った。

「ホント、お前は私がいないと全然ダメだ」

「まったくだよ」

「早く独り立ちして、ぺろぽろぱらぽんちゃんと幸せになるんだよ」

「そうなれたらいいな」

「じゃあな。ぺろぽろぱらぽんちゃんと上う手まくいったか教えろよ」

「分かった！」

「じゃあ頑張れ」

「うん。頑張る」

　そんなやりとりをして、その日は優ゆう香かちゃんと別れた。
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　翌年、荒廃して誰だれもいない【ぴそろのぽこるん星】に僕はいた。

　綺き麗れいに切りそろえた触手。頑張って生やした一本の足。

　女心はどうやって学べばいいのか分からなかったからアカシックレコードを読んで勉強しようとしたけど、難解過ぎて挫ざ折せつした。

　まぁ取とり敢あえずこれでいいだろう。あとはぺろぽろぱらぽんちゃんが来るのを待つだけだった。

　待ち合わせ時間になると、ぺろぽろぱらぽんちゃんがマッハ三十で飛んできた。

「ごめん、待った？」

「ううん。いま来たとこ」

　嘘うそだ。本当は三十七日前からずっと待っていた。

　でもなんだか気恥ずかしかったから、僕はそんな嘘を吐ついた。

「今日はどこ行くの？」

「今日は恒星に行って日光浴でもしましょう」

　恒星日光浴。お嬢様育ちのぺろぽろぱらぽんちゃんにしては庶民的なデートコースだ。

　もしかして僕に合わせてくれているのかな。僕が喜びそうなデートコースを事前に予習してくれたりしていたのなら、それだけですごく嬉うれしい。

「恒星日光浴か！」

「嫌だった？」

「ううん、そんなことない。僕、恒星日光浴大好きなんだ」

「ふうん、そうなの。まぁアンタが嫌いか好きかとか関係ないけどね」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはつっけんどんにそんなことを言いながら、ほっと小さく息を漏らしていた。

「もしかして、僕のために考えてくれた？」

　僕がそう聞くと、ぺろぽろぱらぽんちゃんは顔を緑色に染めて、触手をぶんぶん振った。

「はぁ？　そ、そんなわけないじゃない！　あたしが行きたいからそこにしたの！　アンタを誘ったのはついで」

「そっか！　それでも嬉うれしいよ」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはぷんぷん怒って僕の足を一本引きちぎった。

　こうやってぺろぽろぱらぽんちゃんに暴力を振るわれるのも久しぶりのことだ。

　なんだか懐かしくて、僕は泣きそうになってしまった。

　こうやっていられるのも、いつまでだろう。

　突縁脳裏に不安が浮かんだ。それを振り払うように、僕はぶんぶん頭を振った。

　僕達は恒星に向かって飛び立っていった。
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「んー。気持ちいい」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは上半身の衣を脱ぎながら恒星のフレアを浴びている。別に普通のことなんだけど、僕はなんだかどきどきしてしまった。

　小さい頃はぺろぽろぱらぽんちゃんの裸は見たことはある。

　それに、【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】からしたら誰だれかの前で裸になることなんて何ら特別なことではない。

　でも、僕の星では大人になるとその行為はほんの少しだけ特別な意味合いを持っていた。

　僕の星では、大人になると通常裸を見せ合ったりはしない。愛し合っている二人だけが愛を確かめるために裸で抱きあったりするのだ。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはそのことを知らないのだろうか。

「アンタも気持ちいでしょ。ほら、いいフレア！」

「う、うん。そうだね」

　僕はぺろぽろぱらぽんちゃんの顔を見ることは出来なかった。どきどきしながらそんなことを言うのが精一杯だった。

「楽しくない？」

「そんなこと無いよ。なんだか楽しすぎて、あまりにも幸せすぎてちょっと不安になっちゃっただけだよ」

「そっか。それならいいんだ」

　そう言うと、ぺろぽろぱらぽんちゃんは少し悲しそうな顔をした。

　そして、言い難にくそうに僕に向かって言葉を投げかける。

「えっと、あのね。実は言いたいことがあって、今日アンタを誘ったの」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの突然の言葉に、僕の心臓が早鐘のように鳴り響いた。

「なに？」

「実はね──」

　一呼吸置いて、ぺろぽろぱらぽんちゃんは静かに言った。



「アンタとこうやって遊べるの、今年で最後かもしれない」



　心臓に爆弾をぶつけられたような衝撃が響いた。

　僕は何も言えずに、その場に固まった。

「あのね、パパとママがお見合いしろって。アンタも知ってるでしょ？　あたしに三十五兆体の許嫁いいなずけがいること」

「うん。知ってる」

「なんかね、来年からその許嫁たちが殺し合いのトーナメントをするの。それで、そのトップ百体の許嫁達と結婚するんだって。ばかみたい」

　許嫁たちとの結婚。王族の世界ではよくあることだ。ぺろぽろぱらぽんちゃんもいつかそうなるのだって覚悟はしていたつもりだった。

　だけどぺろぽろぱらぽんちゃんは僕に暴力を振るってくる普通の女の子で、普段はツンツンしている女の子で、マカロンを食べるとデレデレする可愛かわいい女の子で、僕の大好きな女の子なんだ。

　頭では分かっているつもりだったけど、僕は全然現実を理解できていなかった。

　今こうやってぺろぽろぱらぽんちゃんからこの話を聞いても、どこか遠い世界の誰だれかのお話みたいでまるで実感が湧わかなかった。

　何も言えないでいる僕の顔を見つめながら、ぺろぽろぱらぽんちゃんは言う。

「だからね、今年は最後に思い出を作ろうと思ってアンタを誘ったの。ホントはね、アンタが恒星日光浴好きなこと、いろんな方に聞いたりしたわ。最後くらいアンタにいい思いをさせてあげたいと思って。でもね、でもね」

　言い切らないうちに、ぺろぽろぱらぽんちゃんの百四十個の瞳ひとみからは大粒の涙が溢あふれ出だしていた。



「最後なんて嫌。もっと一緒にいたい。もっとアンタと一緒にいたい。アンタと一緒に星を滅ぼしたいし、恒星日光浴にだってもっと行きたい。もっとアンタのこと知りたい。ずっとずっと一緒にいたい」



　僕は何も言えなかった。

　体がタングステンのように固まって、動かない。

　何か言わなくちゃ。



　何か──



「ごめんね。迷惑だったよね」

「そんなことない。そんなことないよ」

「ううん。迷惑かけちゃう。あんたと一緒にいたらきっとパパとママがあんたを殺しちゃうわ。アタシやっぱり許嫁いいなずけと結婚する。なんかごめんね。いつも迷惑かけちゃって。あんたといると、いつも素直になれなくて」



　ぺろぽろぱらぽんちゃんを引き止めるような一言を何か──



「今年はもう帰るね。久しぶりにアンタと会えて楽しかったわ」

「待って──」

　僕の言葉を聞き終えること無く、ぺろぽろぱらぽんちゃんは触手をぬるりとなびかせた。

　触手はみるみる姿を変えていって、最後には翼みたいな形になった。

「それじゃあ、さようなら」

　そう言ってぺろぽろぱらぽんちゃんは翼をはためかせ、マッハ二百で飛び去っていった。

　僕はその姿をただ呆ぼう然ぜんと見つめることしか出来なかった。
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　翌日から、ニュースで【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星】で許嫁トーナメントが開催されたことが大々的に報道され始めた。

　そのニュースを聞いて、今まで手の届くところにいたぺろぽろぱらぽんちゃんがなんだか遥はるか遠くに行ってしまった気がした。

　僕は気晴らしにこの前途中で放置していた惑星を滅ぼしていたけれど、一向に気分は晴れない。

　どんよりとした黒い膜が常に心を覆っているみたいで、何をやっていても辛つらかった。

　僕は現実を忘れるように、徹底的に星の破壊に勤いそしんだ。



　百年が経過すると惑星の破壊もすっかり終わっていた。やることもなくなった僕は家に引きこもっていた。

　そんなある日、とうとうぺろぽろぱらぽんちゃんの許嫁いいなずけ候補が千体に絞られたというニュースが流れた。

　この調子なら、数日内にはぺろぽろぱらぽんちゃんの許嫁は決定するだろう。

　僕は居ても立ってもいられなくなってしまった。

　あの中の誰だれかがぺろぽろぱらぽんちゃんの第七十番目の消化器官から出る黄緑色の愛の液体を飲むのだと思うと、身が張り裂けそうだった。

　心臓が痛い。頭がおかしくなりそうだ。

　だけど、僕には何も出来ない。

　僕はぺろぽろぱらぽんちゃんの許嫁なんかじゃない。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんと結婚できないんだ。



「おい！　開けろ！」



　僕の家がグラグラ揺れる。顔を出してみると、そこには優ゆう香かちゃんがいた。

「お前何やってんだよ！　ニュース見たぞ！」

「知ってるよ。放ほうっておいてくれ」

「取とり敢あえずちょっと入るぞ」

　優香ちゃんは僕の家に勝手に入ってくる。家の中に入ってくると同時に、優香ちゃんは二本の腕で僕の胸ぐらをつかんだ。

「お前、この前デートしてたじゃねぇか。」

「ニュース見れば分かるだろ。もう遅いんだよ」

　その時僕は自暴自棄になってしまっていたのかもしれない。

　僕を心配している優香ちゃんにそんな言葉を吐いてしまった。

　イライラした僕は、家の中心で核融合を起こして全身で怒りを表現した。



　もう近付かないでくれ！



　本当にダメな奴だってのは分かっている。

　でも、もうぺろぽろぱらぽんちゃんのことを考えるのは辛つらいんだ。

　放っておいてくれ。

　優香ちゃんはそんな僕に近付いて、全力で頬ほおをひっぱたいた。ビンタの衝撃波で半径二千キロの大地が焦土と化した。

　唖あ然ぜんとしている僕に向かって、優香ちゃんは叫ぶ。

「てめぇの気持ちはそんなもんなのかよ！　何千年、何万年ぺろぽろぱらぽんちゃんを好きだったんだよ！　こんなんで終わって本当にいいのかよ！」

「いいわけないだろ!!」

　僕もたまらず叫ぶ。

「僕もぺろぽろぱらぽんちゃんのことは大好きだよ！　愛してるよ！　結婚したいってずっと思ってるよ！」

「じゃあ行けよ！」

「うっせー！　僕が行って、結婚した所でぺろぽろぱらぽんちゃんが本当に幸せになれるのかよ！　辺境の【ろろのぷすん・がのぴりりんろんろん・ぱらぽ・ぽろぷるん星人】なんかと結婚するよりも、親に決められたいい相手と結婚したほうがぺろぽろぱらぽんちゃんが幸せになれるに決まっているだろ!!　何もわかってないくせに！　バカヤロー！」

「わかってるよ！」

　そう言うと、優ゆう香かちゃんの二つの瞳ひとみから涙が溢あふれた。

「分かってる。お前のいいところ全部わかってるよ。だって私はお前のこと、ずっとずっと好きだったから」

「なっ……」

　突然の優香ちゃんの告白に、僕の怒りはとたんに吹き飛んでしまった。それ以上僕は言葉を発することができなかった。

「でも、今のお前のことは嫌いだ。お前はいつだって真っ直ぐぺろぽろぱらぽんちゃんのことを好きだったじゃないか。どんなに劣等感を感じようとも、冷たくされようとも、お前はずっとずっとまっすぐにぺろぽろぱらぽんちゃんを愛していたじゃないか」

　僕は何も言わない。涙を流しながら語り続ける優香ちゃんの言葉に聞き入っていた。

「今のお前は全然魅力的じゃないよ。今のお前はただの高レベル放射性廃棄物だ。それでいいのかよ」

「でも……」

「うっせー！　言い訳すんな！」

　そう言って、優香ちゃんはもう一度俺おれの頬ほおを叩たたいた。

　ぱちりと乾いた音があたりに響く。

　そのビンタはさっきと違って、とても優しいものだった。

「それとな、ぺろぽろぱらぽんちゃんは許嫁いいなずけと結婚して幸せになれるなんて、そんなことお前に言ったのか？」

「言ってない」

「それじゃあお前が勝手にぺろぽろぱらぽんちゃんの気持ちを語るな。何もわかっちゃいないのに」



　そうだ。ぺろぽろぱらぽんちゃんは最後に言っていた。



「もっと一緒にいたい。ずっとずっと一緒にいたい」



　最後に会った日、ぺろぽろぱらぽんちゃんが言った言葉を思い出した。

　そうだ。そうだった。

　馬鹿なのは僕だ。

　いつも本音を言わないぺろぽろぱらぽんちゃんが、マカロンも食べていないのにそんなことを言ったのだ。

　すごい勇気が必要だったろう。きっと一生分の勇気を使ったに違いない。

　それなのに僕は、僕は何もできていない。

　そんなぺろぽろぱらぽんちゃんの気持ちに何一つとして答えられていない。

　くそう。僕は本当に大馬鹿野郎だ。

　行かなきゃ。急がなくちゃ。



「優ゆう香かちゃん。僕行かなきゃ」



　そう言って、僕は急いで飛び立つ支度を始める。

「行くのか？」

「うん。行くよ」

「そっか。私、振られちゃったかな」

「ごめん」

「いいよ。私はそんなお前のことを好きになったんだからさ」

「ごめん」

「気にすんな。早く行け。ぺろぽろぱらぽんちゃんが結婚しちまうぞ」

「うん。行ってくる」

「じゃあな」

　どんな時も強気な優香ちゃんだけど、その時はちょっと泣いているみたいだった。



「ありがとう」



　最後に僕はそう言い残す。

　返ってくる言葉を待たずに、僕は地面を全力で蹴けって飛び出した。

　後ろは振り返らない。

　僕はそのままマッハ四百で星空の彼方かなたへ飛んでいった。
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　トーナメント会場に着くと、数百の許嫁いいなずけ達の死体が転がっていた。

　許嫁トーナメントもう終わったのだということが、それを見て分かった。

「何の用事だ！　ここは関係者以外は立ち入ることは出来ないんだぞ！　帰れ！」

　僕を見るや否や、警備員らしき【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】がすごい剣けん幕まくで怒鳴りつけてきた。

　僕はそんな【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】に高濃度硫酸を大量に吐きかけた。すぐに彼は硫酸の海に溺おぼれて消滅した。

「何事だ！」

「誰だれだ誰だ！」

　そんな光景を目の当たりにして、辺りに【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】が集まってくる。

「ぺろぽろぱらぽんちゃんを出してくれ！　言わなきゃいけないことがあるんだ！」

「ぺろぽろぱらぽん様は今挙式の準備中だ。出て行ってくれ」

　そう喚わめき散らす彼らを砂粒みたいにばらばらにしながら、僕は会場を駆け巡る。

　間に合ってくれ。

　伝えなきゃいけないことがあるんだ。

　僕の足よ、体よ、全力で躍動しろ。

　触手は千切れそうだったし、体の節々がぼろぼろ剥はがれ落おちている。

　でも、それでいい。

　僕の体の痛みなんか、ぺろぽろぱらぽんちゃんの心の痛みに比べたら大したことはない。

　マッハ千で僕は走り続けた。



「ぺろぽろぱらぽんちゃん！」



　超高密度特殊タングステンでできた扉を微粒子レベルに分解して入った部屋には、ぺろぽろぱらぽんちゃんと百人の許嫁がいた。

　その姿を見て、僕は思わず大声を上げてしまった。二百デシベルの僕の叫び声で、あたりにいた身体からだの弱い者の三半規管が粉こな微み塵じんに消し飛んだ。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの姿を見るに、これから結婚式が開かれようとしているのは、誰だれの目にも明らかだった。

　ベトベトしたスライム状の許嫁いいなずけから、真四角で鉱物みたいな許嫁。身長七万メートルの円柱みたいな許嫁や、スモッグみたいな気体の許嫁まで、その姿は多種多様だった。

　だけど、どいつもこいつも格かつ好こ良くて、世間的に言ってみれば、ぺろぽろぱらぽんちゃんとお似合いのカップルだった。

　でも、もうそんなのを気にするのはやめた。

　世界が何を思おうが、僕には関係ない。

　大事なのは僕とぺろぽろぱらぽんちゃんの気持ちなんだ。



　最後に会ってから百年しか経たっていないのに、ぺろぽろぱらぽんちゃんは随分変わっていた。

　淑女の証あかしの体を覆う紫色の衣は取り払われていて、象牙色の美しい肌が露あらわになっていた。結婚の衣装である、真っ青なぬるぬるの液体も被かぶっている。

「なんでこんな所に来たの！　さよならって言ったじゃない！」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは大声で怒鳴った。

「ぺろぽろぱらぽん様！　下がっていて下さい！」

　従者らしき、【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】の一人がぺろぽろぱらぽんちゃんを制止する。回りにいる百体の許嫁達は冷ややかな目で僕を眺めている。ぺろぽろぱらぽんちゃんのお父さんとお母さんは今にも怒り出しそうだ。

　でも関係ない。関係ないんだ！



「ぺろぽろぱらぽんちゃん！　聞いてくれ！」

「なんなのよもう！　放ほうっておいてよ！」

「ぺろぽろぱらぽんちゃんのことが大好きなんだ！　愛してる！」



　僕がそう言うと、ぺろぽろぱらぽんちゃんはぽかんと口を開けて、呆ぼう然ぜんとしていた。ああ、そんな顔も可愛かわいい。

「な、なによ……」

「ぺろぽろぱらぽんちゃんのツンデレなところも大好きだ！　照れるとすぐエメラルドグリーンに肌を染めるそんなところも大好きだ！　にゅるにゅるした触手も大好きだ！　全部好きだ！　嫌いなところなんかない！　結婚してくれ！」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの顔は、みるみるうちにエメラルドグリーンに染まっていく。

　その姿を見て、僕は心の底から幸せを感じた。

「行こう！」

　僕はぺろぽろぱらぽんちゃんの触手を握って、光の速さで走りだす。

　後ろからは許嫁いいなずけ達のどよめきが広がる。ぺろぽろぱらぽんちゃんの両親の怒声がドップラー効果を起こしながら僕の耳に響いていた。

　なんだか物語の主人公になったみたいで、最高に気持ちが良かった。

　僕が強く触手を握ると、ぺろぽろぱらぽんちゃんも僕の触手を握り返してくる。

　ぎゅっと握ったぺろぽろぱらぽんちゃんの触手を、僕はもう二度と離さない。

　二人の触手は、強く強く絡み合っていた。
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「もう。びっくりしたわ」

　結婚式会場から数十光年ほど逃げると、もう追っ手は後ろにはいなかった。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんも、安心したのか、そんな言葉を漏らした。

「で、さっき言ってたことなんだけど……。ホント？」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは顔をエメラルドグリーンに染め、もじもじしながら僕に問いかけてくる。

「ホントだよ。愛してる。結婚してくれ」

　僕はそう言って、ぺろぽろぱらぽんちゃんの三万二千四本目の触手を強く握った。

「うう、そうはっきり言われると照れるわ」

「ぺろぽろぱらぽんちゃんの方がはっきり言ってたけどね。マカロン食べた時とか」

「なにそれ！　あたし何て言ったの！」

「それは内緒だよ」

「なんだそれ！　もー！」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはそう言いながら、僕の触手を七本切断する。

　幸せだ。

　こんな時間がずっと続けばいいなんて、その時切に思ったのだった。

「ねぇ、ぺろぽろぱらぽんちゃん」

「ん？　なに？」

「ちゅーしよ」

「な！」

　僕はぺろぽろぱらぽんちゃんの返答を待たずに、七番目の顔の唇に優しくキスをした。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは直立不動で固まっていた。なんだかその姿がおかしくて、キスが終わったあと僕は大笑いしてしまった。

「ばかー！」

　顔を深緑色に染めたぺろぽろぱらぽんちゃんは、ぽかぽか僕の体を激烈に殴打した。

「はは。ごめんごめん」

「もー。最初のキスがこんなんだなんて最悪！」

「じゃあ、もう一度ちゃんとしよっか。次はぺろぽろぱらぽんちゃんからしてよ」

「え、えっと」

「じゃあ僕はじっとしてるから」

「う、うん。わかった」

　今度はぺろぽろぱらぽんちゃんからキスをしてくれた。

　そのキスは、さっきよりもずっとずっと長くて。

　僕たちは三年くらいずっとキスをし続けた。
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　僕たちは結婚した。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんがいなくなった【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星】は大混乱で、お父さんとお母さんは血眼になってぺろぽろぱらぽんちゃんを探しているらしい。

　そんな中で盛大な結婚式をあげられるわけもなく、僕たちはふらりと立ち寄った惑星を滅ぼして、誰だれもいないその惑星で質素な結婚式を挙げた。

「ごめんね。こんな結婚式になっちゃって」

　僕がそう言うと、ぺろぽろぱらぽんちゃんは笑って返す。

「ううん、いいの」

「誰も呼べなかったし、二人だけになっちゃったし」

「気にしないで！　あたし誰もいない星って好きよ」

「そっか。それならよかった」

「それに、誰もいない星で二人だけでする結婚式って素敵じゃない。なんだか世界の中心にいるみたい」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんが幸せそうで安心した。

　例え宇宙が滅びようとも、ぺろぽろぱらぽんちゃんが笑っているのなら、僕はそれだけでよかったのだ。
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「ねぇ。あたし達が最初に会った時のこと覚えてる？」

　不意に、ぺろぽろぱらぽんちゃんがそんなことを言ってきた。

「覚えてるよ」



　忘れるはずもない。

　当時、小さくて非力だった僕はとある星で捕虜になっていた。

　先の見えない毎日。どうして生きているのかわからない日々。

　希望なんてもの、当時の僕は知らなかった。

　一日たった三十六食しかもらえない地獄のような生活。

　僕達捕虜は次々に飢えで死んでいった。

　そんな絶望に満みち溢あふれたある日、突如やってきた【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】がその星を滅ぼしたのだ。

　その中にぺろぽろぱらぽんちゃんの姿もあった。

　僕なんかよりも遥はるかに自由で、遥かに恵まれた生活を送っているだろうぺろぽろぱらぽんちゃんは、つまらなそうな顔をして僕をこき使っていた奴らをぽこぽこ殺していた。



　その姿はとても美しくて。

　でもなんだかとても悲しそうで。



　思えば、当時からぺろぽろぱらぽんちゃんは決められたレールの上をずっと一ミリも狂わずに歩いてきたのだろう。

　親に決められたままに日々を送り、親に決められたまま結婚をする。

　そんな毎日に、ぺろぽろぱらぽんちゃんはうんざりしていたのかもしれない。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの触手が悲しみの軌道を描き、軌道上にある衛星を何個か破壊していた。衛星上の基地にいる奴らが流星のようにきらきらと惑星に落ちてきた。天が煌きらめき、ぺろぽろぱらぽんちゃんの数万の触手を照らす。

　その姿はただただ美しくて、恒星のように輝くぺろぽろぱらぽんちゃんの姿を、僕はずっと眺めていた。

　そして、ぺろぽろぱらぽんちゃんの腕が僕に近づいてくる。

「ああ。僕も殺されるんだ」

　そう思った。僕は思わず七十六個の目を瞑つぶった。

　でも、何分たっても僕は殺されなかった。恐る恐る目を開けると、そこにいたぺろぽろぱらぽんちゃんは笑っていた。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは笑いながら、泣きそうな声で言った。



「ねぇ。生きるってなんだろうね」



　忘れるはずもない。ぺろぽろぱらぽんちゃんのその言葉に、僕は今の今まで答えられていない。

　その後、僕達捕虜は解放された。

　星を滅ぼした【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】達は何事もなかったかのようにその場を去っていった。

　後々知ったことなのだが、彼らがその星を滅ぼしたのはぺろぽろぱらぽんちゃんのお父さんの気まぐれで、特に意味はなかったらしい。

　兎とにも角かくにも僕は生き残り、ぺろぽろぱらぽんちゃんと出会ったのだ。



「最初に会った時あんたに言った言葉の答え、分かったよ」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはそう言って、僕にキスをした。

「生きるってのはさ。きっとあんたと一緒にいるってことなんだ」

　ぺろぽろぱらぽんちゃんは顔を深緑色に染めながら、それでも真っ直ぐ僕の瞳ひとみを見つめて、そう言った。

　ああ、僕は幸せだ。生きていてよかった。



「ぺろぽろぱらぽんちゃん。愛してる」

「あたしも愛してる」



　誰だれもいない星で、僕たちは一つになった。
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　僕とぺろぽろぱらぽんちゃんはそれから八千四百万年のあいだ一緒に過ごした。

　幸せだった。

　生きてきてこんなに満ち足りた瞬間はなかった。

　でも、【ふぇろがろん・すてごろのぷすぺろ・ぽろぱらぽ星人】の寿命は僕よりもずっとずっと短かった。

　僕よりも先に、ぺろぽろぱらぽんちゃんの寿命がやってきたのだ。

　次第に動かなくなる触手。崩れゆく体。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんの体がぼろぼろの灰みたいになっていくのを、僕は見ていることしか出来なかった。

「そろそろみたい」

　崩壊した惑星で療養生活を送っていたある日、ぺろぽろぱらぽんちゃんはそんなことを言った。

　そう言って僕の肩に載せたぺろぽろぱらぽんちゃんの触手は灰みたいに崩れ落ちていた。

　僕は泣かないって決めていた。

　僕が泣いたって、ぺろぽろぱらぽんちゃんが喜ばないことなんて分かっていた。

　だけど、七十六の瞳ひとみから溢あふれ出るものを僕は止めることが出来なかった。

　もっと一緒にいたい。

　ずっと、ずっと宇宙が滅びるまで一緒にいたい。

　僕は彼女に助けてもらってばかりで、何も返せていない。



　愛してる。

　愛しているんだ。

　一緒にマグマを食べたり、惑星を滅ぼしたりしたい。

　プルトニウムをお腹なかいっぱい食べて、恒星のフレアで浴びたい。

　たまに喧けん嘩かして、時には一緒に泣いて、一緒に笑いあいたい。

　ずっと一緒にいたい。ずっとずっと一緒にいたい。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんのこと、絶対に忘れないから。

　忘れたくないから。

　だから、だから。

　もっと一緒に──



「ありがとう」



　灰のように崩れ落ちながら、ぺろぽろぱらぽんちゃんは言葉を絞りだす。

　もうほとんどど声は出ていない。声帯が崩れ始めているのだろう。

　僕は泣いていた。真まっ赤かな頬ほおを伝う虹色の涙を止めることが出来なかった。

　ぺろぽろぱらぽんちゃんはそんな情けない僕の触手を一本引きちぎって、笑顔で言った。

「もう、泣かないで。心配しなくてもあたしはずっとあなたのそばにいるわ」

「でも、体が。ぺろぽろぱらぽんちゃんの体が」

「ううん。大丈夫。あたしが死んでも、この体がばらばらになっても、あたしだったものはこの宇宙にずっと存在し続ける。あたしはいなくならないわ。ただこの世界と一体になるだけなの」

　そして絞りだすように、かすれた声で最後に僕の名前を呼んだ。



「ぱらぽろぷるんくん。あなたと一緒にいられて、あたしの一生はとても幸せでした。これからもずっとずっとよろしくね」



　ぺろぽろぱらぽんちゃんはそう言うと、真っ白な灰になって消えてしまった。

　彼女の体はこの星の大地となり、空となり、いつかこの宇宙と同化するのだ。

　彼女の最後の言葉に、僕は救われたのだ。

　頭の良いぺろぽろぱらぽんちゃんと違って、馬鹿な僕は未いまだに生きるとは何なのかは分かっていない。

　でも、ぺろぽろぱらぽんちゃんのことを思うと三千五百個の心臓が暖かく鼓動する。



　もしかしたら、生きるっていうのはそういうことなのかもしれない。

　なんとなくだけど、僕はそう思ったのだ。
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　宇宙船の中、僕はぺろぽろぱらぽんちゃんのことを思い出していた。

　ぴかぴか輝いていた、あの思い出を。

　いつまでも色あせない、極彩色の日々を。

　僕は今、とある惑星に向かって航海をしている。

　久しぶりに惑星を滅ぼすことにしたのだ。僕が乗っている宇宙船はもう少しで知的生命体のいる星へたどり着く。

　僕が握る壺つぼの中には、ぺろぽろぱらぽんちゃんだった灰がある。

　今まで惑星侵略に失敗したことはなかったけど、今回は特に失敗しちゃいけない。

　徹底的に、完膚なきまでに壊し尽くさなければならない。

　絶対に成功させるために、僕は念には念を入れて惑星に着いてから体を百体に分裂させようと思う。精神リンクを通して繋つながった僕達は確実にあの惑星を滅ぼすだろう。

　その星を滅ぼしたらぺろぽろぱらぽんちゃんの灰を荒野に撒まこうと思う。ぺろぽろぱらぽんちゃんが好きだった、誰だれもいない滅びた惑星に。

　まかれた灰は広がっていき、いつかこの美しい世界と一体になるのだろう。そうやってぺろぽろぱらぽんちゃんはこの世界で永遠に生き続けるのだ。

　全部終わったら、僕は無人の星の中心で永遠の愛を叫ぼう。

　それがきっと、ぺろぽろぱらぽんちゃんにできるたった一つの手向けだから。



　目指している惑星が見えてきた。

　僕が住んでいた【ろろのぷすん・がのぴりりんろんろん・ぺろぽろ星】から数万光年離れた遥はるか彼方かなた。

　知的生命体に満みち溢あふれて、群青の海が光り輝く、ぺろぽろぱらぽんちゃんの灰を撒まくのにはぴったりの惑星だ。

　さぁ頑張ろう。ぺろぽろぱらぽんちゃんのための、最後の大仕事だ。



　瑠る璃り色に輝くその惑星【地球】に僕は降り立つ。着陸の衝撃で辺りに爆音が轟とどろく。

　凄すさまじい轟ごう音おんに驚いたのか、地球の原住民がわらわら近寄ってきた。

　そんな原住民達をばらばらにしながら、もう一度僕は心の中で小さく願い事をした。

「どうか彼女が幸せに生きられますように」



　みーんみんみん。みーんみんみん。



　真っ青に染まる空の下、あたりには得体のしれない生物の鳴き声だけが響き渡っていた。





















「みーんみんみん。みーんみんみん。セミですよー！」



　真っ黒に染まる空の下、あたりには得体のしれない生物の鳴き声だけが響き渡っていた。

　夏も半ばを迎えた蒸し暑いある夜のことだ。そんな声が急に鳴り響き出したので、俺おれは尋常じゃないほどの恐怖を感じていた。

　これは一体何だ。何が起こっているんだ。まとまらない考えで頭がくらくらする。

　布団の中で耳を塞ふさいで待っていても、その声が止やむ気配は無い。むしろどんどん大きくなっていく。ただでさえ今日は体調が悪いというのに、その声は容赦なく俺の鼓膜をぐらぐら揺さぶってくる。

「間違えた！　人間ですよー。人間ですから大丈夫ですよー。あけてくださーい！　おーい、開けてー！　開けてよー！　開けろー！　怪しい者じゃないから安心してくださーい！　おーい！」

　築四十年、六畳一間のボロアパートが得体のしれない生物のノックで激しく揺れている。ぎぃぎぃと立て付けの悪いドアの軋きしむ音がアパート全体に響き渡る。

　恐怖と不安でぐるぐると視界が回る。突然のことに俺の頭はショート寸前だった。

「開けてー！　怪しいものじゃないから！　本当に人間だからー！」

　得体のしれない生物は、可愛かわいらしい声でことさらに自分が人間であることを主張し続けている。というより、普通人間は自分のことを「人間だからー！」とは言わない。明らかに人間ではない何かだ。

「いるのはわかってるんですよ！　怪しいものじゃありませんから！　セミとかじゃないですから！　大丈夫ですから開けて下さいよ！　開けてー！　人殺しー！　強ごう姦かん魔！　ロリータコンプレックスー！」

　外から響き渡る言葉はどんどんおかしな感じになっていた。このままでは隣人達からあらぬ疑いをかけられてしまう。どうにかしなくては。

　恐る恐る玄関に近付いていく。ドアの向こうからは相も変わらず「開けろー！　もやし牧場主任！　レアメタル発掘責任者！」といった罵ば声せいが鳴り響いていた。最後の方はもはや罵声かどうかも怪しい。

　その時、隣の部屋から壁を叩たたく音が聞こえた。ビクリと体を揺らした瞬間体がよろめき、思わずドアの取手を握ってしまった。

　鍵かぎをかけ忘れたドアは、勢いよく開いた。

「ふわあ」

　ドアの向こうに、セミはいなかった。そこには小柄な小動物みたいな女の子が立っていた。叩たたくドアが急に無くなったからか、彼女はふらりとよろけ、変な声を漏らしていた。

「あ！　やっと開けてくれたー」

　いったい何が起こっているんだ。

「セミじゃないので安心して下さい！　人間ですから大丈夫です！」

　いや、そういうことじゃない。問題はそんなところじゃない。

　現状直面している事態が当人の処理能力を完全に超えていた時、人は何も出来ないということをその時初めて実感した。俺おれはその場に固まり、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「こんにちはー。あっ、間違えた。こんばんは。セミ子こだよ！　今日は恩返しにやってきました」

「セミじゃん」

　そんなツッコミを入れる隙すきもなく、彼女はその後も喋しやべり続けていた。そんな気がする。

　そういった記憶も無いことは無い。だけど俺は現状に耐え切れず意識を失ってしまった。彼女が自己紹介をしている間に、俺はぱたりと玄関に倒れこんだ。

　彼女の慌てふためく可愛かわいらしい声をバックミュージックに、俺の意識はそこで完全に途切れたのだった。








　これはそんな嘘うそつきセミのお話。








「大丈夫ですか！　消防車！　消防車呼ばないと！」

　意識を取り戻した俺おれが目を開くと、そこには彼女──セミ子こが正座であたふたしていた。

「わわっ。よかったぁ。急に倒れちゃってびっくりしましたよー」

　真っ白なワンピースに身を包んだセミ子の姿は、部屋の外の漆黒との対比でやけに眩まぶしかった。胸下に一つだけついている残火のような橙だいだいのリボンがやけに目立つ。その姿はセミと言うよりは植物や花の精霊みたいで、ふわふわという効果音が漂ってきそうだった。

「えっと……。君は……」

　そう言い終わる前に、セミ子は俺の話を遮って言葉を発した。

「こんばんは！　人間のセミ子です！　今日は恩返しにやって来ました」

「えっと、君は誰だれなの。それと最初にセミですって言っていたのは何なの？」

　色々と聞きたいことはあったけれども、取とり敢あえず俺は先程し損ねた突っ込みをする。

　その瞬間、セミ子の額に大量の汗が浮かんだ。顔が引きつり、足は小刻みに震え、不自然に口笛を吹く真ま似ねを始める。

「そ、そんなこと言ったかな～？」

「言ったよ。セミ王国がどうのこうのとか」

「うわ～。やってしまった……」

　そう呟つぶやきながらセミ子は頭を抱えてうずくまる。

















「うああ、こんな初歩的なミスをするなんて。平成の天才セミと言われた私が……」

「うん。よく分からないけど、取とり敢あえず靴を脱いできてよ」

　そんなことを言うと、セミ子こは顔をリンゴみたいに真まっ赤かに染めた。その場で慌てて靴を脱ぎ、ぱたぱたと玄関に向かって走っていく。玄関の手前にある段差でセミ子がこてんと転んだ時、何となく俺おれはセミ王国の未来を案じざるをえなかった。



「これ本当は言っちゃいけないことなんで、本当に内密におねがいしますね……」



　周りにだれもいないのに、セミ子はひそひそ声で、機密事項をペラペラ話し出した。その説明は三時間近くに及んだため、要所以外は割愛する。

　どうやら俺はずっと昔にこの子を助けたことがあるらしい。

「野山の方で、なんかすごいダメそうな感じになった時、君がうわーって助けてくれたんですよ！」

　セミ子はそう、興奮しながら早口でまくし立てる。この時には既にひそひそ声で話すといったことは頭から抜け落ちていたらしい。

　随分とふわふわした説明であったが、どうやらそういうことらしい。

　もちろん、まったくもってそんな覚えはない。そういうわけで当時の詳細を聞いてみた。

「これ以上は本当にまずいの。これ以上話すとセミ王国の人達の呪のろいっぽい感じのあれで、まるくるが拒食症にさせられてしまう可能性が無なきにしも非あらずな感じなの……」

　すると、これまたふわふわした返答が待っていたのだった。

　因ちなみにセミ子の話によると、このまるくるというのはセミ子のペットのことである。好きな食べ物は魚で、嫌いなものはペットボトルに入った水。冬になるとよくこたつで丸くなるといった特徴を持った生物で、「にゃーん」と鳴きながら甘えてくるのがとても可愛かわいいらしい。どう考えても猫だ。猫を飼っている。セミなのに……。

「まるくるが拒食症になるとふかふかじゃ無くなっちゃうんです……。それだけは何としても避けたいの。ふかふかしていないまるくるなんて、ふかふかしていない猫みたいなものだよ！」

「そうだね。猫だね」

　そんな感じで本来の目的を忘れ、いかにまるくるがふかふかしているかを熱弁していた彼女だったけど、本来の目的を思い出したのか、

「そんなことはどうでもいいの！」

　と叫び、話を本筋に戻した。

　その後、セミ子が昔自分を助けてくれた俺になにか恩を返さないと、今度はまるくるの体毛がどっさり抜け落ちる呪いが発動するとの旨を、実に長々と、時にはあたふたしながら説明されたのだった。

「そんなわけで呪のろいっぽいアレをどうにかするには恩返しをするしかないんだよ……」

　セミ子こはしょんぼりとしながら、取ってつけたような説明を終えた。

　そうかー。そういうことなのかー。

　なんて、納得できるはずがない。

　俺おれは生まれてこの方、セミ王国なんて単語は聞いたことはなかったし、今後も聞く予定はなかった。そんなもの、常識的に考えてあるはずがない。

「えっと、ちょっと待って。ちょっと整理させて」

「いいですよー。どんどん整理してくれたまえ」

　俺はその場で必死に考えた。体調が悪いからか、思ったよりも頭が働かない。このよく分からない現状をうまく整理しきれないのだ。

　俺がうんうん唸うなっている横で、セミ子は暇なのか、部屋にある観葉植物をしげしげと眺めていた。何がそんなに面白いのか理解に苦しむけど、時々顔を隠しながらえへへーと呟つぶやいていた。にやにや笑ったりしていたけど、こちらからは完全に丸見えだった。正直怖い。

「その、何と言うか、セミ王国だっけ？　それってどこにあるの？」

　まとまらない考えでそんなことを聞いてみる。セミ子はうーんと数秒考えこみ、あたりを見渡す。そして北窓を指差し、笑顔で答えた。

「たぶんあっちの方にあるよ！」

　ああ、恐らくこの子は本物の阿あ呆ほうなのだ。この時俺はそう確信した。

「そっかー。あっちか」

「そうですよ。あっちじゃなかったらどっちだって言うの」

「そっかー。ちょっとトイレ行ってくるね」

「わかりましたー。いってらっしゃい」

　俺はこの超現実的な空間ではいつまでたっても考えがまとまらないという、確信に近い何かを感じ取った。そんなわけで、俺はふらふらとおぼつかない足取りでトイレに向かっていった。

　恐らく風か邪ぜがまたぶり返してきたのだろう。関節が締め付けられているように痛み、そのたびに倒れそうになる。まだ少しふらふらする頭で俺は必死に思考をまとめた。

　彼女、セミ子は本当にセミ王国からやってきたセミ少女なのだろうか。

　いや、そんなはずない。十中八九、頭のネジが数本外れた電波ちゃんだろう。

　とにかく、あまりこの手のタイプの電波ちゃんとは関かかわり合いを持たないほうがいい気がする。どう考えてもこの先に待っているのは警察沙ざ汰た一択だろう。

　怪しい人には帰ってもらおう。数分考えた結果、そういった結論に至ったのは最も早はや自然の流れだった。

「どうやって帰って貰もらうかだよな……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながらそっとトイレを出て部屋に戻ると、セミ子こは何な故ぜかでんぐり返しの練習をしていた。

　くるくる。くるくる。ぺしゃり。でんぐり返しが潰つぶれた。

　頭を打ったらしく、セミ子は痛そうに額を押さえている。

「なにやってるの」

　途端にセミ子は額を押さえる手を後ろに隠し、何事もなかったかのように振る舞う。

「ひ、暇で暇でしょうがなかったから、でんぐり返しをしてたの」

　セミ子は恥ずかしそうに俯うつむきながらそう返す。言い終わった後、はっと閃ひらめいたような顔をしたセミ子は、続けて言葉を紡いだ。

「あのね、あのね！　セミ王国ではでんぐり返しができるのが大人の証あかしなんだよ」

「そ、そうなんだ」

「うん、だからね、でんぐり返しをすることはセミ王国じゃ全く恥ずかしくないことなんだよ！」

「そ、そっかー。すごいね」

　むふー。と自慢げにセミ子は持論を展開していった。どう考えても後付けの設定だったのだが、それで誤ご魔ま化かせたと思っているらしく、その顔は自信に満みち溢あふれている。

「それじゃあ俺おれがセミ王国に生まれていたら、神童だったろうな」

「サラブレッドだね！」

　色々と突っ込みたいところはあった。だけど、悪気もなくそんなことを言う彼女を見ていると、なんとなくだけれどもセミ王国の人々が人間に害を与えることはきっと無いのだろうなんて、そんなことを思った。思ったけど、俺はそんなどうでもいいことを口にはしなかった。



「あーっ！　時間だ！　帰らなくちゃ！」

　突如セミ子が声を上げた。

　深夜四時。俺がドアを開けてからおよそ五時間経たったところだった。

「ちょっとまた今度！　今日はごめんなさい！」

「はぁ」

　急いで立ち上がると、セミ子は玄関まで飛ぶように走っていった。そして玄関の前の段差で、先程と全く同じように転ぶ。ワンピースの下の方から青と白の縞しま模も様ようが見えた気がしたけど、俺は気づかぬふりをして目をそらした。

「し、し、しつれいしました！」

　彼女は起き上がると顔を真まっ赤かに染めながら言葉を吐き、そのまますぐさま家を出ていった。まるで木枯らしが通過していったみたいで、俺おれは再度呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

　その二秒後に、俺は布団に突っ伏した。今日起こったことはきっと夢なんだって、そんなことを思いながら、祈りながら、俺はそのまま意識を手放した。
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　うだるような暑さで目を覚ます。なんだか変な夢を見ていたような奇妙な感覚に陥った。どんな夢だったかは、あまり覚えていない。ただ、昨日よりもずっと、体調は良くなっていた。頭も体も軽い。

　夢の内容を思い出そうとしていると、部屋が殺人的な暑さを醸し出していることに気付いた。俺は熱気で狂ってしまう前に、急いでエアコンのスイッチを押した。すぐにエアコンから涼しい風が出始め、部屋の気温を下げていく。

　べたべたする服を脱ぎ、俺は汗を流すためにシャワーに向かった。

「どんな夢だったかな」

　一人暮らしをしているとやけに独り言が多くなってしまう。俺はシャワーを浴びながら、壁に向かって言葉を吐いた。すると、昨日のおかしな夢を、あたかも現実だったかのように思い出すことができた。



　そう、セミ子このことが。

　夢にしては、妙に現実的に。

　あの夢は一体何だったのだろう。



　夢のことを真剣に考えていても仕方がない。俺はシャワーを早めに切り上げて、部屋に戻ることにした。部屋はエアコンが必死に冷やしてくれたらしく、十分くらいしか経たっていないのに少し肌寒いくらいだった。

　ふと、時計を見ると短針が五の数字を指し示していた。

　ああ、やってしまった。もう午後五時だ。

　風か邪ぜは、すっかり俺の生活習慣をぶち壊していたのだった。

　俺は急いで図書館に向かう支度を始めた。が、やめた。

　こんな時間から図書館に向かっても、ほんの二、三時間しか勉強できない。それなら、図書館なんかじゃなくて家で勉強をしよう。

　俺はリュックから古典の参考書を取り出すと、一昨日までに進めたページをぺらぺらとめくった。相変わらず良く分からない。ため息をつきながら、俺はしぶしぶと最新の問題を解き始めた。この古典の問題と対たい峙じしている時ばかりは、大学入試という制度を考えた人間が親の敵より憎らしくなる。分からない問題に歯は軋ぎしりをしながら、俺おれは黙々と問題を解き進めた。

　六時間くらい経たっただろうか。今日は久しぶりに勉強がはかどった。少しずつだけど、自分が賢くなっているのが実感できるから勉強は嫌いじゃない。特に、分からない問題が分かるようになった時の気分は得難いものがある。

　分からない問題をとうとう自力で解けるようになった俺は、その時ずいぶんと気分が高揚していた。六時間ぶりに休憩を入れ、部屋の中でスキップする。

　その時、俺は明らかに自分のものではないピンク色の便びん箋せんが目に入った。直感的に、何か嫌な予感がした。高揚していた気分が霧散していくのが手に取るようにわかった。

　恐る恐る、その便箋を拾う。そこには可愛かわいらしい文字で、こう書かれていた。

『明日も恩返しのためにお邪魔しますね。炭酸飲料が好きなので、コーラとか用意していてくれたら助かります』

　風か邪ぜはもう治っているにもかかわらず、俺はふらりとよろけた。ちょうどそのメッセージを読み終わったのと同時に、玄関から声がする。そう、あの声が。



「こんばんはー！　セミ子こですよ！　人間のセミ子ですよー！　開けてくださーい」



　昨日の出来事は夢ではなかったらしい。甲高い声で叫んでいる女の子が、その証拠だ。俺は全速力で部屋を飛び出し、セミ子の元へ駆けつけた。

「わわっ。今日はずいぶん速かったね！　筋トレしました？」

　あわあわとそんな意味の分からないことを言っているセミ子を、取とり敢あえず部屋の中に入れた。もう遅いかもしれないけど、近所の方に勘違いされても困る。

　いや、勘違いでもないか。どうしようもない電波ちゃんが一人存在しているのは紛まがうことなき真実だ。胃がキリキリ痛む。

　足が地に着いていないのではないかと疑うほど、ふわふわしているセミ子を眺めていると、俺はなんとなく憂ゆう鬱うつな気分になった。部屋に入るとセミ子は早々に口を開いた。

「昨日は突然帰ってしまってごめんなさい」

「いや、全然構わないというか、有り難いというか……」

「今日はしっかりと、がっつりと恩返しをするよ！」

「そんなに無理をしなくても……」

「任せて！　鶴つるの七倍は恩返しをするね！」

　ああ、まるで話を聞いていない。俺はもう一度ため息を吐ついて、この電波少女を家から追い出す方法を考えるのをやめた。こんなにも目をキラキラさせながらやる気に満みち溢あふれているセミを家から追い出すのは至難の業だろう。それなら、条件を呑のんで早めに帰ってもらう方が楽だ。

　俺おれはすべてを諦あきらめ、セミ子こを見つめ、聞く。

「それで、どんな恩返しをしてくれるの」

「それは……」

　そう言うとセミ子はすこし、言葉を詰まらせた。そして顔を上げ、意を決したように話し始めた。

「えっと、わからない……かな」

「分からないって……」

「何をして欲しいかは、君が決めることです」

「俺か」

「そうです。君です」

　確かに、恩返しの内容は当人が決めた方が望み通りになるので、良い恩返しになるだろう。そう考えると、たしかに理に適かなっている。

　俺は少し唸うなった。

　何か良いアイディアがないか、しばらく考えることにした。

　その間セミ子は、やはり暇を持て余しているのか、カーテンを右に左にカシャカシャやっていた。こいつのこんな行動にも、もう慣れた。

「そうだ」

　俺はふと良い案が思いついたので、セミ子に聞いてみた。

「俺を志望大学に入れてくれ」

　もしセミ子に俺の願ったことをなんでも叶かなえてくれる魔法みたいな力があるなら、俺は受験勉強から逃れることができる。それに悪くとも、たとえセミ子がこれから長く居座ったとしても受験勉強の邪魔をすることはないだろう。

　現在最も優先すべきは勉強だ。それを間違えちゃいけない。我ながらいいアイディアだ。

「わかりました！」

　そう言うや否や、セミ子はふわりと立ち上がり、つかつかと俺の方へ近づいてきた。目の前まで来ると、セミ子はすとんとしゃがみ、大きな瞳ひとみで俺の顔をのぞき込む。セミ子の長い黒髪が俺の顔にあたり、頬ほおをつたい撫なでるように落ちていった。近づくにつれて、女の子特有の甘い香りが鼻孔をくすぐる。

　俺の目の前でセミ子は自分の手のひらをぺたりと合わせ、そして──

「どうか合格しますように。なむなむ」

　そう呟つぶやいたのだ。

　そう思えば、セミ子はすぐ元いた場所に戻り、まるで飼い主が投げたフリスビーを取ってきた犬のように満足そうな表情をしながら「次の願いはなんですか」と、はつらつとした声で聞いてきた。

　ああ、これは駄目なパターンだ。俺おれは静かにそう思ったのだった。



　その後も、どうしようもない出来事が続いた。

「お金が欲しい」

　そう願えば、セミ子こはニコニコしながら「今三円しかないからこれあげるね！」と言い、ティッシュペーパーを渡してきた。

「肩がこった」と願うと先程と同様に、「どうか肩こりが治りますように。なむなむ」と祈った。いや、肩をもめよ。

　諦あきらめて「世界を平和にして下さい」なんて、悟りを開いた人みたいなことを言ってみると、何な故ぜか彼女は常日頃から持ち歩いているらしい方位磁針を持ち出し、北東の方角を向きながら、

「なんとかしてくださーい！」

　と叫んだ。これは予想なのだが、恐らくセミ子はアメリカ合衆国に世界平和を懇願していたのではないかと思う。あまり意味は無いと思うので、そこらへんは自慢のセミ王国で何とかならなかったのだろうか。

「何が得意なの！　何ができるの!?」

　どうしようもなかったので、俺は素直に尋ねてみる。

「形の良い石を探すのは得意だよ！」

　するとセミ子は何の悪意もなくそんなことを言ってのけた。

「そ、それはどんな恩返しの役に立つのかな」

「君が形の良い石を探している時とかに役立つかなー」

　俺はもう、頭を抱えることしか出来なかった。



　そんなことをしているうちに時間は流れていき、あっという間に四時間くらい過ぎ去っていた。この四時間で学んだことは、こいつの恩返しをする能力が皆無に等しいといったことだけだった。恩返しをしてもらおうという望みは、この時既に殆ほとんど消え去っていた。

　俺の願望に対するセミ子のシュールな返答にため息をついていると、恩返しのリクエストの間が空いたためか、セミ子は暇を持て余して窓の外をぽけーっと見つめていた。

　そんなセミ子を眺めながら、俺はふと、この春から始まった大学生活を思い返していた。あのなんとも灰色な大学生活を。



　一浪して今の大学に入ってすぐに、ここでは俺の学びたいことは学べないと思った。ここは俺のいるところじゃないなんて、そんなことを考えてしまったのだ。

　入学式の日に俺おれは再受験を決めた。

　だから俺は、友達を作ろうとはしなかった。どうせ一年後には別れるわけだし、友情を育んだところで無駄でしか無い。新歓コンパにも、クラスコンパにも、新歓合宿にも、どれにもこれにも、全部行かなかった。それが一番いいって、自分に言い聞かせ続けていた。



　再受験のために、再受験のために、サイジュケンノタメニ。



　友達は勿もち論ろん一人もいない。地元の友人達とも、すっかり疎遠になってしまったので、話を聞いてくれる人は誰だれもいない。たまに大学に行っても、一言も発しない。食堂は混んでいるので、仕方なく昼飯はトイレで食べる。飲み会の誘いなんてあるわけがないし、俺の知らないところでコミュニティがどんどん形成されていく。楽しそうな大学生達の笑い声が腹の奥深くに突き刺ささる。

　日が進むに連れて、大学に向かう電車に乗るのが苦痛になっていた。

　だけど別に寂しくなんか無い。俺にはやらなければならないことがあるのだ。仕方ないのだ。別に、こんな奴らと友達になんかなりたくはないのだ。

　嘘うそだ。全くの嘘だ。孤独は耐えられても、孤立は耐えられない。

　人との関かかわりを捨てたいなんて、これっぽっちも思っちゃいない。だけど、分かっているのだけど、変な選民意識が邪魔をして友達を作ることが出来ない。ここ一年で、俺はすっかり友達の作り方を忘れてしまった。

　もちろん自分が特別じゃないなんて、重々承知している。頭では分かっている。それでも俺は毎日孤立し、その小さな孤立がまた変なプライドを助長していった。

　結果として、俺はどうしようもないほど独りになった。

　そんな大学生活を送っていて、恐らく気が滅め入いっていたのだろう。そうでもなければ、こんな気合の入った電波ちゃんを家に招き入れたりはしなかっただろう。



「友達がほしいな」



　いつの間にか俺はそんなことを呟つぶやいていた。自分がそう呟いたのに気付くのにしばらく時間がかかった。気付いた時、俺の顔は火が出そうなほど真まっ赤かに染まっていた。

　この言葉が誰に向けられたのかは、俺自身も分かっていなかった。

　ふとつまらない大学生活を思い返したはずみで、心の底にあった願望が口から溢あふれただけかもしれない。

　それがセミ子こに対する恩返しのリクエストだったかは、今でも定かではない。



「わかりました！」

　俺おれの言葉が聞こえたのか、セミ子こは自信満々に言ってのけた。意味もなく立ち上がり、その大きな瞳ひとみを俺に向け、そして

「私が今日からあなたの友達になってあげよう！」

　ぴしりと俺を指さしながらそんなことを言い放った。

　そこは「友達ができますように。なむなむ」じゃないのか。そもそも俺が欲しいのは、こんな電波ちゃんじゃなくて、もっと普通の──

「むしろ親友だね！　おい親友、コーラ買ってきて！」

　セミ子は瞳を輝かせながら、俺の思考に言葉を被かぶせた。なんとも図ずう々ずうしい。

「コーラなら冷蔵庫の中にあるから飲んでいいよ」

　とても鬱うつ陶とうしかったのだけれども、それでもほんの少しだけ毎日感じていた陰いん鬱うつな気分が晴れたような、そんな気がした。

　冷蔵庫の中のペットボトルに詰まっためんつゆを飲もうとするセミ子を眺めながら、俺はほんのちょっとだけこの奇妙なセミ少女に感謝をしたのだった。
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「あ！　時間だ！」

　気付けば時計は深夜四時をまわっていた。

「帰るんだ」

「うん。もう朝だし、帰らなきゃ」

　そう言うと、慌ててセミ子こは帰り支度を始めた。

「夜は大丈夫なのか。深夜に外出する方が無いと思うぞ」

「えっと、セミ王国ではね、その、深夜外出はものすごく推奨されてるの！」

「でも深夜に外出するのは、人間界では危ないことだよ」

「大丈夫！　そういう時のために、スタンガン持ってきてるから！」

　セミ子はいつも持ち歩いている丸いバッグを漁あさった。

　方位磁針、お菓子、形の良い石、裸豆電球、目覚まし時計、石、リップクリーム、石、石、そしてもう一つ石。

「どんだけ形の良い石好きなんだよ……」

　こいつは一体こんなものを持ち歩いて何をしたいのだろうか。

「あれー。無いなぁ。入れたはずなのに」

　さっきからずっと鞄かばんを漁っているけど肝心のスタンガンは出てこない。セミ子は「あれー。おかしいなぁ」としきりに呟つぶやいていたが、バッグの中にマカロンを見つけると、ぱぁっと表情が明るくなった。

「そうだ！　今日はスタンガンの代わりにマカロンを入れたんだった！」

　そう言いながら、手に持ったマカロンの袋を開くと、そのままむしゃむしゃ食べだした。

「やっぱりマカロンはおいしいなぁ」

　幸せそうにマカロンを頬ほお張ばっているセミ子の頭には、最も早はやスタンガンのことは微み塵じんも残っていないのだろう。何たる単純さ。

「それじゃあ帰り道危ないだろ。送っていくよ」

　俺おれがそう言うと、セミ子の表情がほんの少しだけ曇った。

「えっと、あのう」

「どうしたの？」

「ダメなの。えっと、セミ王国の場所が知られてしまったら、その、えっと……そうだ！　私はもうここには来れなくなっちゃうの！」

　……なるほど。そういう設定だったのね。まぁ、深く追求するつもりはさらさらなかった。聞かれて嫌なことは誰だれしもあるだろう。もちろん、俺だって。

「そっか。気をつけて帰れよ」

「わかったよ！　一生懸命家に帰るよ！」

　セミ子は立ち上がり、くるりと振り返るとぱたぱたと慌ただしく玄関に向かって走っていった。今度は段差にも転ばなかった。

「じゃあ、また明日！」

　ドアの向こうで、零こぼれそうな笑顔を煌きらめかせ、セミ子こはリズムよくアパートの階段を降りていった。というか、明日も来るのか。

　数秒後に階段の下の方から誰だれかが転んだ音がした。やれやれと独り言を呟つぶやきながら、俺おれは少しだけ、笑った。



　　　＊



　翌日も、風か邪ぜで狂った生活習慣が元に戻ることはなかった。午後四時に起きて、そこから六時間くらい勉強をする。一日のノルマを終えて、休憩を入れようと思ったところで、ちょうどセミ子がやってきた。

　セミ子は昨日と変わらずにシュールな恩返しをしたり、勉強をしている俺の横で観葉植物を眺めていたり、持参の形の良い石を磨いたり、小説を読んだりと、適当に時間を潰つぶしていた。

　願いを聞き入れてか、セミ子が勉強の邪魔をすることは無かった。そして深夜四時頃になると、セミ子は昨日と同じように帰っていった。

　俺はその後風ふ呂ろに入り、少し勉強をした。太陽が一日の始まりを告げると同時に、夢の世界にダイブしていった。

　完全に昼夜が逆転してしまった。これは、ちょっとやそっとでは戻りそうにない。

　それでも、セミ子との会話がいい気分転換になって、勉強の調子はなかなか良かった。

　それにしても、セミ子は本当に何をしに来ているのだろう。今日だって恩返しなんかほとんどしないで俺と会話をするか、一人で時間を潰していた。

　それでも、勉強の邪魔にはならないので問題はないのだけれども。
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「そういえばセミ子は──」

　セミ子に出会ってから四日目の深夜、俺の部屋でごろごろしながら随分と傷んだ小説を読んでいるセミ子に、ふと疑問を投げかけてみた。

「なんでセミ子は、夜にしかやってこないんだ」

　セミ子はいつも、日が落ちてからしか家に来ない。そしていつもきっかり深夜の四時頃に帰っていく。

　いつも疑問に思っていた。なぜセミ子は夜にしかやって来ないのだろうか。



「青空が……」

　セミ子こは小さく呟つぶやいた。

「私、青空が嫌いなの」

「青空が嫌い？」

「そうなの。私、夜が好きなの。暗いのが好きなの」

「へぇ。まるでもぐらみたいだな」

「もぐら可愛かわいいよねー！　もぐら大好き！　でもね、青空は嫌い」

「俺おれは好きだけどな、青空」

　俺がそう言うと、セミ子はほんの少しだけ顔を曇らせる。でも、次の瞬間には何事も無かったように表情をくるりと変え、何も言わずに笑った。

　それにしても、変な考えだ。青空が嫌いなんて、珍しい奴もいるものだ。

「そういえば君はなんで勉強をしてるの？」

　俺がそんなことを考えていると、セミ子が逆に疑問を投げかけてきた。

「君は大学生じゃない。それなのにもう一回受験勉強をしているなんて、そっちの方がすごく不思議だよ」

　痛いところをついてくる。

　俺がもう一度受験をしようと思った理由は、確かにある。でも、その理由はまだ人に話せる段階ではなかったし、話すものでもなかった。傍はたから見れば無駄以外の何物でもない理由だし、実現できるかなんて全く分からないものだった。平凡で普通な、才能もない俺なんかがおいそれと口に出せるようなものではない。

「ん。なんというかね。理系科目が性に合わなくてさ。だから文系の大学に行こうと思ってるんだ」

　俺はそうやって曖あい昧まいに、核心の部分は誤ご魔ま化かした。

「そっかー。どこ目指してるの？」

「んー。◯◯◯大学の文学部的なところかな。俺の偏差値じゃ、ちょっと厳しいんだけど」

　そう言うと、セミ子の表情がぱぁっと明るくなった。

「ぶ、文学部なの!?」

「うん、そうだよ」

「それじゃあ小説を書いたりするお仕事に就くんだ！」

「そんなの一握りだよ。俺は大学生活を楽に送りたいだけ」

「そっか……」

　セミ子は残念そうに声のトーンを落とした。あからさまに落ち込んでいた。その様子がいたたまれなくなった俺は「セミ子は小説とか書くの」と、話を振ってみる。するとまた、セミ子こは表情をくるりと変え、瞳ひとみを輝かせながら答える。

「あのね、小さい頃から色んなお話をずーっと考えてたんだよ！　今書いてるのは、もうほとんど書き終わりそうなんだよ」

　まるで母親に褒められた子供のよう無邪気に、セミ子はさらりとそう言ってのけた。

　俺おれはちくりと自分の胸が痛むのを無視しながら「どんなもの書いてるんだ」と、セミ子に尋ねる。

「えっとね、セミ王国で起こるすごく不思議なセンチメンタルラブストーリーだよ！」

　長い髪をふわりと揺らしながら一生懸命身振り手振りを交え、心底楽しそうに今書いている小説の話をしていた。

「他にもへんてこな宇宙人のお話とか、女の子がお腹なかいっぱいマカロン食べるお話とかも書こうと思ってるんだ。まだ書けてないんだけどね、いつかぜーったい書くんだ！」

　そうやっていつか書きたいと思っているお話のことを語るセミ子の姿は本当に眩まぶしくて、俺はほんの少しだけ目をそらした。

　その日俺は星空のように煌きらめき、紡がれるセミ子の話にずっと聞き入っていた。
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「あれ、ひっさしぶり」

　セミ子と出会って五日目、いつも通り夕方に起きた俺は珍しく勉強もせず都心の書店にいた。今までやっていた問題集がようやく終わったので、もう少しレベルの高いものを買おうと思い、都心のちょっと大きめの書店でよさそうなものを選んでいたのだ。そんな時に高校時代の友人、結ゆう城きと出会った。

　結城は高校時代よく一緒に遊んだ友人だ。整った顔立ちで、生徒会副会長をやっていた結城は先生からの評判もよく、推薦で早々に大学進学を決めていた。浪人してから彼に会うことはほとんど無く、風のうわさでしかその後の話を聞いたことはない。

　久しぶりに会った結城は髪の毛を栗くり色いろに染め、統一感のあるシャツに高そうなジーンズを履きこなす、いかにも大学生らしい格好をしていた。ぼろぼろのジャージ、ぼさぼさに伸びた髪の毛の俺とは違い、本物の大学生って感じだった。

「ああ、久しぶりだな」

「こんなところでなにしてんのー」

　結城にそんな質問をされた時、思わず手に持っていた問題集を後ろに隠してしまった。

「いや、ちょっとね。結城、お前は？」

「俺？　これから大学の飲み会があるから時間潰つぶしてんの。受験コーナーとかすげー懐かしいじゃん」

　そう言いながら結ゆう城きはそこら辺の参考書を手に取り、ぱらぱらめくる。

「あー、もうだいぶ忘れてんな」

「もう受験から一年以上たってんだし、普通だろ」

「だよなぁ」

　久しぶりにあった結城に、俺おれはなんとなく距離を感じてしまった。それは結城が普通に大学生活を送っていることと、決して無関係ではないだろう。

「そういやお前は今何やってんの？　浪人してたよね」

　どきりと心臓が鳴る。

「ん。今は大学生やってるよ」

「お、受かったのか。おめでとー」

　とっさに俺は嘘うそを吐ついてしまった。結城は俺が再受験することなんか知らないから、何の気なしに祝福の言葉を述べる。心臓が早鐘のように鳴り響く。得体のしれない気持ち悪さが俺を襲う。

「でも、よかったよな。大学決まって」

「うん」

「二浪なんかしちゃ悲惨だもんなぁ。うちのサークルに二浪のやついるけど、すっげぇ暗いしマジで空気読めねぇし、やべぇよ」

　そう言って、結城は笑った。俺は早くその場から消え去りたかった。

「にしても、お前髪くらい切れよ。夏休みだからってさ─」

「そろそろ切ろうと思ってたところだよ」

　嘘だ。髪の毛を切ったら問題集を買えなくなってしまう。そもそも髪の毛を切ったところで、見せる友人なんて──。

「つーかさ、今度飲もうぜ」

　俺の考えを遮って結城は言った。

「久々に会ったんだしさ、せっかくだし今度飲もうぜ。つーか、お前なんか浪人中ケータイ解約してたじゃん。アドレス交換しようぜ」

「うん、いいよ」

　その時、俺は携帯電話を新しくしてから誰だれともアドレスを交換していない事に気付いた。交換する方法がわからない。

「わりぃ。ケータイ家に置いてきちゃったわ」

「はぁ。なんだよー」

　俺はまた、思わず嘘をついた。ポケットの中にある携帯電話を握りしめながら、俺は結城にごめんと謝った。手に滲にじんだ汗が、携帯電話をじとりと濡ぬらす。

「あ、もう時間だわ。飲み行かなきゃ」

「そっか。楽しんでこいよ」

「おう、また今度会ったら飲もうぜ」

「オッケー。じゃ、またな」

「またなー」

　何となくだけど、もう二度と結ゆう城きには会わないだろうという、そんな確信に近い予感がした。書店から出て、飲み会に向かっていく結城がなんだか遥はるか遠くに行ってしまうみたいで、言いようが無い寂しさを感じた。

　結城の姿が見えなくなるのを確認すると、俺おれは俯うつむきながら後ろ手に隠した問題集をレジに持っていった。
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　その日は家に帰ってからも勉強が手につかなかった。どうしても集中力が続かない。問題文を読んでいるけど、全く頭に入ってこない。こんなことは初めてだった。

　原因は分かっていた。今日の昼間にあった出来事のせいだ。同級生たちは、普通に大学生活を送っている。それなのに俺は何をしているんだ。分かっていても、俺には何も出来ない。どうしようもない感情をぐるぐるさせながら、俺は奥歯を噛かみ締しめた。

「どうしたの？　気分悪い？」

　横で小説を読んでいたセミ子こも心配して俺に声をかけてくる。セミ子の心配そうな顔は久しぶりに見た。最初にセミ子に会った日以来だ。

「いや、大丈夫」

「ううん、顔色悪いよ」

　とっさについた嘘うそを、セミ子は見通した。こんな時だけ鋭い。黒目の大きいセミ子の瞳ひとみは、俺のことを全すべて見通しているみたいだ。

「あのさ。セミ子は、後悔とかしない？」

　気付いたら、このどうしようもない感情をセミ子に吐き出していた。こんな事言っても、どうしようもないのは分かっている。それでも、止まらなかった。

「再受験しようって、決心はしてたんだけどさ。それが自分の進みたい道だって分かってるんだけどさ。それでも、本当は心のどこかで後悔していたんだ」

　堰せきを切ったように、俺の中から言葉が零こぼれ落おちていた。

「普通に大学生活を送っていればって、今でも思うんだ。普通に友達を作っていれば、こんなに苦しまなくていいんじゃないかってさ、ずっと思ってたんだ。再受験さえ志していなければって」

　数ヶ月溜ため込こんだ言葉は、一瞬で流れ落ちた。

　再受験を決め、俺おれは脇目もふらず前に進み続けていた。前に進むにつれて、後ろの道はガラガラと崩れ落ちていった。気付いたらもう、俺は後戻りのできないところまで来ていた。それでも、どんな時もこれが俺の進む道だって自分に言い聞かせていたのだ。

　だけど、本当はいつだって不安でしょうがなかったんだ。

　セミ子こは黙って俺の言葉を聞いていた。



「セミ子は後悔とかしないの？」



　気付けば俺は、もう一度セミ子に問いかけていた。セミ子に何らかの答えを期待してしまうなんて、どうかしてしまったのかもしれない。それでも俺は、何かにすがるように、セミ子に問いかけた。

　セミ子はそんな俺の言葉を飲み込んで、いつもと同じように笑った。



「そっか。私はね、ぜーんぜん後悔してないよ。君に会えたことも、恩返しをしようと思ったことも。この先何があっても、一年後も、十年後も、百年後も、死ぬ時もぜったいぜーったい後悔なんかしないよ！」



　セミ子は力強くそう言い切った。真っ直ぐ前を向いて、俺の目を見つめる。それはきっとセミ子の心からの言葉なんだって、何となく分かったのだ。

　ああ、そうか。そうなんだ。

　きっと、ずっと前から、もうとっくに俺は。

「なんとかなるよ！　私も恩返しうまくいってないけど、こんなに元気なんだから君もきっと大丈夫だよ！」

「恩返しはしっかりしたほうがいいんじゃない？」

　そう言うと、セミ子は頬ほおをふくらませながら拗すねるのだった。
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「ああ！　まずい、帰らないと」

　時計が四時半を回っていることに気付いたセミ子は大慌てで外に走っていった。いつものことだが、今日は何となく寂しさを感じてしまった。

「じゃあまた明日ねー」

　慌ただしく外に出るセミ子を見送っている時、俺はふと窓の外を眺めた。窓の外には漆黒の空が広がっていた。

　カラカラと階段を降りる音が聞こえ、窓の外にセミ子この姿が映る。

　道路に出ると同時に、セミ子が盛大に転んだ。セミ子の真っ白な下着が見えた気がしたけど、たぶん気のせいだろう。

　それにしても今日は妙に疲れている。今日は色々なことがあったし、仕方ないだろう。

　なんたって、走っていくセミ子の左腕が一瞬本物のセミのみたいに見えたのだ。

　今日の俺おれは本当に疲れている。
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　じりじりと蒸すような部屋で、その日もセミ子は何な故ぜか一人輪ゴムを飛ばし続けていた。

「何やってるの」

　俺はなんとなくセミ子に尋ねる。

「輪ゴム飛ばしだよ！　すごい楽しいよ。お酒もタバコも許されないセミ王国最大の娯楽だよ！」

「そっかー」

　セミ子の答えを流しながら、俺は勉強を続けた。

　思えば、セミ子がやってきてからもう六日になる。

　一人びよんびよん輪ゴムで遊ぶセミ子を眺めながら、こいつと過ごした日々を何となく思い返す。

　楽しかった。

　今でははっきりとそう言い切ることができる。最初は鬱うつ陶とうしかったけど、セミ子のおかげで勉強は捗はかどった。それに、ほんの少しだけ救われた。案外恩返しは成功しているのかもしれないって、その時初めて思ったのだ。

　ふとした思いつきだった。

「明日祭りに行かない？」

　俺はセミ子にそんな誘いを投げかけていた。

「まつり……」

　輪ゴムをびよんびよんさせるのをやめたセミ子は、キョトンとした顔で俺を眺めていた。まるで、その言葉が何を指すのか全く分からないかのように。

「そうそう。祭りだよ、祭り。あの出店とかがいっぱいあったり、お神輿みこしとかを担いだりする、あの祭り。いつも頑張って恩返しをしてたしさ、そのお礼に一緒に祭りにでも行こうよ。何ならかき氷とかおごるよ」

　俺は少しだけ早口でまくし立てる。

「まつり、行けないよ……。お昼は青空が出てるもん」

　なぜセミ子こはこんなにも青空が嫌いなのだろうか。真っ暗な空なんて寂しいだけだろうに。セミ子はいつも、そのことを聞くと目を泳がせながら話を逸そらしていたので、結局その理由は分からなかった。

「大丈夫だよ。この祭りは日が暮れてから始まるんだ」

　俺おれがそう言うと、セミ子は顔を太陽のように輝かせながら「それなら大丈夫だよ！」とはしゃぐ。

「でも──」

　セミ子はすぐに表情を曇らせ、言おうとしていた言葉を飲み込んだ。

「どうした」

「ううん。なんでもない！　それよりも私、お祭りに行くの初めてなの」

「セミ王国で祭りとか無かったの？」

「セミ王国には祭りなんてもの無いんだよ」

　なんという後付け設定だろう。

　しかし、そこら辺を追求してもしょうが無いことをここ数日で学んだ俺は、「それじゃあ明日は初めての祭りだね。楽しめよ！」と、セミ子に言った。

「楽しみだよ！　砂遊びをする前日より楽しみー」

「そんなに楽しみじゃないのかなー」

　笑いながらいつも通りのやり取りをしたのだけど、セミ子が少しだけいつもより無理して笑っているような気がした。

　次の日の集まる時間を決めた後、その日もいつも通りセミ子は夜明け前に帰っていった。
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　セミ子に言った時間の三十分前に俺は待ち合わせ場所にいた。いつもより勉強を早めに切り上げ、珍しく髪の毛を切りに行った。妙に浮き足立っている自分に気づかぬふりをして、公園の入口でセミ子を待った。

　待ち合わせ時間の五分前に、遠くから白いワンピースの女の子がぱたぱた走ってくる。長い黒髪を揺らしながら、危なっかしい足取りで近づいてくるその女の子は今にも転んでしまいそうだった。あ、転んだ。

　言っているそばからその子はぱたんと転がり、地面に突っ伏した。セミ子は今日もいつも通りだった。

「うー。痛いよー」

　セミ子はそう言いながら赤くなった膝ひざを撫なでた。

「もー。コンクリート硬いよ。コンクリートとお話ができれば柔らかくなってもらって膝をすりむかないで済むのに！」

「何言ってんだよ。ほら、つかまれ」

　そう言って差し伸べたてを掴つかみながら、セミ子こはよたよたと起き上がる。転んだにもかかわらず、セミ子のワンピースには汚れ一つ付いていなかった。

「ありがとう！　お礼にこれあげる」

　そう言ってセミ子はポケットから緑色の石を取り出し、俺おれに渡す。

「いいって。それよりこれは？」

「落ちてたやつ。綺き麗れいでしょ。おいしそう」

「ありがと。それより足元気をつけろよな」

「わかったー」

　俺はセミ子からもらった緑色の石を財布に入れると、セミ子の転んだあたりを見渡した。出っ張りはないし、躓つまずきそうな石も落ちていない。何も無いところで転ぶ奴なんて、本当にいるんだ。

「お祭りって確かお店がいっぱいあるんだよね」

「そうだよ。数えきれないほどあるよ」

「うわー。楽しみだなぁ」

　セミ子はわくわくする気持ちが溢あふれていて、今にも飛び出していきそうだった。俺ははやるセミ子を抑え、財布を取り出す。

「今日はお礼も兼ねているし、何でもおごってやるよ」

「やったー！　ありがとー！　来世まで感謝し続けます！」

「ただし、千円までな！」

「おなかが減るまで感謝します」

　俺達はその後、祭りをまわっていった。

　セミ子は本当に祭りが初めてだったらしく、ずらりと並んだ夜店に感嘆のため息を漏らしていた。

「すごいなぁ。全部お店なの？」

「そうだよ」

「あのお魚さんがいっぱいいるのも？」

「そうだよ。やるか？」

「わーい。やるやるー」

　セミ子は初めてやる金魚すくいに興奮しっぱなしだった。震える手でポイを持ち、力の限り水面を掬すくい取とった。瞬間、即座にポイは破け、セミ子に渡した三百円は夜店の藻も屑くずと消えていった。

「あれー。おかしいなぁ」

　セミ子こは不思議そうに独り言を漏らす。その後も、セミ子は一匹も金魚を掬すくうことが出来なかった。

「これは新手の詐欺だよ！　フィッシング詐欺だよ！」

「それはちょっと違うかなぁ」

　セミ子が涙目で悔しがっていると、そんな姿を見かねたのか、店のおじさんが優しく声をかける。

「あー、残念だったねお嬢ちゃん。ここはおじさんが残念賞として好きな金魚を一匹あげよう」

　そうやっておじさんは取れなかった人に対するありがちな救済措置を発動させた。おじさんは手慣れた手つきで金魚を一匹掬うと、ビニール状の袋に入れてセミ子に渡した。

「ありがとー！　おじさん神様だよ！」

　恐らくだけど、セミ子は本物のフィッシング詐欺に物もの凄すごく引っかかりやすいんじゃないかなぁと、その時俺おれは切に思ったのだった。

「まるで雲を食べてるみたいだよー」

　ふわふわのわたあめを食べながら満面の笑みを浮かべるセミ子と一緒に、俺は神社の石段に座っていた。

　どうやらセミ子も少し疲れているみたいだった。さすがに人ごみの中を一時間も歩き続けたら足も痛くなるだろう。俺も久しぶりにこんなに長い時間歩いたので、ちょっと疲れていた。

「祭りは楽しい？」

　俺は美お味いしそうにわたあめを頬ほお張ばっているセミ子に問いかけた。

「す───────っごく楽しいよ！　もう最高！　こんなに楽しい行事に参加しなかったなんて、今までずいぶん損してたよ」

「それはよかった」

「これでさっき引いたくじが当たれば申し分なかったのになぁ」

　セミ子は奥にある一回三百円のくじ屋を指差して、ため息を吐ついた。千二百円を費やして熊のぬいぐるみを当てようと思ったセミ子の手首には、ぴかぴか光るリングが四つはめられていた。四回とも引いて、全すべて同じはずれくじだったのがよほど悔しかったのだろう。恨めしそうに何度もくじ屋を眺めては、ため息を吐く。

　たぶんそこにあたりは入ってないよ。と忠告をしようかなとは思ったけど、やめた。わざわざ水を差すこともないだろう。

　それに、一喜一憂し、くるくる表情を変えていくセミ子は見ていてとても楽しかった。

　俺とセミ子はしばらく神社の階段に座り、祭りのことを話していた。それでもしばらく経たつと話題もつきてきて、辺りを心地良い沈黙が包んだ。セミ子と一緒にいるときは、沈黙が全く苦にならなかった。こんな人は、他に知らない。

　ふとその時、俺おれの頭にセミ子こが昔言った「青空が嫌いなの」という言葉が思い浮かんだ。もう一度理由を聞いてみようと、何となく思った。



「あの、実は言わなくちゃならないことがあるの」



　俺の前に、セミ子が先に言葉を発していた。なんとなく言うタイミングを逸してしまった俺は、セミ子の話を聞くことにした。

「どうしたの？」

「えっと、その……」

　セミ子は言葉を詰まらせ、下を向いた。

「ちゃんと聞いてるから、言って」

　俺がそう言うと、セミ子は意を決したように前を向き、飲み込んだ言葉を吐き出した。



「その……今日はさようならを言わなくちゃいけないの」



　セミ子は続けた。

「えっと、セミ王国ではね、恩返しは七日間だけって決まっているの。だから、その、えっと、もうこれ以上は君の家には行けないの」



　そうセミ子は伏し目がちに言った。



　俺はその時どんな顔をしていたんだろう。

　俺の顔は、その時セミ子にどう映ったのだろう。

　分からない。俺には分からない。

　それでも俺は顔を上げ、セミ子をじっと見つめた。

　人形のように大きな瞳ひとみ。近くで見ると、長いまつ毛が濡ぬれているみたいに光っている。柔らかそうな頬ほおはほんのり桜色に染まっていて、漆黒の髪の毛との対比で輝いているみたいだ。セミなんかに見えない、妖よう精せいのように小さくふわふわした体。



「俺は──」



　気付けば俺は、セミ子を抱きしめていた。セミ子の体が、一瞬固まった。それでも俺は力強く抱きしめた。



「俺おれもさ、本当は小説を書きたいんだ」



　絶対に言うまいと、心の中に閉じ込めていた言葉がするりと口から零こぼれ落おちていた。

「だから、再受験してるんだ。笑っちゃうだろ。才能もあるかどうかも分かんないのに、ずっと理系だった奴が小説家になるために文転だなんてさ。小説って言ったって、自分が何を書けるのかも分かってないし、書いてみたいだけなのに。自分でも分かってる。自分なんて普通の人間だってことは」

　俺は自分でも何を言っているのか分からなくなっていた。俺は怖くてセミ子この方を見られなかったけど、それでも続けた。

「だけど、最近ちょっとだけ変わったんだ。少しだけ書きたいことが見えてきたんだ。まだおぼろげなんだけど、それでも見えてきたんだ。それは、セミ子のおかげなんだ」

　自分でもびっくりの饒じよう舌ぜつぶりだった。

　セミ子の体から力が抜け、細い腕が俺の腰を抱きしめた。

「セミ王国なんか抜けだしてまた会おう。俺も来年の今頃までには小説を書くから、そしたら会おう」

「はい」

















　セミ子こは震えた声を絞り出した。その声はまるで、泣き声のようだった。

「その時、お互い小説を見せ合おう。お前も書いているんだろ、セミ王国で起こるすごく不思議なセンチメンタルラブストーリーを」

「もちろんだよ。ずっと、ずっと書いてるよ」

「それじゃあ勝負だな。どっちが良い小説を書けるか。俺おれに出しぬかれるなよ」

　きつく抱きしめていた腕をほどき、俺はセミ子の体から離れる。その時見えたセミ子の顔には、ほんの少しだけ涙の跡があった。

「負けるわけ無いじゃない！　こちとら構想十数年の超大作なんだよ！」

　セミ子の声はもう震えてなんかいなかった。自信満々に、セミ子はそう宣言した。

「じゃあ約束な。来年もまた恩返しに来てくれよ。その時に小説を見せ合おう」

「わかったよ！」

　セミ子は胸を張って、そう言った。その時のセミ子の顔は、本当に幸せそうだった。

　俺には、そんな気がしたのだ。
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　それから、俺は一心不乱に勉強した。気付けばいつの間にか夏も終わり、大学も再開していた。

　近所の図書館が閉館してしまったので、俺は嫌々ながらも大学に向かうことにした。俺は大学の図書館で課題に取り組む大学の級友たちを尻目に、受験勉強をするのだった。

　大学ではやっぱり友達は出来なかったけれども、それでも夏休み前に感じていたような孤独はもう感じなかった。絶対に志望校に受からなきゃ。そうしないとセミ子に笑われてしまう。そんなことを思うと勉強も頑張ることができた。

　青々と茂っていた木々の葉も気付けば黄金に色付いていた。染まった葉が色を失い、枝から離れ始める頃にはもう季節は冬になっていた。

　寝る時間以外は全すべて勉強に費やした。直前期は一日十五時間と、浪人時を上回る勢いで机にかじりついた。

　吐く息が完全に白くなった頃、第一の関門であるセンター試験を迎えた。そのセンター試験でもまずまずの成績を収め、いよいよ俺は受験の最終局面を迎えていた。

　やれるだけやったという自信はあった。

　もう今年で最後にする。絶対に悔いを残さないよう頑張ろう。

　そんなことを思いながら、俺の最後の戦いは始まった。

　本番も淡々としたものだった。今まで蓄積してきた知識を用いて、制限時間いっぱいシャーペンを動かし続けた。



「終了です。筆記用具を置いてください」



　試験監督の言葉が教室に響き渡った。終わりを告げるチャイムとともに、回収されていく自分の答案を見送る。

「ああ、やっと全部終わった」

　そう小さく呟つぶやいた俺おれの中に、後悔という感情は一ひと欠片かけらも残っていなかった。そんなもの、全すべて解答用紙に詰め込んできた。



　そして、最後の受験は終わった。



　結果から言うと、俺は第一志望の大学に合格していた。俺は第一志望というものに合格したことが無かったので、その時は全く信じられなかった。

　電話越しに合格発表を告げる機械音声を聞いても、喜びを表に出すことはなかった。

「間違ったところに電話してないかな」

　それが最初呟いた言葉だ。

　七回くらい電話をかけ直し、更に念のため公衆電話からも合格発表を聞いてみた。いずれの場合も「ゴウカクしました」という無機質な言葉が返ってきた。

「受かったのか……」

　自分でそう言葉にすると、喜びがふつふつとこみ上げてきた。

「やった。やったよ」

　喜びが俺の心を支配し始める。なんとも心地良い気分だろうか。

　俺は合格発表を聞いたその足で実家に帰り、両親にその旨を報告することにした。気持ちが先走り、心の中で電車を急せかす。急げ、もっと速く。もっと、もっと速く。

　最寄り駅に着くと、親が待つ家に向かって走りだした。久しぶりに運動をしたのですぐに息が上がる。一旦足を止め、厚手のコートを脱ぎながら空を見上げた。

　そこにはまるで合格を祝ってくれるかのような、雲ひとつない空が広がっていた。

　そこで俺は、青空の嫌いな誰だれかのことを思い出していた。無意識に走るペースが上がる。肩で息をしながら、俺は百メートル走をする時のような勢いでアスファルトを蹴けった。足が軽い。どこまでもいけそうだ。

　呼吸が苦しくなってきたので、ほんの少しペースを緩め、大きく空気を吸いながら天を仰ぐ。



　さっきと全く変わらない、透き通るような青空。



　俺おれはまた、全力で走りだした。



　　　＊



　そこからは本当に時間の流れが早かった。

「なんで黙ってたの！」

　そう怒る母さんの前では俺は反省し、三回の土下座をして許しを得た。

「頑張ったな」

　母さんのいないところで父さんが褒めてくれたあの時の嬉うれしさは、きっと一生忘れない。

　親に連絡をした翌日に、今通っている大学に退学届けを出した。思ったよりあっさり届けが受理されたので拍子抜けしながら、その足で合格した大学に向かい入学手続きもした。

　桜が綺き麗れいなピンク色に染まり始めた頃には、新しいキャンパスライフが始まっていた。

　入った大学では何人か友達もできた。もう去年のように人との関かかわり合いを積極的に拒否しようとはしなかった。この大学には入れて本当に良かった。これは嘘うそじゃない。

　そうやって俺は充実した大学生活を送っていた。

　小説も少しずつ書き始めていた。あの夏約束したことは、今でも忘れていない。稚拙な文章かもしれない。お粗末な話の運びかもしれない。それでも俺は、毎日文章を書かき綴つづった。

　なんたって、あっちは『セミ王国で起こるすごく不思議なセンチメンタルラブストーリー』だもんな。あいつだって、今もこの大作を書き続けているのだろう。

　今でも目を瞑つぶると、セミ子こと過ごした七日間が脳裏に浮かぶ。俺も負けてられない。

　桜も散り始め、季節が夏に近づくに連れて、そわそわしている自分がいることに気付いた。ふとした瞬間に顔がにやけてしまう。

　若葉に変わった緑が、長袖でいると暑くなった季節が、何な故ぜか俺の気分を高揚させる。すっかり生えそろったキャンパスの新緑を眺めながら、俺は微かすかに笑みをこぼした。

　いや、何故かなんてことはない。理由なんて、ずっと前から気づいていたんだ。今までずっと、気づかないふりを続けて、自分を誤ご魔ま化かしていた。

　あの夏祭りの日だって、自分がどんな顔をしていたのか。本当は知っていた。

　あの空を見上げた時、どうして自分が全力で走り出していたのか。その理由だって本当は気付いていた。

　俺は好きになっていたんだ。あいつを。

　会いたかったんだ。どこか抜けているけど、それでも憎めないあのへんてこなセミに。

　今ならそう、恥ずかしげもなく言える。

　小説も半ばを迎える頃、とうとう夏休みがやってきた。そんな夏休みの初めに、俺おれのもとに一通の手紙が届いた。届け元の住所は書かれていない、不思議な手紙だった。

　その手紙を読んだ時、俺の時間が止まった。





　セミ子こが死んだ。





　　　＊





　日が沈む頃、俺はアパート近くの公園にいた。先日届いた手紙を握る俺の手は、少しだけ震えている。深夜をまわっていたせいか、周りには人影はない。街灯だけが公園の遊具を薄暗く照らしていた。

「待ちました……？」

　振り向くと、二十歳くらいの大人びた女性が立っていた。そこにやって来るのがセミ子じゃないことは前々から分かっていたけど、それでも俺は失望を隠せなかった。

「今来たばかりです」

　俺がそう言うと、彼女はほっと胸をなでおろす。その姿は、本当に人間みたいで……。

「それじゃあ、早速で悪いけど証拠を見せますね。私も急がなくちゃいけないから」

　俺の考えを先読みしたのか、彼女は腕をまくり、俺の目の前に持ってくる。白い人間の腕。それが次第に形を変え、セミのように細長く、異形のものへと変質していった。

　その腕は一度、去年の夏に見たことがあった。見間違いだと思っていた、窓の外から眺めたセミ子の腕と全く同じものだった。

「これで手紙に書かれたこと、信じてもらえたかな」

　感情が麻ま痺ひしてしまったのか、明らかに人間のものではない彼女の手足を眺めても、俺は何も思わなかった。ただ、セミ子の言っていた設定が全すべて本当のことだったという確信だけは得てしまった。

　そう。セミ子の言うところの「セミ王国」に住む人間なのだ、彼女らは。

　俺は手に持っている手紙の末尾に書かれていたことを思い出す。



　私達には、課せられている幾つかのルールがあります。

　その一。私達は本来の姿なら千年の命を持っています。

　その二。望むなら私達は夏の間だけ人間の姿になることができます。

　その三。一度人の姿になると、私達は七日程度で死んでしまいます。

　その四。太陽が出ているうちに外へ出ると私達は死んでしまいます。



「分かってもらえてよかった。それじゃあ、こっちです」

　そう言って彼女は先導して歩き出した。

　二、三歩歩いたところでこてんと転び、膝ひざを擦る。

「大丈夫ですか？」

「大丈夫……。ちょっとふらついただけです」

　彼女は立ち上がり、膝についた砂を払う。彼女もセミ子こと同じように、死にゆく存在なのだということを、そのとき俺おれは理解した。

　その後、歩きながら彼女は話を続けた。その内容は、概おおむね手紙に書かれていたようなことだったけど、俺は黙って彼女の話を聞いた。



　悠久の時を生きるセミ子の一族は、人の世界で言うところの八や百お万よろずの神々の一種だった。古代から人間に崇あがめられる存在だったが、ある日セミ子の祖先は人間と恋をしてしまう。

　神と人間の禁じられた恋。それに怒った他の神々の呪のろいで、セミ子の祖先は人の姿になる代償に、様々な制約を課せられた。それが先ほどのルールだ。

「私達は、今もその時の呪いに縛られています」

　神々はセミ子達から季節を、寿命を、そして、青空を奪った。セミ子がよく転ぶのもドジだからではなく、全すべてこの呪いのせいだったのだ。

　呪いによりセミのように醜い姿に変られた元八百万の神は、人里で妖よう怪かいと呼ばれるようになった。そうして、人間との接触はセミ子達一族の間では禁忌になった。

　それなのに、セミ子はその禁忌を破ってまで人の姿になった。どうして、どうしてこんなことを。



「なぜ人の姿になったんだ。どうして自分の命を簡単に捨てることができるんだ」



　気付けば俺はそう口に出していた。俺の話を聞くと、彼女は笑って答えた。



「私にも好きな人がいるから、彼女の気持ちがよく分かるわ。だって、恋をしちゃったんですもの。好きな人と話せるなら、愛せるなら、命なんて全然惜しくないわ。私もセミ子もきっと、この選択を一生後悔しない。一年後も、十年後も、百年後も、死ぬ時も、絶対に。女の子って、そういうものよ」



　いつか、セミ子こもそんなことを言っていた。

　幸せそうにそう語る彼女の表情には、後悔の感情は一ひと欠片かけらも残っていなかった。



　それから、雑木林を歩きながら彼女の話を聞いた。彼女もこれから好きな人に会いに行くらしい。その前に、セミ子に頼まれた用事を果たそうと俺おれに手紙を送ったのだとか。

　用事……？　一体何のことだろう。

　雑木林の中を歩き出して数分。あたりをきょろきょろ見渡しながら歩いていた彼女が急に立ち止まった。

「あ。ここだ」

　そう言うと、彼女はスコップで土を掘り返す。

「ちょっと手伝ってもらえます？　ここの土固くて」

　彼女からスコップを貰もらい、土を掘る。

　土は思ったより柔らかくてサクサク掘ることができた。

　土を掘っている間も、未いまだに俺はセミ子が死んだなんて信じていなかった。今でも形の良い石を持って俺の前に現れるんじゃないかって、そんなことを思っていた。

　数分掘り続けていると、スコップが硬質なものに当たる音が響く。

　そこにはビニール袋に詰め込まれた大きめの缶のようなものがあった。

「あった」

　彼女はそう言うと、急いで缶のフタを開ける。感の中には幾重にも重ねられたビニール袋に包まれたものがあった。一枚一枚丁寧にそれを解いていくと、一冊の大学ノートが姿を現した。

「手紙には書かなかったけど、今日あなたを呼んだのはこれを渡すためなんです」

　そう言って彼女はその大学ノートを差し出してくる。渡された大学ノートには「小説ノート」と右隅に小さく書かれていた。

　その表紙には、小説のタイトルが大きな字ではっきりと書かれていた。







『嘘うそつきセミと青空』







　そして一枚めくると、そこには色鉛筆で描かれた──

















　真っ青な空の挿絵が描かれていた。



　ああ、そうか。そうだったのか。俺おれはすべてを悟った。

　あいつは、セミ子こは空が好きだったんだ。夜の暗黒に満ちた空なんかじゃなくて、青空が。太陽に照らされたあの青空が。

　セミ子は一体何を思いながら「青空が嫌い」と俺に言ったのだろうか。

　呪のろいによってどんどん衰弱していく体。刻々と減りゆく命。

　そんな中、もう二度と眺めることが出来ない青空を夢見て、セミ子は一体何を思ったのだろうか。俺にはわからない。

　それでも、必死にセミ子の思いを理解しようと俺は大学ノートのページをめくる。

　青空を一枚めくると、小説の最初の一文が俺の目に飛び込んだ。








　あるところに青空が嫌いなセミがいました。これはそんな嘘うそつきセミのお話です。








　そのセミが恋をした相手は、人間でした。

　きっかけなんて些さ細さいな事でした。まだセミが幼虫だった頃、何かの間違いで土を掘り起こされてしまった時に彼が埋めなおしてくれたとか、そんな彼が素敵だったとか、そんな些細な理由。

　もちろんそれが気まぐれだなんて知っていました。彼がそんな些細な事を今後覚えているとかそんなことは期待していませんでした。

　それでも、その時セミは確かに救われたのです。

　だからセミが成虫になったら、彼に恩返しをしようなんてそんなことを思ってしまったのです。人間には知られていないのですが、セミは本物の成虫になると人間とお話をすることができるようになるのです。

　セミは暇があったら彼の元へ行き、遠くから彼を眺めていました。本物の成虫じゃないセミの言葉を、彼が認識することはありません。だから彼に話しかけることはせず、遠くでみんみん声を上げ続けることしか出来ませんでした。

「私はここにいるよ。気づいて」

　勿もち論ろん気づいてくれる訳ありません。セミは寂しくて泣きそうになったけど、そんな時はいつも空を眺めるのでした。

　セミは青空が好きでした。心まで透明に染めてしまう、あの突き抜けるような青空が。

　そんな青空を眺めながら、いつか成虫になって彼に恩返しをしようといつもいつも思っていました。

　でも、セミは成虫になってしまうとすぐに死んでしまいます。もう青空も眺めることもできなくなってしまいます。

　真っ黒の空は悲しくなってしまうので嫌いでした。吸い込まれそうな黒い空を見ていると、いつも言い知れぬ不安に襲われたのです。

　それでも彼に会えるなら、真っ黒の空も怖くありません。ずっと、ずっと、セミは彼とお話をしたかったのです。

　セミが生まれて二十年経たったある日。セミは成虫になりました。セミは喜んでその足で彼の家に向かいました。



「みーんみんみん。みーんみんみん。セミですよー！」










　その後は俺おれと過ごした日々について書かれていた。

　急に俺が倒れてしまい、びっくりしたこと。

　嘘うそを吐ついて色々と誤ご魔ま化かしたこと。

　俺と話ができたのが嬉うれしくて、ついついでんぐり返しをしてしまったこと。

　でんぐり返しをした理由を聞かれて、しどろもどろしてしまったこと。

　俺と友達になれたこと。

　そして、それが本当に嬉しかったこと。



　セミ子こと過ごした七日間が、そこには確かに存在した。



　祭りのことも書かれていた。その時の嬉しさが、楽しさが、セミ子が書いた文章を通じて読み取れた。








　祭りが終わって彼は言いました。

「また来年、会おう」

　彼がそう言ってくれたことが嬉しくて、セミは約束を交わしました。

　だけど、セミはもう成虫になってしまいました。セミに残された時間はもうほとんどありません。家に帰って悲しい気持ちになりました。

　それでもセミは一生懸命生きました。また来年、彼と会うために。

　彼の書いた小説を読んで、自分の書いた小説を読んでもらうために。その時に好きって告白しようなんて、そんな乙女チックなことを思ったりして。



　秋が過ぎ、冬が過ぎ、そして春が訪れました。

　くるくると変わる季節の中、セミは一生懸命生き続けました。書き終えた小説を見せ合う、その日まで。

　そして夏が訪れました。青々と茂る木々の中、真まっ赤かに照りつける太陽の下、セミはもう一度彼と会うことが出来ました。

　セミは幸せでした。彼と出会えて、本当に良かったと心から思いました。いつか終わりが来る日々も、彼を思えば光り輝いていました。

　セミはこの選択を、一年後も、十年後も、百年後も、死ぬ時だって絶対に後悔しないでしょう。



「あのね、ずっと言いたいことがあったの」



　セミは一呼吸置いて、彼に告げました。



「ありがとう」



　そして、もう一言。



「ずっと、ずっと、大好きだよ」



　一人の人間と一匹のセミが夏の太陽の下で、手をつなぎながら仲良く歩いています。

　もうそこには、悲しみも苦しみもありません。いつまでもずっと、ずっと二人は歩き続けました。



　セミはふと、天を仰ぎます。








　見上げてみるとそこには、突き抜けるような青空が広がっていました。








　小説はハッピーエンドで終わっていた。

　セミ子こは何を思いながらこの小説を書いたのだろうか。

　きっと迫り来る死の影に怯おびえながら、動かなくなる体に憤りながら、それでも最後の時まで書き続けたのだろう。

　もう二度と会えないことなんて本当は分かっていたのだろう。それなのに、セミ子は自分が見上げることのできない太陽の光に満ちた世界のお話を、後悔なんか一切しないで最後まで書き切ったのだ。

　すごい。本当に凄すごいよ。

　ありがとうなんて、こっちが言いたいよ。会えて良かったなんて、俺おれだって思ってる。

　セミ子がいたから俺は志望校に入ることができたんだ。小説だって書いている。セミ子がびっくりするような超大作を書いているんだ。セミ子がいたからこれだって書き始められたんだよ。

　それもこれも、全部セミ子のおかげなんだ。だから言わせてくれよ、俺にも。ありがとうって。大好きだよって。なぁ、またあの無邪気な笑顔を見せてくれよ。



　気付けば涙が頬ほおをつたっていた。

　俺はセミ子のことを想おもいながら、その場で泣き続けた。

















　漆黒の夜を雲が覆い隠し、空も大粒の雨を降らした。

　まるでセミ子この死を嘆くように、いつまでも、いつまでも。



　　　＊



　今年も夏が終わる。

　少し肌寒くなった部屋の中で、季節はずれの風鈴が涼しい音を鳴らしている。

　俺おれは今、物語を書いている。セミ子との思い出を忘れないよう、文章にしておくことにしたのだ。それも、もう少しで終わる。

　もしかしたら、この小説は誰だれにも見せずに終わるのかもしれない。

　まぁ、そうなってもいい。

　それでもいつか、もし誰かにこの物語を読んでもらうとしたら、最初に読んでもらう人はもう決めている。二番目は誰かにくれてやろう。だけど、一番はあいつだ。いつになるかは分からないけど、それは俺の中ではもう決定事項なんだ。

　その時までずっと、俺は書き続けようと思う。セミ子が泣いたり笑ったりしながら読んでくれるような小説を。

　それで、それで。



　願わくは──



　いつかどこかで、あいつと一緒に笑って小説を見せ合える日が来ることを望みながら。

　そんな柄にも無いことを願いながら、俺は筆をおき、この物語を終わらせようと思う。



　昔セミ子が指差した北窓のカーテンを開く。

　セミ子がくれたエメラルドグリーンの石が窓の横でぴかぴか輝いている。

　もしかしたら、どこかでセミ子もこの景色を見ているのかもしれないな。

　そんなことを思いながら、俺は窓から顔を出した。

　いつかセミ子が夢見た空の下、太陽が暖かく大地を照らしている。緑色に染まった木々と、煌きらめく高層ビル群が鮮やかに世界を覆っている。草木が揺らめき、晩夏の風が優しく肌を撫なでた。

　輝きに満ちた世界を見渡すと、俺はそっと目を閉じる。

　誰かを思いながら、想おもいながら、ゆっくり空を見上げた。








　目を開けるとそこには、突き抜けるような青空が広がっていた。








あとがき





　私は甘いものが結構好きなので、シュークリームを食べながら「私はなんて幸せな人間なんだろう！　世界は美しいなぁ！」なんて、誰だれもいない部屋で鏡に向かってぶつぶつ呟つぶやいたりしています。

　さらに言えば私は人間と会話をするのがあまり得意ではないため、人間と会話をした後は「疲れた……。私はなんて不幸せな人間なのだろう……。早く世界滅びないかな……」とか誰もいない部屋でぶつぶつ呟いたりします（この人生に救いはあるのか）。

　しかし当然のように甘いものが嫌いな人間はシュークリームを食べて幸せになるなんてことはないし、人間と接するのが得意な場合は、人間と会話をした所で不幸になったりなんてしないのです。

　だから幸せというものが何なのかよく分からなくなった私は「それじゃあ幸せってなんなんだよ！」とか部屋の真っ白な壁に向かってぶつぶつ呟いていたのですが、呟いた所でなにも分からなかったのでカスタードプリンをたくさん食べて気持ちを落ち着かせるのでした（とても幸せ）。



　やはり幸せというものは個々人いろいろな形があるもので、傍はたから見ているだけではなにが幸せでなにが不幸せなのかなんて分からない気がするのです。

　本書のタイトルにもなっている「マカロン大好きな女の子がどうにかこうにか千年生き続けるお話」の主人公のマカロンちゃんも結局千年生きて、その後にすやすや永遠の睡眠をとってしまいます。傍から見たら女の子が千年生きて、それで、最終的に終りを迎えてしまっただけなのかもしれません。

　それでも最期の瞬間、本人は結構幸せだったんじゃないのでしょうか。

　そんな訳で、このお話は私の中ではハッピーエンドとなっています。

　また、他の短編も色々とありますが、全すべてハッピーエンドだと私は思っています。

　傍から見たらそうではないように見えるのもあるのかもしれません。それでも本人たちにとっては全部まるまるすべてハッピーエンドなのです。きっとそうなのです。





　ところで今回ＭＦ文庫Ｊ様から本書を発行させて頂いているのですが、某大型掲示板にひたすら短編を書き続け、それを自分のブログにまとめるということをしていたところ、現在の担当編集であるＹさんから声をかけられたのが始まりでした。



　当時、日常生活で人間に褒められることなんか殆ほとんど無かったので、

「この話面白いですよ！」

　と打ち合わせのたびにそうやって私を褒めて下さるＹさんには本当に勇気付けられました。今でも本当に感謝していますし、当時もしＹさんに高額な壷を売りつけられていたら迷わず買っていたと思います。

　イラストを担当して下さったわんにゃんぷー様。この小説を書いた当初に私が想像していたよりも、みんなみんな遥はるかに可愛かわいらしいキャラクターになっておりました。

　正直最初にキャラクターのラフを頂いた時、あまりにも可愛かったので私の文章を全すべてわんにゃんぷー様の挿絵に変えたほうが遥かに売れるかなぁと思ったりしました。それくらい素晴らしいキャラクターを描いて頂いたこと、本当に感謝しています。

　また、アイディアが出なくて困っていた時に相談に乗ってくれた友人のＵ君、校正さん、印刷所の皆様……ありがとうございました。



　そして、本書を手に取ってこの文章を読んでくださっている皆様。言葉では言い表せないほど感謝しております。

　今後、もしこの本が売れればきっとまた何か書かせて頂ける気がするので、その時は精一杯責任をもって、皆様に面白いと言って頂けるような作品を作っていきたいと思います。

　そうやって、いつか読んでくれた方々に恩返しを出来たらいいなぁと、そんなことを思いながら、これをあとがきとさせて頂きます。



　最後に、本当にありがとうございました。私は幸せものです。
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　　はじめまして、からてといいます。チョコレートとシュークリームととんこつラーメンが好きです。世界中の人間がみんな同じくらい幸せになったらいいなぁって思っています。よろしくお願いします。



　イラスト

　わんにゃんぷー

　　わんにゃんぷーといいます。はじめて小説のイラストをやらせてもらいました。可愛い女の子と男の子いっぱい描けて楽しかったです！　どうぞよろしくお願いします！
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